
天
明
年
間
に
お
け
る
三
井
越
後
屋
の
伯
州
木
綿
仕
入
活
動

下
向
井
紀
彦

は
じ
め
に

一
京
本
店
の
商
品
仕
入
に
お
け
る
伯
州
木
綿
の
位
置

二
伯
州
木
綿
仕
入
の
開
始

三
雲
伯
買
方
役
の
職
掌
と
担
当
者

四
伯
州
木
綿
領
外
移
出
ル
ー
ト
の
掌
握

�西
紙
屋
の
問
屋
改
役
就
任

�

五
木
綿
仕
入
金
の
現
地
調
達

�鳥
取
藩
為
替
取
組
一
件

�
お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
近
世
後
期
の
代
表
的
大
都
市
商
業
資
本
で
あ
る
三
井
越
後
屋
が
、
ど
の
よ
う
に
商
品
集
荷
活
動
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
伯
州
木
綿
の
仕
入
を
事
例
に
、
三
井
越
後
屋
京
本
店
が
新
規
に
仕
入
地
を
開
拓
し
て
い
く
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過
程
、
仕
入
地
開
拓
に
お
け
る
買
宿
と
買
方
役
の
果
た
し
た
役
割
な
ど
に
つ
い
て
解
明
し
た
い
。

三
井
越
後
屋
の
商
品
仕
入
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
『
三
井
事
業
史
（
１
）』
や
賀
川
隆
行
氏
（
２
）の
研
究
成
果
の
中
で
、
仕
入
機
構
や
営
業
状
況
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
て
お
り
、
時
期
ご
と
の
各
店
舗
の
仕
入
額
や
、
京
か
ら
江
戸
・
大
坂
へ
の
商
品
下
し
金
額
の
推
移
・
傾
向
な
ど
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
京
本
店
や
江
戸
向
店
の
仕
入
部
門
に
つ
い
て
、
商
品
仕
入
全
体
の
中
で
の
個
別
商
品
の
比
重
や
市
場
戦
略
的
位
置

な
ど
、
個
別
商
品
の
仕
入
に
関
し
て
詳
細
に
見
て
い
く
余
地
が
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
稿
で
取
り
扱
う
買
宿
と
は
、
三
井
越
後
屋
の
よ
う
な
大
都
市
商
業
資
本
か
ら
の
注
文
を
受
け
て
生
産
地
で
集
荷
業
務
を
行
い
、

送
荷
を
行
う
現
地
の
商
人
で
あ
り
、
大
都
市
商
業
資
本
に
対
し
て
従
属
的
な
存
在
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
三
井
越
後
屋
に
お
け
る
買

宿
を
通
じ
た
仕
入
や
三
井
越
後
屋
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
『
三
井
事
業
史
』
や
賀
川
氏
の
研
究
の
中
で
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
武
居
奈

緒
子
氏
（
３
）も
三
井
越
後
屋
の
上
州
と
伯
州
の
買
宿
を
制
度
面
か
ら
分
析
し
て
お
り
、
買
宿
の
買
方
役
に
対
す
る
監
視
機
能
や
買
宿
が
経
営
破
綻

し
た
際
の
三
井
越
後
屋
側
か
ら
の
救
済
、
上
州
で
の
仕
入
経
験
を
踏
ま
え
た
伯
州
で
の
木
綿
仕
入
な
ど
の
諸
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
本

稿
も
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
る
。
た
だ
、
買
宿
に
つ
い
て
は
、
制
度
面
の
分
析
が
中
心
で
あ
り
、
買
宿
の
具
体
的
な
活
動
を

明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
三
井
越
後
屋
か
ら
派
遣
さ
れ
集
荷
業
務
な
ど
を
行
う
買
方
役
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。
大
都
市
商
業
資
本
の
商
品
集
荷
過
程
は
、
直
接
派
遣
さ
れ
た
買
方
役
と
現
地
の
買
宿
の
役
割
を
統
一
的
に
と
ら
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
因
伯
木
綿
は
近
世
中
期
以
降
、
鳥
取
藩
の
主
要
国
産
品
の
一
つ
で
あ
っ
た
（
４
）。
三
井
越
後
屋
の
伯
州
木
綿
仕
入
に
つ
い
て
も

『
三
井
事
業
史
』
や
賀
川
氏
の
研
究
の
中
で
、
木
綿
の
仕
入
数
・
仕
入
金
・
輸
送
方
法
の
概
要
、
買
宿
の
役
割
、
文
政
年
間
の
藩
の
流
通
統

制
策
に
よ
る
雲
州
木
綿
へ
の
転
換
な
ど
、
三
井
越
後
屋
の
伯
州
木
綿
仕
入
に
関
す
る
概
要
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
井
越
後

屋
京
本
店
の
木
綿
仕
入
数
に
対
す
る
伯
州
木
綿
の
割
合
や
、
仕
入
金
確
保
方
法
の
具
体
像
な
ど
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
多
い
。
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ま
た
、
藩
の
流
通
統
制
策
に
つ
い
て
は
、
山
中
寿
夫
氏
（
５
）が
化
政
期
と
幕
末
期
の
藩
権
力
に
よ
る
伯
州
木
綿
の
流
通
統
制
策
を
論
じ
、
文
政
期

の
流
通
政
策
を
領
内
商
人
に
対
す
る
直
接
統
制
、
幕
末
期
の
流
通
政
策
を
上
方
・
城
下
商
人
に
期
待
す
る
間
接
統
制
と
評
価
し
て
い
る
。
し

か
し
、
木
綿
の
生
産
量
や
仕
入
量
、
文
政
期
の
流
通
統
制
に
お
け
る
三
井
越
後
屋
の
対
応
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
因
伯
木

綿
の
仕
入
を
め
ぐ
る
三
井
越
後
屋
と
藩
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
以
上
述
べ
て
き
た
先
行
研
究
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、
伯
州
で
の
仕
入
体
制
が
確
立
し
た
天
明
年
間
を
中
心
に
、

三
井
越
後
屋
京
本
店
の
商
品
仕
入
の
基
本
的
な
点
に
つ
い
て
述
べ
た
う
え
で
、
伯
州
木
綿
製
品
の
仕
入
に
お
け
る
、
京
本
店
か
ら
派
遣
さ
れ

た
買
方
役
と
委
託
契
約
し
た
現
地
商
人
＝
買
宿
の
役
割
分
担
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
、
さ
ら
に
三
井
越
後
屋
の
集
荷
活
動
と
鳥
取
藩
と
の
関

係
に
つ
い
て
展
望
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
三
井
越
後
屋
全
体
の
こ
と
を
さ
す
場
合
、
三
井
越
後
屋
と
表
記
し
、
特
に
三
井
越
後
屋
の
京
本
店
に
か
か
わ
る
場
合
、

京
本
店
（
三
井
越
後
屋
京
本
店
）
と
表
記
す
る
。

（

1）
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
一
九
八
〇
年
。

（

2）
賀
川
隆
行
「
近
世
後
期
の
越
後
屋
の
経
営
」
（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
九
、
一
九
七
五
年
）
、
同
「
近
世
後
期
の
京
都
に
お
け
る
越
後
屋
の
営
業

組
織
」
（
『
三
井
文
庫
論
叢
』
一
一
、
一
九
七
七
年
）、
同
『
近
世
三
井
経
営
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
）。

（

3）
武
居
奈
緒
子
「
越
後
屋
に
お
け
る
仕
入
革
新
と
商
家
の
成
長

�買
宿
制
度
を
中
心
と
し
て

�」
（
『
流
通
研
究
』
一
一

�二
、
二
〇
〇
八

年
）。

（

4）
鳥
取
藩
で
は
近
世
初
期
か
ら
の
主
要
産
業
は
米
、
鉄
、
紙
で
あ
り
、
近
世
中
期
以
降
、
木
綿
・
綿
・
藍
・
な
た
ね
・
ろ
う
・
た
ば
こ
な
ど
の

商
品
作
物
の
発
達
が
み
ら
れ
る
と
い
う
（
『
鳥
取
県
史
』
第
五
巻
近
世
文
化
産
業
、
第
四
章
、
「
農
林
水
産
業
の
発
達
」
、
河
手
龍
海
・
浜
崎
洋

三
執
筆
担
当
、
一
九
八
二
年
、
四
七
九
頁
）。
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（

5）
山
中
寿
夫
「
鳥
取
藩
の
幕
末
藩
政
改
革
と
国
産
流
通
統
制
」（『
鳥
取
大
学
学
芸
部
研
究
報
告
人
文
・
社
会
科
学
』
一
四
、
一
九
六
三
年
）、

同
「
化
政
期
鳥
取
藩
に
お
け
る
木
綿
の
流
通
統
制
に
つ
い
て
」（『
鳥
取
大
学
学
芸
部
研
究
報
告
人
文
・
社
会
科
学
』
一
六
、
一
九
六
五
年
）。

一
京
本
店
の
商
品
仕
入
に
お
け
る
伯
州
木
綿
の
位
置

1

十
八

世
紀

後
半

以
降

の
京

本
店

商
品

仕
入

額

ま
ず
、
三
井
越
後
屋
の
商
品
仕
入
・
加
工
・
運
送
・
販
売
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
簡
単
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
本
稿
の
対
象
と
す
る
十
八

世
紀
以
降
、
三
井
越
後
屋
の
呉
服
部
門
は
「
本
店
一
巻
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
て
い
た
。
本
店
一
巻
は
九
つ
の
店
舗
か
ら
成
り
立
ち

（
京
都
に
京
本
店
・
上
之
店
・
紅
店
・
勘
定
場
、
江
戸
に
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
・
芝
口
店
・
江
戸
糸
見
世
、
大
坂
に
大
坂
本
店
）、
京
本
店

が
こ
れ
ら
本
店
一
巻
を
統
括
し
て
い
た
。
三
井
越
後
屋
で
は
京
都
に
置
か
れ
た
四
店
舗
で
絹
織
物
・
麻
布
・
木
綿
類
を
仕
入
れ
て
呉
服
な
ど

衣
類
に
縫
製
・
加
工
し
、
京
本
店
扱
い
分
以
外
の
製
品
は
、
江
戸
三
店
（
江
戸
本
店
・
江
戸
向
店
・
江
戸
芝
口
店
）
・
大
坂
本
店
へ
下
し
て

各
店
舗
で
販
売
す
る
の
を
基
本
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
江
戸
向
店
で
も
関
東
各
地
の
地
方
絹
や
勢
州
木
綿
・
尾
州
木
綿
を
仕
入
・
加
工
・
販

売
を
行
っ
て
い
た
。
そ
し
て
向
店
の
仕
入
量
は
明
和
年
間
以
降
増
大
を
続
け
、
明
和
年
間
以
降
、
三
井
越
後
屋
全
体
の
中
で
京
本
店
の
仕
入

額
の
比
重
は
次
第
に
低
下
し
て
い
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
関
東
機
業
の
興
隆
に
よ
る
西
陣
機
業
の
相
対
的
地
位
の
低
下
、
江
戸
で
の
西

陣
織
人
気
の
低
下
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
（
１
）。

本
稿
で
検
討
す
る
天
明
年
間
か
ら
寛
政
年
間
も
右
の
よ
う
な
仕
入
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
こ
で
ま
ず
、
京
本
店
の
商
品
別
仕
入
額
に
つ
い
て

み
て
み
る
。
第

1図
は
、
京
本
店
に
お
け
る
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
か
ら
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
の
春
季
・
秋
季
合
計
仕
入
額

で
あ
る
。
元
治
元
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
の
イ
ン
フ
レ
期
と
明
治
初
年
を
除
く
と
、
京
本
店
に
お
け
る
商
品
総
仕
入
額
は
天
明
八
年
（
一
七

4



八
八
）
の
四
四
九
三
貫
二
七
七
匁
一
分
が
最
低
額
、
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
の
一
万
〇
六
八
七
貫
一
〇
七
匁
二
分
が
最
高
額
で
あ
る
も
の

の
、
概
ね
六
〇
〇
〇
貫
目
か
ら
八
〇
〇
〇
貫
目
の
間
を
推
移
し
て
い
る
。
天
明
八
年
の
仕
入
額
激
減
は
同
年
に
発
生
し
た
天
明
大
火
に
よ
る

京
本
店
罹
災
に
よ
る
。

次
に
京
本
店
取
扱
い
品
の
う
ち
、
主
要
な
五
品
目
の
仕
入
額
を
第

2図
に
ま
と
め
て
み
た
。

絹
加

賀
・

丹
後

国
買
こ
れ
は
加
賀
・
丹
後
等
か
ら
仕
入
れ
て
い
る
地
方
絹
で
あ
る
。
京
本
店
の
仕
入
額
全
体
の
内
、
三
割
か
ら
五
割
を
占

め
る
主
力
商
品
で
あ
っ
た
。
全
体
の
仕
入
額
同
様
、
天
明
大
火
で
仕
入
額
が
大
き
く
落
ち
込
み
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に
は
二
四
〇
〇

貫
目
余
り
と
な
っ
て
い
る
。

上
之

店
買
三
井
越
後
屋
の
仕
入
・
集
荷
部
門
で
あ
る
上
之
店
か
ら
の
仕
入
額
は
、
絹
加
賀
・
丹
後
国
買
に
次
ぎ
、
全
仕
入
額
の
一
割
か
ら

二
割
を
占
め
て
い
る
。
上
之
店
は
特
に
西
陣
な
ど
京
都
近
辺
で
織
り
出
す
絹
織
物
を
仕
入
れ
、
京
本
店
に
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
京
都
の

天
明
大
火
以
降
、
仕
入
額
が
漸
減
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
に

�糸
類
の
減
少
が
著
し
く
、
西
陣
で
の

�糸
類
の
生
産
そ
の
も
の
の
後
退
も

背
景
に
あ
る
と
い
う
（
２
）。

今
織

帯
今
織
と
は
京
都
の
西
陣
で
織
り
出
し
、
帯
地
な
ど
に
用
い
る
金
襴
、
七
糸
鍛
な
ど
の
高
級
織
物
で
あ
る
。
仕
入
額
は
五
〇
〇
～
一

〇
〇
〇
貫
目
で
安
定
的
に
推
移
し
て
お
り
、
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）、
文
化
七
（
一
八
一
〇
）・
同
八
年
に
は
一
〇
〇
〇
貫
目
を
越
え
る
。

天
明
大
火
で
一
時
的
に
仕
入
額
が
減
る
も
の
の
、
大
火
以
降
漸
増
し
、
文
政
年
間
が
仕
入
の
最
盛
期
と
な
っ
て
い
る
。
町
人
生
活
の
奢
侈
化

を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
の
商
品
と
は
違
う
特
徴
的
な
仕
入
額
の
動
き
を
み
せ
る
商
品
で
あ
る
。

奈
良

・
近

江
奈
良
晒
・
近
江
晒
な
ど
の
麻
布
類
で
、
特
に
奈
良
晒
は
高
級
品
で
あ
っ
た
。
仕
入
額
は
他
の
品
目
に
比
し
て
高
い
位
置
で
推

移
し
て
い
た
も
の
の
、
天
明
大
火
以
降
の
寛
政
年
間
に
な
る
と
仕
入
額
が
減
少
し
て
い
く
品
目
で
あ
る
。
奈
良
晒
の
生
産
は
享
保
年
間
を
ピ

ー
ク
に
他
所
布
の
台
頭
や
庶
民
需
要
に
対
応
し
た
晒
生
産
の
転
換
に
遅
れ
た
結
果
、
徐
々
に
衰
退
し
た
と
さ
れ
て
お
り
（
３
）、
京
本
店
で
も
需
要

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）
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第
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図
京
本
店
の
商
品
仕
入
額

出
所
）
「
京
本
店
目
録
吟
味
寄
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本

847・
848）「

店
々
目
録
吟
味
寄
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
85
1～

868）。
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第
2
図
京
本
店
主
要
五
品
目
の
仕
入
額

出
所
）
「
京
本
店
目
録
吟
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（
三
井
文
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史
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本
85
1～
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の
低
下
し
た
製
品
の
仕
入
額
を
減
ら
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

嶋
木

綿
嶋
木
綿
（
縞
木
綿
）
と
は
縞
模
様
を
織
り
出
し
た
綿
織
物
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
京
本
店
が
西
日
本
各
地
域
か
ら
仕
入
れ
て
い
る

木
綿
類
全
般
を
指
す
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
伯
州
木
綿
は
染
色
し
な
い
木
綿
糸
で
織
っ
た
白
木
綿
で
あ
る
が
、
京
本
店
の
商
品
区
分
で
は
白

木
綿
と
い
う
項
目
が
な
い
こ
と
か
ら
、
嶋
木
綿
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
と
も
と
は
西
陣
で
織
ら
れ
る
嶋
木
綿
が
仕
入
の

中
心
で
あ
っ
た
。
天
明
年
間
か
ら
仕
入
額
が
増
加
し
、
天
明
八
年
の
仕
入
額
減
少
は
あ
る
も
の
の
翌
年
に
は
す
ぐ
に
戻
り
、
他
製
品
の
仕
入

不
振
も
相
ま
っ
て
仕
入
額
上
位
三
位
に
入
る
年
も
あ
っ
た
。
ま
た
文
政
年
間
に
落
ち
込
む
も
の
の
、
天
保
年
間
が
嶋
木
綿
仕
入
の
ピ
ー
ク
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
仕
入
額
の
動
き
は
、
本
稿
で
検
討
し
て
い
く
よ
う
に
、
天
明
期
に
伯
州
木
綿
、
寛
政
年
間
に
雲
州
木
綿
の
仕
入
を

開
始
し
、
そ
の
後
仕
入
活
動
を
活
発
に
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
呉
服
店
で
あ
る
三
井
越
後
屋
に
お
い
て
、
絹
織
物
の
仕
入
が
主
要

で
は
あ
り
な
が
ら
、
京
本
店
が
仕
入
れ
る
嶋
木
綿
の
仕
入
額
の
上
昇
は
、
京
本
店
が
江
戸
・
大
坂
な
ど
巨
大
人
口
の
日
常
衣
料
・
庶
民
衣
料

の
中
心
で
あ
る
木
綿
の
供
給
拠
点
だ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

2

京
本

店
の

嶋
木

綿
仕

入
に

対
す

る
伯

州
・

雲
州

木
綿

仕
入

の
割

合

次
に
京
本
店
が
仕
入
れ
る
嶋
木
綿
の
中
で
伯
州
・
雲
州
木
綿
の
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
「
木
綿
方
目
録
集
（
４
）」
に
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
秋
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
春
ま
で
の
伯
州
・
雲
州
木
綿
の
仕
入
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
（
伯
州
木
綿
は
天
明
二
年
よ

り
取
引
を
始
め
る
が
、
天
明
年
間
か
ら
寛
政
六
年
ま
で
の
記
録
は
無
い
）
。

第

1表
に
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
以
降
の
伯
州
雲
州
木
綿
の

仕
入
額
合
計
と
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
入
額
、
お
よ
び
京
本
店
全
体
の
仕
入
額
を
ま
と
め
た
。

第

1表
を
み
る
と
、
寛
政
七
年
は
伯
州
木
綿
一
三
八
貫
目
余
を
仕
入
れ
、
そ
の
後
数
字
が
伸
び
、
寛
政
十
年
に
は
四
六
〇
貫
目
余
に
達
し

て
い
る
。
寛
政
十
年
は
記
録
の
な
か
で
最
も
仕
入
額
が
大
き
い
。
そ
の
後
二
〇
〇
貫
目
か
ら
四
〇
〇
貫
目
の
間
で
推
移
す
る
が
、
文
政
二
年

8



（
一
八
一
九
）
か
ら
文
政
八
年
の
間
は
取
引
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
鳥
取
藩
が
木
綿
の
流
通
統
制
を
開
始
し
た
た
め
、
京
本
店
の
買

宿
を
経
由
し
た
仕
入
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
文
政
六
年
に
鳥
取
藩
の
流
通
統
制
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
仕
入
を
再
開
し
て
二
〇
〇

貫
目
か
ら
三
〇
〇
貫
目
の
間
で
推
移
す
る
も
の
の
、
嘉
永
期
以
降
は
二
〇
〇
貫
目
を
割
り
込
む
よ
う
に
な
る
。
記
録
に
残
っ
て
い
る
数
字
全

体
の
平
均
仕
入
額
は
二
一
九
貫
目
余
り
で
あ
る
。

雲
州
木
綿
は
伯
州
木
綿
よ
り
も
取
引
開
始
は
遅
れ
る
。
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
買
宿
を
置
い
て
仕
入
を
始
め
る
。
京
本
店
に
お
い

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）
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第1表 雲伯木綿仕入額と京本店木綿嶋仕入額 （単位 貫）

雲伯木綿
合計

内 訳
京本店の木
綿嶋仕入額

嶋木綿に
対する雲
伯木綿の
割合

伯 州
木 綿

雲 州
木 綿

寛政7年 138.182 138.182 0 833.684 17％

寛政8年 261.977 261.977 0 856.527 31％

寛政9年 399.755 399.755 0 969.882 41％

寛政10年 460.891 460.891 0 1,017.319 45％

寛政11年 286.219 286.219 0 770.464 37％

寛政12年 383.566 383.566 0 925.100 41％

享和元年 307.488 218.456 89.032 711.279 43％

享和2年 364.793 305.852 58.940 764.568 48％

享和3年 449.533 335.907 113.626 925.338 49％

文化元年 445.007 308.862 136.146 873.069 51％

文化2年 391.102 311.216 79.886 875.990 45％

文化3年 405.753 307.933 97.820 860.754 47％

文化4年 302.693 289.094 13.599 868.494 35％

文化5年 297.975 263.426 34.548 1,044.156 29％

文化6年 360.562 252.881 107.681 797.246 45％

文化7年 446.566 277.595 168.971 808.136 55％

文化8年 402.917 233.316 169.602 810.130 50％

文化9年 371.568 224.505 147.063 870.873 43％

文化10年 499.036 412.873 86.163 925.554 54％

文化11年 402.975 325.462 77.513 902.949 45％

文化12年 376.321 283.518 92.803 1,015.336 37％

文化13年 448.167 363.947 84.220 945.554 47％

文化14年 287.913 216.275 71.638 634.821 45％

文政元年 338.088 261.336 76.752 712.371 47％

文政2年 86.892 0 86.892 471.815 18％

文政3年 87.971 0 87.971 680.776 13％

文政4年 208.886 0 208.886 640.869 33％

文政5年 268.999 0 268.999 655.416 41％

文政6年 250.338 0 250.338 614.371 41％

文政7年 376.407 0 376.407 789.794 48％

文政8年 286.205 0 286.205 822.974 35％

文政9年 408.775 86.298 322.478 943.813 43％

文政10年 540.269 250.738 289.531 1,053.513 51％

文政11年 550.565 286.527 264.039 1,029.561 53％

文政12年 459.608 205.102 254.506 931.799 49％

天保元年 540.747 193.554 347.193 965.452 56％

天保2年 587.119 197.679 389.440 1,138.087 52％

天保3年 442.748 168.925 273.823 1,033.414 43％

天保4年 482.324 281.627 200.697 951.334 51％

天保5年 471.916 241.115 230.801 877.699 54％

天保6年 575.083 283.228 291.855 1,170.422 49％



て
仕
入
額
が
記
載
さ
れ
る
の
は
翌
年
の
享
和
元
年
か
ら
で
あ
る
。
文
政
年
間
ま
で
は
二
〇
〇
貫
目
に
届
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
前
記
の
と

お
り
藩
の
流
通
統
制
に
よ
っ
て
伯
州
木
綿
の
仕
入
が
停
止
す
る
と
、
代
替
と
し
て
雲
州
木
綿
の
仕
入
額
が
急
激
に
伸
び
、
文
政
七
年
（
一
八

二
四
）
に
は
三
七
六
貫
目
余
に
達
す
る
。
伯
州
木
綿
の
仕
入
が
再
開
し
て
も
雲
州
木
綿
の
仕
入
額
が
減
少
す
る
こ
と
は
な
い
。
幕
末
期
に
い

た
る
と
雲
州
木
綿
の
仕
入
額
も
減
少
し
て
い
く
が
、
伯
州
木
綿
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
。
記
録
に
残
っ
て
い
る
数
字
全
体
の
平
均
仕
入
額
は
二

〇
〇
貫
四
二
八
匁
余
で
あ
る
。
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雲伯木綿
合計

内 訳
京本店の木
綿嶋仕入額

嶋木綿に
対する雲
伯木綿の
割合

伯 州
木 綿

雲 州
木 綿

天保7年 676.180 255.463 420.718 1,396.292 48％

天保8年 200.281 19.269 181.012 572.425 35％

天保9年 787.176 336.360 450.817 1,446.685 54％

天保10年 435.185 379.269 55.916 1,357.741 32％

天保11年 672.851 360.093 312.758 1,437.301 47％

天保12年 767.076 392.556 374.520 1,611.074 48％

天保13年 482.959 314.754 168.206 1,169.822 41％

天保14年 742.946 446.140 296.806 1,310.419 57％

弘化元年 172.344 124.020 48.324 1,238.388 14％

弘化2年 518.996 286.016 232.979 1,006.534 52％

弘化3年 525.232 239.107 286.125 812.235 65％

弘化4年 597.757 335.020 262.737 1,078.977 55％

嘉永元年 493.197 313.111 180.086 826.916 60％

嘉永2年 297.325 186.797 110.528 765.948 39％

嘉永3年 483.961 271.389 212.572 1,117.731 43％

嘉永4年 279.763 116.982 162.781 582.743 48％

嘉永5年 470.918 169.562 301.356 744.736 63％

嘉永6年 230.111 162.368 67.744 610.153 38％

安政元年 198.481 62.508 135.972 445.452 45％

安政2年 190.711 93.979 96.732 487.209 39％

安政3年 383.820 114.364 269.456 709.379 54％

安政4年 361.308 147.329 213.979 774.764 47％

安政5年 281.173 149.815 131.358 546.385 51％

安政6年 208.524 96.002 112.522 472.160 44％

万延元年 225.797 82.578 143.219 400.252 56％

文久元年 323.050 88.194 234.856 693.795 47％

文久2年 436.740 194.194 242.546 1,126.003 39％

文久3年 407.672 152.620 255.052 1,058.136 39％

元治元年 731.609 216.247 515.362 1,037.369 71％

慶応元年 511.060 179.779 331.281 894.806 57％

慶応2年 611.826 328.079 283.747 1,065.700 57％

慶応3年 280.457 80.511 199.945 932.026 30％

合 計 29,440.377 65,220.254 45％

出所）「京本店目録吟味寄」（三井文庫所蔵史料 本847・848）、「店々目

録吟味寄」（三井文庫所蔵史料 別851～別868）、「木綿方目録集」

（三井文庫所蔵史料 本679・670）。



次
に
、
京
本
店
の
嶋
木
綿
全
体
の
仕
入
額
に
し
め
る
雲
伯
木
綿
の
割
合
を
み
て
み
よ
う
（
５
）。
雲
伯
木
綿
の
割
合
が
最
も
大
き
い
の
は
弘
化
三

年
（
一
八
四
六
）
の
六
五
％
で
あ
る
。
ま
た
最
小
は
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
の
一
三
％
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鳥
取
藩
の
流
通
統
制
に
よ
り
、

伯
州
木
綿
の
仕
入
額
が
大
幅
に
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
年
に
は
雲
州
単
独
で
三
三
％
の
仕
入
を
確
保
し
、
文
政
七
年
に
は
京

本
店
の
仕
入
額
の
四
八
％
を
雲
州
木
綿
単
独
で
占
め
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
期
に
雲
州
木
綿
の
仕
入
を
強
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

寛
政
七
年
か
ら
慶
応
三
年
ま
で
の
仕
入
額
を
平
均
す
る
と
四
五
％
で
、
京
本
店
で
仕
入
れ
る
木
綿
の
四
～
五
割
を
雲
伯
木
綿
で
占
め
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
天
明
年
間
以
降
の
京
本
店
の
取
り
扱
う
木
綿
製
品
の
な
か
で
雲
伯
木
綿
が
主
要
商
品
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て

い
る
。

（

1）
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
二
八
四
～
二
九
三
頁
、
三
八
七
頁
。

（

2）
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
三
八
八
～
三
八
九
頁
。

（

3）
木
村
博
一
「
奈
良
晒
」（
『
日
本
産
業
史
大
系
』

6、
近
畿
地
方

�、
一
九
六
〇
年
、
一
〇
一
～
一
〇
三
頁
）。

（

4）
「
木
綿
方
目
録
集
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
八
六
九
・
八
七
〇
）
。

（

5）
京
本
店
の
仕
入
れ
て
い
た
木
綿
で
仕
入
額
を
確
定
で
き
る
の
は
管
見
の
限
り
伯
州
・
雲
州
木
綿
の
み
だ
が
、
京
本
店
で
は
京
都
の
桟
留
嶋
、

大
和
・
近
江
の
嶋
木
綿
な
ど
も
仕
入
れ
て
い
た
（「

�木綿
類
直
段
書
上
控

�」三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
六
七
四

�一
一
）。

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）
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二
伯
州
木
綿
仕
入
の
開
始

1

三
井

越
後

屋
京

本
店

に
よ

る
伯

州
木

綿
の

仕
入

独
占

三
井
越
後
屋
京
本
店
で
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
よ
り
伯
州
木
綿
の
仕
入
を
開
始
し
て
い
る
。

［
史
料
一
（
１
）］

覚

一
伯
州
木
綿
買
方
之
儀
者
天
明
二
寅
年
よ
り
買
始
、
外
ニ
余
り
買
人
茂
無
之
手
前
江
重
ニ
買
入
、
且
者
ひ
ろ
い
買
之
事
故
尾
州
三
州
木

面
よ
り
格
好
能
候
ニ
付
、
追
々
大
数
相
捌
候
、
全
体
木
面
る
い
者
目
近
き
物
ニ
候
得
者
、
買
方
役
之
者
第
一
打
入
り
勘
弁
を
以
買
方

可
致
事

一
伯
州
木
面
買
方
之
義
、
外
店
向
或
者
商
人
衆
江
相
聞
候
而
者
手
前
買
方
之
妨
ニ
茂
可
相
成
哉
、
仍
而
名
目
尾
州
木
面
ト
唱
可
申
事

史
料
一
は
年
不
詳
な
が
ら
、
伯
州
に
向
け
て
出
立
す
る
伯
州
木
綿
買
方
役
に
示
し
た
注
意
事
項
で
あ
る
。
三
井
越
後
屋
の
伯
州
木
綿
仕
入

の
説
明
で
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
が
、
改
め
て
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
条
目
で
は
、
伯
州
木
綿
は
天
明
二
年
よ
り
買
い
始
め
た
こ

と
、
史
料
一
の
段
階
で
は
三
井
越
後
屋
以
外
に
直
仕
入
す
る
競
合
相
手
が
お
ら
ず
、
三
井
越
後
屋
が
ほ
ぼ
独
占
的
な
買
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
の
た
め
、
選
り
取
り
自
由
に
購
入
で
き
（「
ひ
ろ
い
買
」）、
尾
州
木
綿
・
三
州
木
綿
よ
り
も
割
安
の
品
な
の
で
（「
格
好
能
」）、
今
後
は
大

量
に
仕
入
れ
た
ら
大
量
に
売
り
捌
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
買
方
役
を
命
じ
ら
れ
た
者
は
、
木
綿
類
が
ど
こ
に
で
も
あ

12



る
日
常
衣
料
素
材
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
わ
き
ま
え
て
、
品
質
を
見
極
め
る
こ
と
を
第
一
に
心
が
け
て
仕
入
れ
る
こ
と
、
が
示
さ
れ
て
い
る
。

二
条
目
で
は
、
伯
州
木
綿
の
独
占
仕
入
維
持
の
た
め
、
京
都
の
競
合
相
手
や
木
綿
商
人
に
気
付
か
れ
な
い
よ
う
に
、
買
方
役
は
出
立
・
入
京

に
あ
た
っ
て
尾
州
木
綿
の
仕
入
と
偽
称
す
る
こ
と
、
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
天
明
年
間
の
三
井
越
後
屋
は
競
合
相
手
の
無
い
独
占
状
態
の
も
と
で
低
価
格
の
伯
州
木
綿
を
大
量
に
仕
入
れ
、
薄
利
多
売

に
よ
る
利
益
を
上
げ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

2

天
明

二
年

の
気

候
不

順
に

よ
る

木
綿

価
格

高
騰

と
伯

州
木

綿
仕

入
開

始

と
こ
ろ
で
、
天
明
二
年
は
前
年
以
来
の
天
候
不
順
に
よ
り
全
国
的
に
不
作
が
続
き
諸
物
価
が
高
騰
し
て
い
た
。
木
綿
も
同
様
で
あ
り
、
同

年
十
月
に
は
綿
不
作
や
木
綿
入
手
困
難
の
状
況
が
深
刻
化
し
て
い
た
。
京
本
店
に
は
各
地
の
木
綿
不
作
状
況
の
報
告
が
届
き
、
江
戸
か
ら
も

廉
価
商
品
の
送
付
の
要
請
が
届
く
有
様
だ
っ
た
。
そ
の
と
き
、
伯
州
木
綿
の
情
報
が
京
本
店
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

［
史
料
二
（
２
）］

一
当
秋
諸
方
綿
不
作
ニ
付
相
場
甚
高
直
、
尾
州
・
三
河
辺
ハ
皆
無
同
前
ニ
而
、
木
綿
抔
者
売
当
難
合
有
之
、
依
而
向
店
よ
り
当
地
筋
、

若
下
直
之
品
も
無
之
哉
、
相
調
申
度
申
来
候
、
尤
大
和
・
河
内
迚
も
半
作

�も
無
之
、
当
地
迚
も
繰
綿
・
木
綿
等
も
高
直
ニ
有
之
候
、

右
之
仕
儀
故
其
向
ニ
難
相
成
、
万
一
伯
州
辺
当
地
辺
之
響
も
無
之
も
の
ニ
而
も
有
之
間
敷
、
早
秋
登
り
木
綿
も
左
程
ニ
も
無
之
、
其

上
紙
屋
佐
兵
衛
と
申
方
よ
り
綿
之
様
子
も
申
来
、
先
々
下
直
之
方
ニ
付
中
西
宇
右
衛
門
、
村
上
源
七
、
供
付
壱
人
相
別
昨
夜
船
罷
下

申
候
、
弥
下
直
ニ
候
ハ
ヽ
源
七
残
置
相
調
候
工
面
之
積
ニ
有
之
候
事

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）
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史
料
二
は
京
本
店
の
業
務
日
誌
で
あ
る
「
永
書
」
の
天
明
二
年
十
月
四
日
条
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
明
二
年
秋
は
各
地
の

綿
が
不
作
で
相
場
も
高
騰
し
て
い
た
。
尾
張
・
三
河
で
は
壊
滅
状
態
で
、
仕
入
先
と
の
間
で
希
望
価
格
が
折
り
合
わ
ず
、
江
戸
向
店
で
は
品

不
足
に
陥
り
、
京
本
店
に
対
し
て
京
都
の
相
場
で
安
価
な
木
綿
が
あ
れ
ば
調
達
し
た
い
と
打
診
し
て
き
た
。
独
自
の
仕
入
ル
ー
ト
を
持
っ
て

い
た
江
戸
向
店
で
も
品
不
足
で
仕
入
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
京
本
店
で
は
、
実
綿
は
大
和
・
河
内
で
も
例
年
の
半
作
以
下

で
、
京
の
繰
綿
・
木
綿
価
格
も
高
騰
し
、
江
戸
向
店
の
要
請
に
た
だ
ち
に
は
応
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
京
本
店
で
は
、
万
に
一
つ
も

伯
州
木
綿
が
京
周
辺
の
相
場
の
影
響
を
ま
っ
た
く
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
早
秋
に
京
に
届
い
て
市
場
に
出
て
い
る

伯
州
木
綿
の
価
格
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
く
、
ま
た
紙
屋
佐
兵
衛
と
い
う
者
が
報
告
し
て
き
た
伯
州
方
面
の
綿
の
作
柄
か
ら
、
伯
州
で
の
木

綿
価
格
は
ま
ず
ま
ず
安
値
の
部
類
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
京
本
店
は
、
中
西
宇
右
衛
門
・
村
上
源
七
の
二
人
の
手
代
を
伯
州
に
向
け

て
市
場
リ
サ
ー
チ
の
た
め
船
で
出
立
さ
せ
た
。
実
際
に
安
値
で
あ
っ
た
な
ら
、
源
七
を
現
地
に
残
留
さ
せ
て
木
綿
を
調
達
さ
せ
る
予
定
で
あ

っ
た
。
二
人
が
十
月
三
日
夜
に
京
本
店
か
ら
出
立
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
京
本
店
の
日
記
「
名
代
云
送
聴
書
（
３
）」
天
明
二
年
十
月
三

日
条
に
「
中
西
宇
右
衛
門
・
井
上
源
七
義
、
伯
州
綿
木
綿
為
買
方
今
夜
船
大
坂
へ
向
ケ
罷
下
り
申
候
」
と
あ
り
、
市
場
リ
サ
ー
チ
と
い
う
よ

り
は
じ
め
か
ら
仕
入
れ
る
つ
も
り
で
派
遣
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
同
二
十
五
日
条
に
「
中
西
宇
右
衛
門
、
伯
州
表
よ
り
今
朝
五
ツ
時
帰
着

い
た
し
候
」
と
あ
り
、
派
遣
さ
れ
た
手
代
の
う
ち
宇
右
衛
門
は
二
十
五
日
朝
に
は
京
本
店
に
帰
着
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
京

�伯
州
間
の
移
動
に
は
何
日
要
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
、
買
方
役
経
験
者
の
中
原
勘
兵
衛
が
伯

州
で
発
生
し
た
問
題
解
決
に
派
遣
さ
れ
た
際
の
往
復
路
の
支
出
書
付
が
残
っ
て
い
る
（
４
）。
勘
兵
衛
は
、
伯
州
赤
碕
か
ら
帰
京
す
る
際
、
鳥
取
を

経
由
し
、
因
幡
街
道
を
南
下
し
て
姫
路
ま
で
出
、
そ
の
後
陸
路
で
尼
崎
ま
で
東
進
し
、
そ
こ
か
ら
船
で
大
坂
に
戻
り
、
さ
ら
に
夜
船
で
京
に

戻
っ
て
い
る
。
移
動
に
要
し
た
日
数
（
同
じ
場
所
で
の

連
泊
日
を
除
く
）
は
九
日
で
あ
っ
た
。
同
時
期
に
買
方
役
と
し
て
伯
州
に
赴
い
て
い

た
上
原
政
次
郎
は
鳥
取

�京
間
の
行

程
を
同
じ
ル
ー
ト
を
六
日
で
戻
っ
て
い
る
（

５
）。
移
動
速

度
は
時
々
の

情
勢
に
よ
っ
て
緩

急
は
あ
っ
た
で
あ
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ろ
う
が
、
買
方
役
は
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
通
っ
て
京

�伯
州
間
を
往
復
し
た
と
考
え
ら
れ
、
宇
右
衛
門
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

す
る
と
宇
右
衛
門
が
伯
州
で
活
動
し
た
の
は
短
く
て
四
日
程
度
、
長
け
れ
ば
一
〇
日
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
彼
の
任
務
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
よ
う
に
、
仕
入
「
仕
法
」
に
つ
い
て
史
料
中
に
み
え
る
紙
屋
佐
兵
衛
と
の
間
で
合
意
し
誓
紙
を
出
さ
せ
、
そ
れ
を
持
っ
て
帰
京
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
紙
屋
佐
兵
衛
と
は
、
伯
州
八
橋
郡
赤
碕
村
の
西
紙
屋
佐
兵
衛
と
い
う
木
綿
・
紅
花
を
扱
う
商
人
で
あ
り
、
次
節
で
詳
論
す

る
よ
う
に
、
京
本
店
か
ら
伯
州
木
綿
仕
入
の
買
宿
に
指
名
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

翌
年
六
月
九
日
条
に
は
「
井
上
源
七
、
伯
耆
綿
木
綿
為
買
方
去
十
月
よ
り
罷
下
り
居
候
処
、
工
面
克
相
片
附
、
今
日
八
ツ
時
京
着
致
候
」

と
あ
る
。
史
料
二
で
計
画
さ
れ
て
い
た
と
お
り
、
も
う
一
人
の
手
代
源
七
は
翌
年
の
六
月
は
じ
め
ま
で
の
七
ヶ
月
半
ほ
ど
伯
州
に

�留
し
て
、

伯
州
木
綿
の
仕
入
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伯
州
木
綿
の
安
価
仕
入
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
伯
州
の
木
綿
織

出
は
二
月
か
ら
三
月
が
ピ
ー
ク
で
、
五
月
頃
か
ら
減
少
し
、
九
月
に
は
「
秋
仕
舞
真
最
中
ニ
而
織
出
な
し
」
と
い
う
状
態
に
な
る
。
こ
の
期

間
は
繰
綿
の
調
達
を
行
う
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
源
七
は
織
出
数
の
減
少
す
る
端
境
期
に
帰
着
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
天
明
二
年
十
月
、
高
値
・
品
不
足
と
い
う
木
綿
調
達
の
危
機
に
直
面
し
た
三
井
越
後
屋
京
本
店
は
、
手
代
を
派
遣
し
、
新
た
な

仕
入
先
と
し
て
伯
州
木
綿
の
開
拓
に
乗
り
出
し
た
。
伯
州
木
綿
は
、
わ
ず
か
な
が
ら
天
明
以
前
に
も
京
市
場
に
出
回
っ
て
い
た
。
三
井
越
後

屋
は
、
そ
れ
ま
で
他
店
の
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
低
廉
な
伯
州
木
綿
に
目
を
つ
け
、
伯
州
木
綿
の
独
占
的
仕
入
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

3

西
紙

屋
佐

兵
衛

の
買

宿
指

定

伯
州
木
綿
の
仕
入
に
あ
た
っ
て
は
、
京
本
店
に
伯
州
木
綿
の
作
柄
情
報
を
も
た
ら
し
た
西
紙
屋
佐
兵
衛
を
買
宿
に
指
定
し
て
仕
入
・
集
荷
・

輸
送
を
行
わ
せ
た
。

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）
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［
史
料
三
（
６
）］

一
伯
州
西
紙
屋
佐
兵
衛
儀
、
元
来
於
国
方
大
坂
店
よ
り
呉
服
物
少
々
宛
引
受
致
商
売
、
彼
地
よ
り
も
紅
花
抔
大
坂
江
持
登
相
捌
被
致
渡

世
候
、
然
ニ
安
永
九
子
年
大
坂
店
江
紅
花
持
登
入
用
無
之
、
店
表
よ
り
添
状
を
以
右
之
趣
申
来
り
、
始
而
紅
店
へ
引
合
出
入
相
願
、

翌
丑
年
紅
店
よ
り
買
方
ニ
罷
下
、
三
拾
駄
斗
相
調
候
処
格
好
も
宜
ニ
付
、
追
々
買
次
為
致
候
、
然
処
彼
地
綿
所
ニ
而
木
綿
大
数
織
出

候
由
紅
店
買
方
之
者
よ
り
承
知
之
、
天
明
二
年
卯
十
月
始
而
中
西
宇
右
衛
門
・
井
上
源
七
買
方
ニ
罷
下
、
何
角
仕
法
相
立
買
宿
申
付

候

史
料
三
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
に
西
紙
屋
が
作
成
し
た
大
借
銀
の
始
末
書
の
一
部
で
あ
り
（
西
紙
屋
の
借
銀
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め

て
検
討
す
る
）
、
自
家
が
京
本
店
の
木
綿
買
宿
に
な
っ
た
経
緯
を
述
べ
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
西
紙
屋
佐
兵
衛
は
も
と
も
と
三

井
越
後
屋
の
大
坂
本
店
か
ら
少
量
ず
つ
呉
服
物
を
引
き
受
け
て
伯
州
で
販
売
し
、
ま
た
、
伯
州
の
紅
花
類
を
大
坂
に
持
ち
込
ん
で
販
売
し
大

坂
本
店
に
も
納
品
す
る
伯
州
商
人
で
あ
っ
た
。
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
大
坂
本
店
が
佐
兵
衛
と
の
紅
花
取
引
を
停
止
し
た
さ
い
、
大
坂

店
の
口
添
え
で
京
紅
店
（
三
井
越
後
屋
の
紅
染
の
加
工
部
門
）
へ
の
紅
花
納
入
を
願
い
出
て
、
翌
天
明
元
年
、
京
紅
店
か
ら
佐
兵
衛
に
三
〇

駄
ほ
ど
納
品
さ
せ
た
と
こ
ろ
品
質
・
価
格
も
適
切
だ
っ
た
の
で
、
引
き
続
き
佐
兵
衛
に
紅
花
の
「
買
次
」
（
都
市
の
問
屋
な
ど
か
ら
の
注
文

を
受
け
て
商
品
を
集
荷
・
送
付
す
る
仕
入
問
屋
）
を
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
京
本
店
は
、
伯
州
が
綿
作
地
帯
で
木
綿
織
が
盛

ん
で
あ
る
と
い
う
情
報
を
紅
店
の
買
方
か
ら
聞
き
つ
け
（
こ
の
な
か
に
史
料
二
に
み
え
る
佐
兵
衛
か
ら
の
作
柄
好
調
と
い
う
的
確
な
情
報
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
）
、
天
明
二
年
十
月
に
京
本
店
か
ら
は
じ
め
て
中
西
宇
右
衛
門
・
井
上
源
七
が
佐
兵
衛
宅
を
訪
れ
、
宇
右
衛
門
・
源
七
と

佐
兵
衛
は
木
綿
仕
入
方
法
を
取
り
決
め
て
伯
州
木
綿
を
買
い
集
め
る
「
買
宿
」
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
西
紙
屋
佐
兵
衛
は
、

元
来
、
京

�伯
州
間
を
往
還
し
大
坂
本
店
か
ら
呉
服
を
仕
入
れ
、
大
坂
本
店
に
紅
花
を
納
め
る
商
人
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
京
紅
店
に
紅
花
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を
納
入
す
る
買
次
と
な
り
、
さ
ら
に
天
明
二
年
の
木
綿
高
騰
を
機
に
京
本
店
が
伯
州
木
綿
の
独
占
仕
入
に
乗
り
出
す
に
あ
た
っ
て
、
伯
州
木

綿
の
仕
入
を
一
手
に
引
き
受
け
、
京
本
店
に
納
入
す
る
買
宿
を
請
け
負
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

4

買
宿

請
負

規
約

と
遵

守
誓

約

西
紙
屋
佐
兵
衛
が
買
宿
を
請
け
負
う
に
あ
た
り
、
三
井
越
後
屋
は
伯
州
木
綿
仕
入
に
関
す
る
買
宿
と
買
方
役
と
の
関
係
に
つ
い
て
定
め
た
。

［
史
料
四
（
７
）］

被
仰
渡
候
覚

一
此
度
綿
木
綿
御
買
宿
被
仰
付
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
上
ハ
御
店
御
家
法
有
之
候
事
故
、
一
々
被
仰
付
候
趣
違
背
仕
間
敷
事

一
金
銀
御
買
方
役
人
様
御
持
下
被
成
候
時
ハ
、
私
方
江
預
り
置
、
則
金
銀
預
り
帳
へ
印
形
い
た
し
、
扨
金
銀
出
入
之
節
ハ
、
夫
々
御
答

申
致
出
入
、
御
勘
定
仕
立
可
申
事

一
御
買
方
役
人
様
御
下
不
被
成
、
御
買
金
御
送
り
被
下
候
儀
、
新
規
私
方
、
殊
ニ
ハ
御
店
御
家
法
も
有
之
儀
ゆ
へ
、
慥
成
一
札
差
上
可

申
旨
、
御
尤
承
知
仕
候
、
則
一
札
差
上
候
事

一
御
買
宿
被
仰
付
候
事
故
、
御
定
之
口
儀
（
銭
）被
仰
付
、
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
然
上
ハ
誠
ニ
於
御
買
方
、
聊
ニ
て
も
私
欲
ヶ
間
敷
儀
致
間

敷
事

一
御
買
方
役
人
様
御
下
り
被
成
候
時
ハ
、
朝
夕
之
御
食
物
家
内
同
様
ニ
い
た
し
、
右
ニ
て
も
馳
走
ヶ
間
敷
儀
致
申
間
敷
候
、
且
国
所
之

法
度
為
相
守
可
申
事

右
之
趣
逐
一
奉
畏
候
、
私
義
ハ
勿
論
子
孫
永
々
疾
与
為
相
守
大
切
相
勤
可
申
候
、
仍
而
御
請
如
件

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）
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寅
十

天
明
二
年月

日
紙

伯
州
赤
崎
御
宿

屋
佐
兵
衛
（
印
）

御
支

京
三
井
御
本
店配
人
中
様

御
大
坂
御
同支
配
人
中
様

一
此
度
中
西
宇
右
衛
門
罷
下
、
右
一
件
致
示
合
、
則
本
書
印
形
取
之
持
登
申
候
、
然
者
已
後
右
書
附
之
趣
無
相
違
実
心
ニ
相
心
得
可
被

申
候
、
且
買
方
ニ
下
候
者
江
、
猶
又
疾
与
御
読
為
聞
、
諸
事
相
慎
候
様
御
示
談
可
被
遣
候
、
依
而
奥
書
如
件

中
京
本
店
支
配
人

西
宇
右
衛
門
（
印
）

史
料
四
は
、
買
宿
と
買
方
役
（
本
史
料
に
は
「
買
方
役
人
」
と
あ
る
が
、
本
稿
で
は
表
記
を
買
方
役
に
統
一
す
る
）
と
の
関
係
に
つ
い
て

定
め
た
規
約
で
あ
り
、
同
時
に
佐
兵
衛
が
買
宿
と
し
て
こ
の
規
約
を
遵
守
し
て
仕
入
業
務
に
精
勤
す
る
こ
と
を
、
京
本
店
・
大
坂
本
店
の
支

配
人
中
に
対
し
て
誓
約
し
た
誓
紙
で
あ
る
。
史
料
三
に
み
え
る
「
仕
法
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

奥
書
で
は
、
天
明
二
年
に
伯
州
に
下
向
し
た
京
本
店
支
配
人
西
宇
右
衛
門
が
、
買
宿
佐
兵
衛
の
印
形
を
取
っ
た
誓
紙
を
京
本
店
に
持
ち
帰

る
の
で
、
以
後
、
佐
兵
衛
は
こ
の
規
約
を
忠
実
に
遵
守
し
て
仕
入
業
務
を
行
う
こ
と
、
今
後
京
本
店
か
ら
新
た
な
買
方
役
が
来
着
し
た
場
合
、

佐
兵
衛
は
た
だ
ち
に
こ
の
規
約
を
読
み
聞
か
せ
、
両
者
で
よ
く
相
談
し
て
慎
重
に
仕
入
活
動
を
行
う
こ
と
を
、
佐
兵
衛
に
求
め
て
い
る
。

規
約
の
内
容
は
、
［
第
一
条
］
買
宿
を
引
き
受
け
た
か
ら
に
は
「
御
店
御
家
法
」
の
と
お
り
、
今
回
命
じ
ら
れ
た
規
約
に
絶
対
違
反
し
な

い
。
［
第
二
条
］
買
方
役
が
京
本
店
か
ら
金
銀
を
持
参
し
て
き
た
と
き
に
は
、
買
宿
佐
兵
衛
が
全
額
預
か
っ
て
金
銀
預
帳
に
記
帳
・
印
形
し
、

出
金
入
金
の
と
き
は
買
方
役
に
説
明
し
了
解
を
得
て
か
ら
出
納
し
、
記
帳
し
て
報
告
す
る
。
こ
の
場
合
、
木
綿
仕
入
織
元
や
仲
買
へ
の
支
払
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い
は
買
宿
が
行
う
が
、
仕
入
責
任
・
金
銀
出
納
責
任
は
買
方
役
に
あ
り
、
買
宿
は
仕
入
実
務
と
資
金
管
理
と
出
納
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
る
。［
第
三
条
］
買
方
役
が
下
向
せ
ず
資
金
が
佐
兵
衛
の
も
と
に
送
金
さ
れ
て
き
た
と
き
に
は
、「
御
店
御
家
法
」
の
と
お
り
、
佐
兵
衛
は

新
た
に
預
か
り
証
文
一
札
を
差
し
出
し
、
責
任
を
も
っ
て
そ
の
資
金
で
仕
入
れ
る
。
こ
の
場
合
、
仕
入
の
全
責
任
は
佐
兵
衛
に
任
せ
ら
れ
、

損
失
を
出
し
た
ら
買
宿
佐
兵
衛
が
弁
償
す
る
こ
と
に
な
る
。
七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
買
方
役
不
在
期
間
（
後
述
）
や
不
測
の
事
態
で
買
方
役

が
下
向
で
き
な
い
場
合
の
仕
入
資
金
送
金
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
［
第
四
条
］
買
宿
に
は
規
定
額
の
口
銭
を
支
払
う
の
で
あ
る
か

ら
、
仕
入
に
あ
た
っ
て
買
宿
佐
兵
衛
は
私
利
私
欲
に
走
る
こ
と
を
厳
禁
す
る
。
京
本
店
と
佐
兵
衛
と
の
関
係
は
、
口
銭
支
払
と
い
う
請
負
関

係
に
な
る
（
口
銭
の
支
払
い
基
準
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）。［
第
五
条
］
買
方
役
の
買
宿
滞
在
期
間
の
朝
夕
の
食
事
は
、
買
宿
佐
兵
衛
家
族

と
同
じ
に
す
る
こ
と
、
し
か
し
御
馳
走
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
買
方
役
に
伯
州
の
法
度
を
守
ら
せ
る
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。
後
掲
史

料
一
四
の
「
京
都
同
店
手
代
共
之
内
、
御
国
表
江
年
々
罷
下
赤
崎
村
西
紙
屋
佐
兵
衛
ニ
止
宿
仕
、
木
綿
類
買
入
仕
」
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、

買
方
役
は
八
ヶ
月
に
お
よ
ぶ
滞
在
期
間
中
、
西
紙
屋
佐
兵
衛
の
居
宅
に
止
宿
し
、
買
宿
佐
兵
衛
と
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
伯
州
各
地
に
赴
き
、

買
宿
佐
兵
衛
と
と
も
に
仕
入
を
行
っ
た
。
買
方
役
が
下
っ
た
際
に
接
待
を
禁
止
し
て
い
る
の
は
不
正
の
温
床
に
な
る
関
係
の
形
成
を
警
戒
し

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
買
方
役
に
国
法
を
守
ら
せ
る
こ
と
は
、
藩
や
在
方
商
人
・
職
人
の
「
信
用
」
獲
得
の
た
め
で
あ
り
、
無
用
の
ト
ラ
ブ

ル
を
引
き
起
こ
し
て
損
失
が
発
生
し
た
り
信
用
が
失
墜
し
た
り
す
る
こ
と
を
抑
制
す
る
た
め
で
あ
る
。

中
西
宇
右
衛
門
は
、
西
紙
屋
佐
兵
衛
と
の
間
で
こ
の
買
宿
請
負
規
約
（「
仕
法
」）
を
取
り
交
わ
し
遵
守
誓
約
さ
せ
、
そ
れ
を
携
え
て
、
十

月
二
十
五
日
朝
五
ツ
時
、
京
本
店
に
帰
着
し
た
の
で
あ
っ
た
。
宇
右
衛
門
の
任
務
は
、
佐
兵
衛
と
の
間
で
買
宿
契
約
を
取
り
交
わ
す
こ
と
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
規
約
は
、
伯
州
木
綿
仕
入
に
お
け
る
買
方
役
と
買
宿
の
お
お
ま
か
な
位
置
づ
け
と
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
と
く
に

仕
入
資
金
の
管
理
に
注
目
す
れ
ば
、
買
宿
は
買
方
役
赴
任
期
間
の
仕
入
実
務
・
資
金
保
管
・
出
納
記
帳
を
行
う
が
、
資
金
出
納
＝
仕
入
業
務

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）
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の
全
責
任
は
買
方
役
が
負
い
（
第
二
条
）
、
買
方
役
不
在
期
間
は
買
宿
が
資
金
出
納
・
仕
入
業
務
を
全

責
任
を
も
っ
て
請
け
負
う
（
第
三
条
）
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
買
方
役
・
買
宿
と
も

に
、
私
利
私
欲
を
排
除
し
京
本
店
の
手
足
と
な
っ
て
忠
実
に
任
務
を
遂
行
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
、
買
宿
に
対
す
る
「
御
店
御
家
法
」
遵
守
（
第
一
条
・
第
三
条
）
、
出
納
簿
へ
の
厳
正
記
帳

（
第
二
条
・
第
三
条
）
、
買
宿
の
買
方
役
へ
の
過
剰
接
待
厳
禁
（
第
五
条
）
、
買
宿
へ
の
口
銭
支
払
（
第

四
条
）
、
買
方
役
の
国
法
遵
守
（
第
五
条
）
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
御
店
御
家
法
」
は
、
「
家

法
式
目
（
８
）」
な
ど
の
式
目
・
規
則
類
と
思
わ
れ
、
西
紙
屋
の
家
法
遵
守
は
、
三
井
越
後
屋
の
提
示
す
る
買

宿
経
営
指
針
遵
守
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
（
９
）。

と
こ
ろ
で
、
買
宿
佐
兵
衛
が
京
本
店
の
木
綿
仕
入
を
引
き
受
け
て
得
る
利
益
は
、
規
約
上
は
仕
入
額

に
応
じ
た
口
銭
（
手
数
料
）
だ
け
で
あ
る
。
「
木
綿
口
銭
銀
高
ニ
イ
（
一
）

歩
（

�）」
「
綿
口
銭
紙
左
方
江
、
壱
本
ニ

付
イ
ゝ

（
一
匁
）遣
ス
」
と
あ
る
よ
う
に
、
買
宿
の
口
銭
は
木
綿
仕
入
額
の
一
％
と
繰
綿
一
本
（

�）に
つ
き
一
匁
で
あ

っ
た
（

�）。
第

2表
は
寛
政
元
年
か
ら
三
年
ま
で
の
口
銭
額
と
、
綿
世
話
料
（
繰
綿
口
銭
）
で
あ
る
。
わ
ず

か
三
年
間
の
金
額
だ
が
、
こ
こ
か
ら
買
宿
の
口
銭
収
入
に
つ
い
て
目
安
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
寛
政
元
年
が
二
貫
五
三
七
匁
余
、
同
二

年
が
一
貫
五
〇
九
匁
余
、
同
三
年
が
一
貫
三
五
一
匁
余
で
あ
る
。
同
時
期
の
伯
州
木
綿
仕
入
高
は
現
時
点
で
確
認
で
き
な
い
が
、
第

1表
の

寛
政
七
年
以
降
の
数
字
か
ら
類
推
す
る
と
、
こ
の
口
銭
額
も
仕
入
額
の
一
％
だ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
口
銭
額
が
買
宿
の
仕
入
業
務

に
み
あ
う
額
か
ど
う
か
は
、
に
わ
か
に
は
判
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
越
後
屋
京
本
店
か
ら
買
宿
に
指
名
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
信
用
や
、
三

井
越
後
屋
の
木
綿
仕
入
に
便
乗
し
た
個
人
経
営
、
三
井
越
後
屋
へ
の
積
登
せ
を
背
景
と
し
た
木
綿
改
役
へ
の
就
任
（
第
四
章
で
詳
述
）
な
ど
、

西
紙
屋
佐
兵
衛
に
と
っ
て
不
利
益
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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第2表 西紙屋の口銭と綿世話料 （単位 匁）

口 銭 綿世
話料
（綿本数） 合 計

春 秋

寛政元年 2,063.7 237.1 237（237本） 2,537.8

寛政2年 1,031.5 172.8 305（305本） 1,509.3

寛政3年 619.2 532.5 200（200本） 1,351.7

三ヶ年合計 5,398.8

三ヶ年平均 1,799.6

出所）「諸方借用銀覚」（三井文庫所蔵史料 本1474	45）。



5
買

宿
の

仕
入

活
動

（
一
）
仕
入
の
流
れ

京
本
店
の
伯
州
木
綿
仕
入
は
次
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず
京
本
店
は
、
江
戸
・
大
坂
の
店
舗
か
ら
上
が
っ
て
く
る
木
綿
製

品
注
文
数
を
集
計
し
、
過
去
二
年
分
の
平
均
値
を
取
り
、
在
庫
や
未
到
着
分
を
差
し
引
い
て
、
買
宿
へ
の
注
文
数
を
確
定
し
、
買
宿
に
木
綿

仕
入
数
を
発
注
す
る
（

�）。
京
本
店
か
ら
の
木
綿
注
文
を
受
け
た
買
宿
西
紙
屋
佐
兵
衛
は
、
鳥
取
藩
内
伯
州
で
木
綿
を
仕
入
れ
て
集
荷
し
、
京
本

店
に
送
荷
す
る
。

西
紙
屋
佐
兵
衛
の
仕
入
活
動
は
、
大
別
す
る
と
、
①
藩
内
仲
買
な
ど
か
ら
の
木
綿
仕
入
と
、
②
木
綿
生
産
者
に
繰
綿
・
織
機
を
供
給
し
て

木
綿
を
織
ら
せ
る
問
屋
制
家
内
工
業
に
よ
る
木
綿
仕
入
で
あ
り
、
特
に
②
に
関
連
し
て
、
生
産
者
に
派
遣
す
る
買
子
の
編
成
・
教
育
や
、
重

点
仕
入
地
域
の
商
人
を
指
名
し
て
木
綿
仕
入
を
行
わ
せ
る
代
買
の
編
成
も
買
宿
の
重
要
な
任
務
で
あ
っ
た
（

�）。

西
紙
屋
佐
兵
衛
の
行
っ
て
い
た
仕
入
活
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
買
方
役
と
の
関
係
に
留
意
し
な
が
ら
、
寛
政
四
年
（
一

七
九
二
）
に
発
覚
し
た
西
紙
屋
佐
兵
衛
借
銀
問
題
を
解
決
し
た
翌
年
に
京
本
店
が
定
め
た
買
宿
規
則
の
中
か
ら
み
て
み
た
い
。

（
二
）
木
綿
仲
買
か
ら
の
仕
入

前
述
の
①
藩
内
仲
買
な
ど
か
ら
の
木
綿
仕
入
の
場
合
、
以
下
の
四
つ
の
形
態
が
あ
っ
た
。

第
一
は
、
仲
買
の
店
舗
で
の
小
口
仕
入
（「
見
世
買
」）
で
あ
る
。
西
紙
屋
は
、
鳥
取
藩
内
の
仲
買
が
集
荷
し
た
木
綿
を
、
京
本
店
の
品
質

規
格
を
基
準
に
品
定
め
し
て
仕
入
れ
て
い
た
。
寛
政
五
年
の
買
宿
規
則
で
は
、
小
口
仕
入
に
つ
い
て
、
木
綿
の
規
格
を
確
認
し
た
上
で
値
組

に
取
り
か
か
る
こ
と
、
ど
れ
だ
け
忙
し
く
て
も
規
格
の
吟
味
は
必
ず
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
た
（
「
見
世
買
木
綿
丈
巾
改
直
組
ニ
掛
り
候
事
（

�）」

「
何
程
世
話
敷
候
と
も
、
丈
巾
急
度
吟
味
可
致
事
（

�）」
）
。
こ
の
よ
う
な
小
口
買
い
は
代
価
支
払
い
を
含
め
て
買
宿
佐
兵
衛
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
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と
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、
仲
買
か
ら
の
一
括
仕
入
（「
束
買
」）
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
西
紙
屋
に
仕
入
を
ま
か
せ
る
場
合
と
、
買
方
役
が
自
ら
出
向
い
て

行
く
場
合
が
あ
る
。
ま
と
め
買
い
（
束
買
）
で
は
サ
ン
プ
リ
ン
グ
し
た
木
綿
数
編
の
品
質
を
見
て
か
ら
価
格
を
決
め
る
こ
と
、
価
格
見
本
と

照
合
し
て
（
「
直
打
本
ニ
引
当
」
）
、
き
ち
ん
と
た
た
ん
で
形
を
と
と
の
え
た
上
で
（
能
々
ね
り
込
調
入
）
規
格
を
確
認
す
る
こ
と
（
「
束
買
木

綿
数
遍
直
打
致
能
見
わ
け
、
扨
直
打
本
ニ
引
当
能
々
ね
り
込
調
入
、
扨
丈
巾
相
改
可
申
事
（

�）」
）
。
ま
と
め
買
い
で
は
一
度
に
扱
う
木
綿
数
が
多

く
、
多
忙
な
際
は
「
さ
つ
と
見
」
て
調
達
す
る
た
め
吟
味
が
粗
雑
に
な
る
も
の
だ
が
、
規
格
の
確
認
は
必
ず
行
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
た

（「
束
買
之
義
故
大
数
在
之
、
世
話
敷
時
は
さ
つ
と
見
候
而
、
調
候
趣
粗
在
之
事
候
間
、
急
度
相
糺
調
入
可
申
候
（

�）」
）。

第
三
は
、
鳥
取
藩
内
の
米
子
や
汗
入
郡
の
木
綿
仲
買
が
在
方
か
ら
買
い
集
め
て
西
紙
屋
宅
に
持
ち
込
む
木
綿
を
仕
入
れ
る
形
態
で
あ
り

（「
米
子
辺
汗
入
郡
よ
り
紙
佐
殿
へ
持
参
り
候
小
商
人
在
方
買
集
木
綿
（

�）」）、
西
紙
屋
側
は
持
ち
込
ま
れ
た
こ
の
よ
う
な
木
綿
を
品
質
チ
ェ
ッ
ク

し
た
う
え
で
仕
入
れ
た
。

第
四
は
、
買
宿
が
買
方
役
を
案
内
し
て
木
綿
市
や
仲
買
の
も
と
を
訪
れ
、
買
方
役
主
導
で
行
う
大
口
の
仕
入
で
あ
る
。
第
四
の
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
は
次
章
で
詳
論
す
る
が
、
買
方
役
の
手
腕
が
発
揮
さ
れ
る
の
は
こ
の
と
き
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
西
紙
屋
佐
兵
衛
は
、
木
綿
仕
入
の
重
点
地
域
の
商
人
を
代
買
と
い
う
役
職
に
任
命
し
て
、
そ
の
地
域
の
木
綿
仕
入
に
あ
た
ら

せ
た
。
代
買
を
置
い
た
地
域
は
、
青
谷
（
青
屋
）、
国
信
、
倉
吉
で
あ
る
。
代
買
に
は
伯
州
青
谷
の
角
屋
直
三
郎
、
倉
吉
の
山
岡
屋
武
兵
衛
、

国
信
の
木
屋
彦
三
郎
を
任
命
し
て
仕
入
を
行
わ
せ
て
い
た
（

�）。
買
方
役
も
代
買
の
と
こ
ろ
を
訪
れ
、
活
動
状
況
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
以
上

の
よ
う
な
形
態
に
よ
り
、
西
紙
屋
佐
兵
衛
は
本
拠
地
で
あ
る
赤
碕
を
起
点
に
、
周
辺
地
域
で
の
木
綿
仕
入
を
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

史
料
四
と
あ
わ
せ
て
み
た
と
き
、
買
方
役
は
、
資
金
出
納
・
品
質
点
検
・
帳
簿
記
載
チ
ェ
ッ
ク
を
通
し
て
こ
れ
ら
の
仕
入
活
動
を
把
握
し

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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京
本
店
は
こ
れ
ら
の
形
態
で
の
仕
入
活
動
に
お
い
て
、
木
綿
の
品
質
面
、
と
り
わ
け
丈
・
幅
の
規
格
に
つ
い
て
、
三
都
で
要
求
さ
れ
る
水

準
を
満
た
す
も
の
を
仕
入
れ
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
要
求
し
て
い
る
。
京
本
店
は
価
格
見
本
を
提
供
し
、
丈
・
幅
と
品
質
を
西
紙
屋
・
買
方

役
に
見
極
め
さ
せ
て
木
綿
を
仕
入
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
結
果
、
次
第
に
因
州
・
伯
州
の
仲
買
の
側
で
も
京
本
店
の
要
求
す
る

木
綿
の
品
質
・
規
格
が
浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
年
不
詳
だ
が
、
雲
伯
木
綿
仕
入
心
得
に
、
「
木
面
買
入
之
内
、
地
風
あ
し
く
品
、
或
者
至
而
裾
ニ
而
処
為
登
ニ
相
成
か
た
く
品
者
、

買
元
値
段
ニ
而
紙
左
方
江
引
請
ニ
致
さ
せ
可
申
事
、
役
方
ニ
而
鳥
取
商
人
抔
へ
相
捌
候
（

�）」
と
さ
れ
て
い
る
。
仕
入
木
綿
の
う
ち
、
見
た
目
や

触
感
な
ど
の
風
味
（
風
合
）
が
悪
い
も
の
や
、
価
値
の
つ
け
ら
れ
な
い
下
等
品
で
積
み
登
せ
で
き
な
い
品
は
仕
入
価
格
で
西
紙
屋
佐
兵
衛
に

引
き
受
け
さ
せ
て
売
却
し
、
鳥
取
城
下
の
商
人
へ
の
売
却
は
買
方
役
の
責
任
に
お
い
て
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
売
却
益
も
帳
簿
に
記
載
し
て
京

本
店
に
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
三
都
で
の
販
売
の
見
込
め
な
い
木
綿
を
現
地
で
売
却
し
て
、
京
本
店
に
送
る
荷
物
の
品
質
維
持
と

と
も
に
、
現
地
で
の
売
却
益
収
入
を
も
く
ろ
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
木
綿
生
産
者
に
織
ら
せ
た
木
綿
の
集
荷
と
買
子
の
編
成

西
紙
屋
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
仲
買
か
ら
の
木
綿
仕
入
の
ほ
か
に
、
木
綿
生
産
者
に
繰
綿
や
織
機
を
提
供
し
て
木
綿
を
織
ら
せ
て
い
た
。

こ
の
形
態
に
つ
い
て
は
す
で
に
先
行
研
究
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
買
宿
を
京
本
店
の
意
を
受
け
た
木
綿
生
産
の
組
織
者
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
る
（

�）。
「
夫
々
向
口
地
合
丈
幅
等
差
図
仕
、
既
ニ
機
道
具
抔
も
持
下
り
教
へ
候
処
、
次
第
ニ
手
馴
も
宜
、
追
々
手
広
ク
織
出
シ
多
数

ニ
相
成
申
候
（

�）」
や
「
私
誂
口
ニ
者
相
応
之
綿
代
等
も
貸
付
置
（

	）」
と
あ
る
よ
う
に
、
京
本
店
は
西
紙
屋
を
介
し
て
地
合
・
丈
幅
の
指
示
、
機
道

具
の
供
与
・
使
い
方
の
指
導
、
綿
代
の
前
貸
し
を
行
い
、
木
綿
生
産
を
行
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

買
宿
は
生
産
者
へ
の
繰
綿
供
給
、
製
品
回
収
に
「
買
子
」
を
任
命
、
派
遣
し
て
い
た
。
伯
州
木
綿
仕
入
に
お
い
て
買
子
を
派
遣
す
る
地
域

は
西
紙
屋
が
居
を
構
え
る
赤
碕
地
廻
り
や
、
赤
碕
近
隣
の
北
条
、


坂
・
汗
入
・
淀
江
と
い
っ
た
村
々
で
あ
っ
た
（
立
地
は

地
図
（

�）参
照
）
。
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24

地
図
因
幡
伯
耆
地
図

注
）
「

�
因
幡
伯
耆
地
図

�
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

続
723

�
9）
を
一
部
加
工
。
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
買
宿
西
紙
屋
の
居
所
、
四
角
囲
み
は
代
買
配
置
地
、
二
重
傍
線
は
買
子

派
遣
地
を
あ
ら
わ
す
。



西
紙
屋
の
買
子
編
成
・
教
育
に
あ
た
り
、
京
本
店
は
寛
政
五

年
段
階
に
お
い
て
買
子
の
編
成
に
次
の
よ
う
な
注
文
を
付
け

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
買
子
を
派
遣
す
る
時
は
担
当
者
を
よ

く
見
極
め
、
場
所
も
指
定
し
て
派
遣
す
る
こ
と
（
「
在
々
江

買
方
指
遣
候
儀
、
其
人
を
能
見
わ
け
、
場
所
を
相
極
、
指
遣

可
申
事
（

�）」
）
。
仕
入
に
あ
た
り
規
格
は
必
ず
確
認
す
る
こ
と

（「
丈
巾
急
度
改
可
申
候
（

�）」）。
特
注
品
の
生
産
者
に
指
定
し
た

い
家
や
良
質
（「
風
合
宜
」
）
の
木
綿
を
織
り
出
す
家
へ
は
そ

の
村
の
担
当
で
な
い
買
子
を
派
遣
し
、
適
正
価
格
よ
り
二
分

で
も
三
分
で
も
下
値
に
値
段
を
付
け
る
よ
う
に
工
夫
す
る
こ

と
。
こ
れ
が
買
方
の
巧
み
な
る
者
と
い
う
も
の
で
あ
る

（
「
誂
機
ニ
致
度
家
、
又
は
風
合
宜
木
綿
織
出
し
候
家
々
江
は
、

外
村
並
買
方
い
た
し
候
者
指
遣
し
、
セ
入

（
二
分
）

マ
入

（
三
分
）方
も
下
直

ニ
値
段
為
付
候
之
様
可
致
候
、
如

（
何
脱
カ
）

様
之
処
工
夫
、
買
方
之
功

者
歟
と
申
物
ニ
候
（

�）」
）
。
つ
ま
り
、
京
本
店
が
買
宿
に
指
示
し

た
高
品
質
製
品
の
廉
価
仕
入
の
工
夫
は
、
優
良
生
産
者
の
選

択
・
育
成
と
、
そ
の
優
良
生
産
者
在
住
村
担
当
の
買
子
で
は

な
い
特
任
買
子
に
よ
る
優
良
生
産
者
か
ら
の
買
取
り
（
情
を
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第3表 因伯州の主要木綿生産地・織出数

場 所 赤崎から
の距離

西紙屋の
仕入人

木綿織
出数

（単位 反）
備 考

伯州 赤碕地廻り 2～3里圏内 15,000

伯州 北条郡 4里東 買 子 15,000

伯州 倉 吉 5里東南
代 買

20,000

伯州 倉吉地廻り 5,000

伯州 �坂辺 2里西 買 子 10,000 地薄ニ而よみ無少大悪風

伯州 汗入郡 5里西 買 子 20,000 地薄ニ而よみ無少大悪風、買方無用

伯州 高ノ庄 5里南 3,000

伯州 淀 江 6里半西 買 子 4,000 風合厚口ニ而宜候

伯州 米子辺 8里西 28,000 船人売重ニ而風合不宜候、御用木綿は
正札付ニ而買方之味合ニより面白き事
も有之候

伯州 大篠津 13里西 8,000 冬中ハ糸を引ため、二月朔日より織出
し候、疋ニ而上布有之、二反ニ裁分候
時ハ余り不宜候得共、木綿りっぱに拵
候ゆへ、見分宜候得者綴之儘生下シに
いたし可申事

因州 青 屋 8里半東

代 買

5,000 手前伏機同前ニ而八歩通は手前へ買取
申候

因州 青屋近郷 2,000

因州 麻 野 10里半東 4,000 余り太口ニ而不宜候

合計 139,000

出所） 木綿織出数は「尾印勤要記」（三井文庫所蔵史料 本1516）。ただし、年不明。



は
さ
ま
な
い
厳
密
な
価
格
設
定
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
生
産
段
階
で
の
技
術
・
規
格
指
導
は
、
三
都
で
の
販
売
に
耐
え
ら
れ
る
丈
幅
・

品
質
の
木
綿
生
産
を
伯
州
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
四
）
西
紙
屋
の
主
要
木
綿
仕
入
地
調
査

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
西
紙
屋
は
代
買
を
青
谷
（
青
屋
）
・
国
信
・
倉
吉
に
配
置
し
、
買
子
を
北
条
・

�坂
・
汗
入
・
淀
江
に
派
遣
し
て

い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
因
州
・
伯
州
に
お
け
る
木
綿
の
主
要
生
産
地
で
あ
っ
た
。
第

3表
に
年
不
詳
だ
が
、
西
紙
屋
が
把
握
し
て
い
た
主

要
生
産
地
、
織
出
数
、
西
紙
屋
の
評
価
す
る
木
綿
品
柄
を
掲
載
し
た
。
国
信
地
域
の
織
出
数
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
一
万
反
以
上

生
産
す
る
地
域
に
は
品
質
の
善
し
悪
し
を
問
わ
ず
、
代
買
・
買
子
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
淀
江
は
五
〇
〇
〇
反
弱
の
織
出
数
で

あ
る
が
、
品
質
は
「
厚
口
」
で
よ
ろ
し
い
と
評
価
し
て
お
り
、
高
品
質
の
木
綿
を
織
出
し
て
い
た
。
ま
た
代
買
を
置
い
て
い
る
因
州
の
青
屋

は
、
西
紙
屋
の
「
伏
機
」
（
織
元
と
契
約
し
て
製
品
を
一
手
に
仕
入
れ
る
こ
と
）
同
然
の
場
所
で
あ
り
、
西
紙
屋
の
仕
入
で
八
割
ほ
ど
占
め

て
い
た
。
一
方
、
米
子
・
大
篠
津
は
木
綿
織
出
数
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
代
買
・
買
子
を
配
置
し
て
い
な
い
。
米
子
は
北
前
船
の
積
荷
と

し
て
木
綿
製
品
の
需
要
が
あ
り
、
赤
碕
相
場
よ
り
高
値
に
な
る
場
合
が
あ
っ
た
（
「
北
前
舟
手
へ
商
ひ
致
候
故
舟
手
向
宜
敷
候
時
節
ハ
赤
崎

之
相
場
は
つ
れ
高
直
ニ
も
在
之
候
（

�）」
）
。
大
篠
津
は
二
月
か
ら
織
り
出
し
始
め
る
が
、
最
初
ほ
ど
品
質
が
良
く
後
に
な
る
ほ
ど
悪
く
な
る
た
め

品
質
が
安
定
せ
ず
（
「
最
初
程
木
面
宜
敷
、
後
ニ
ハ
出
来
あ
し
く
相
成
候
（

�）」
）
、
疋
（
二
反
）
織
り
し
て
い
る
た
め
一
反
ず
つ
裁
ち
分
け
た
ら

品
質
が
落
ち
る
製
品
で
あ
っ
た
。
地
図
中
に
も
米
子
・
大
篠
津
を
含
む
日
野
川
以
西
に
つ
い
て
「
木
面
」
悪
風
と
記
載
し
て
お
り
、
西
紙
屋

は
米
子
・
大
篠
津
か
ら
の
直
接
仕
入
に
つ
い
て
は
消
極
的
だ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
西
紙
屋
で
は
因
州
・
伯
州
の
木
綿
生
産
地
の
織
出
数

や
品
質
を
考
慮
し
つ
つ
、
主
要
生
産
地
か
ら
の
積
極
的
な
木
綿
仕
入
態
勢
を
整
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

（

1）
（

12）
（

20）
（

21）
「
尾
印
勤
要
記
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
五
一
六
）。
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（

2）
「
永
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
二
八
）。

（
3）

「
名
代
云
送
聴
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
五
九
）
。

（

4）
「
道
中
小
遣
帳
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
四
九
九

�三
七
）。

（

5）
「
道
中
小
遣
帳
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
九
九

�四
三
）
。
勘
兵
衛
と
政
次
郎
の
移
動
速
度
の
違
い
の
た
め
か
、
ル
ー
ト
は
ほ
ぼ
同

じ
だ
が
宿
泊
地
が
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

（

6）
「

�西
紙
屋
佐
兵
衛
借
財
始
末
書

�」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
七
四

�四
七
）
。
「
尾
印
勤
要
記
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
五
一

六
）
に
も
同
一
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（

7）
「
被
仰
渡
候
覚
」
（
田
中
康
雄
「
史
料
紹
介

伯
州
赤
崎
西
紙
屋
文
書

�三
井
越
後
屋
の
買
宿
資
料
」
『
三
井
文
庫
論
叢
』
一
二
、
一
九
七
八

年
、
二
八
三
～
二
八
四
頁
、
史
料
二
）。
三
井
文
庫
所
蔵
の
「
被
仰
渡
候
覚
」（
本
一
四
七
四

�四
九
）
と
対
応
す
る
が
、
三
井
文
庫
所
蔵
分
に

は
中
西
宇
右
衛
門
の
奥
書
は
無
い
。

（

8）
「
家
法
式
目
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
九
〇
六
）
。
三
井
家
の
家
法
は
「
宗
竺
遺
書
」
で
あ
る
が
、
各
店
に
そ
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
た
も
の

は
な
い
。「
家
法
式
目
」
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
、
各
店
に
配
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
一
三
一
～
一
三
二
頁
）。

（

9）
な
お
、
「
御
店
御
家
法
」
は
、
「
伯
州
紙
屋
佐
兵
衛
名
前
譲
請
候
而
此
度
初
而
上
京
ニ
付
、
彼
地
買
方
一
件

	手
前
家
法
之
趣
得
と
申
談
候
」

（
「
名
代
云
送
聴
書
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
六
〇
、
天
明
五
年
八
月
二
十
七
日
条
）
と
あ
る
よ
う
に
、
西
紙
屋
当
主
が
代
替
わ
り
の
挨

拶
で
上
京
し
た
際
な
ど
に
、
京
本
店
に
お
い
て
そ
の
趣
旨
を
読
み
聞
か
せ
ら
れ
て
い
た
。

（

10）
三
井
越
後
屋
で
は
帳
簿
に
記
載
す
る
数
字
に
符
帳
を
用
い
て
い
た
。
数
種
類
の
符
帳
が
存
在
す
る
が
、
本
稿
で
用
い
た
史
料
に
は
次
の
符
帳

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
数
字
）

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
百
千
貫
匁
分

（
符
帳
）

イ
セ
マ
ツ
サ
カ
ヱ
チ
ウ
シ
舟
仙
〆
ゝ
入

（

11）
実
綿
・
繰
綿
梱
包
の
単
位
。
例
え
ば
、
伯
州
に
ほ
ど
近
い
備
後
・
備
中
あ
た
り
で
は
、
実
綿
六
貫
百
目
を
筵
で
棗
形
に
荷
造
り
し
て
、
一
本

と
数
え
た
と
い
う
（「
綿
圃
要
務
」
『
日
本
思
想
大
系
』
六
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
二
〇
二
頁
）。
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（

13）
「
伯
州
雲
州
買
方
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
六
九
九
）、「

伯
州
買
方
控
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
二
二
）。
雲
州
・
伯
州
木

綿
の
注
文
数
に
つ
い
て
は
前
掲
賀
川
書
四
〇
五
～
四
〇
六
頁
に
詳
し
い
。

（

14）
従
来
の
研
究
で
は
主
に
②
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
賀
川
書
四
〇
八
～
四
一
〇
頁
。『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
四
二
八
頁
）。

（

15）
～
（

18）
（

26）
～
（

28）
「
買
方
示
合
書
」
（
前
掲
田
中
史
料
紹
介
二
九
四
～
二
九
六
頁
、
史
料
一
七
）
。
な
お
『
鳥
取
県
史
』
（
第
八
巻
近
世
資

料
、
一
九
七
七
年
、
六
六
二
～
六
六
四
頁
、
史
料
三
二
〇
）
の
「
三
井
八
郎
右
衛
門
店
木
綿
買
方
示
合
書
」
も
同
一
史
料
で
あ
る
。

（

19）
（

29）
（

30）
「
伯
州
買
方
ニ
付
紙
佐
殿
面
談
之
覚
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
四
七
四

�四
〇
）。

（

22）
前
掲
賀
川
書
四
〇
四
頁
な
ど
。

（

23）
（

24）
「
文
政
元
寅
冬
伯
州
直
買
御
差
留
ニ
付
願
方
一
件
書
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
三
二
四
）
。

（

25）
こ
の
地
図
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
続
七
二
三

�九
）
は
伯
州
木
綿
仕
入
地
を
記
載
し
た
も
の
で
、
西
紙
屋
が
作
成
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

作
成
年
月
日
不
詳
な
が
ら
、
西
紙
屋
が
三
井
越
後
屋
か
ら
八
万
反
の
木
綿
仕
入
の
可
否
を
諮
問
さ
れ
、
回
答
し
た
際
、
回
答
の
末
尾
に
「
赤
崎

よ
り
方
角
里
数
木
面

�風
合
等
之
義
得
与
絵
図
面
相
調
置
可
申
候
」
（
「
伯
州
買
方
ニ
付
紙
佐
殿
面
談
之
覚
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
七

四

�四
〇
）
と
記
し
、
別
紙
で
赤
碕
を
起
点
に
し
た
地
図
を
作
成
・
提
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
地
図
が
こ
こ
で
提
出
さ
れ
た
地
図
で

あ
ろ
う
。
な
お
、
実
際
の
地
形
図
と
比
べ
る
と
地
名
の
位
置
な
ど
不
正
確
で
あ
る
が
、
伯
州
木
綿
仕
入
に
携
わ
っ
た
人
間
の
空
間
認
識
な
ど
を

理
解
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
あ
え
て
本
地
図
を
用
い
た
。

三
伯
州
買
方
役
の
職
掌
と
担
当
者

1

伯
州

買
方

役
の

担
当

者
の

任
期

・
職

階

三
井
越
後
屋
が
商
品
仕
入
地
に
派
遣
し
て
い
た
買
方
役
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は

28



ひ
と
え
に
、
現
地
で
仕
入
を
請
け
負
う
地
元
商
人
で
あ
る
買
宿
の
役
割
と
そ
の
経
済
史
的
位
置
づ
け
に
関
心
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
に
起
因

す
る
。
し
か
し
、
三
井
越
後
屋
の
史
料
を
丹
念
に
見
て
い
く
と
、
仕
入
に
お
け
る
買
方
役
の
積
極
的
役
割
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
本
章

で
は
伯
州
・
雲
州
に
お
け
る
買
方
役
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
事
柄
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

伯
州
買
方
役
の
京
都
か
ら
の
出
発
記
事
と
帰
着
記
事
の
多
く
は
、
前
記
「
永
書
」
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
寛
政
元
年
十

月
二
日
条
に
「
伯
州
買
方
和
田
定
七
・
沢
田
文
次
郎
、
今
夜
船
罷
下
候
、
尤
西
紙
屋
佐
兵
衛
殿
上
京
ニ
付
、
同
道
に
て
被
下
候
事
」
、
翌
年

七
月
二
日
条
に
「
伯
州
買
方
役
沢
田
文
次
郎
、
今
日
帰
京
之
事
」
な
ど
）。
特
別
な
事
情
が
無
い
限
り
出
発
と
帰
京
を
記
録
す
る
の
み
だ
が
、

買
方
役
の
行
動
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
買
方
役
の
出
発
・
帰
着
は
「
雲
伯
買
方
申
渡
之
覚
（
１
）」
巻
末
に
も
記
載

し
て
あ
る
。
第

4表
は
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
基
づ
き
買
方
役
の
人
名
と
現
地
へ
の
派
遣
年
次
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
第

4表
を

も
と
に
、
①
赴
任
人
数
と
在
任
年
数
、
②
滞
在
期
間
、
③
赴
任
者
の
職
階
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
こ
う
。

な
お
、
史
料
中
に
は
「
雲
伯
買
方
」
な
ど
の
表
現
が
出
て
く
る
が
、
本
章
で
は
伯
州
買
方
役
か
買
方
役
と
表
記
す
る
。

（

1）
買
方
役
の
赴
任
状
況

ま
ず
、
買
方
役
の
赴
任
状
況
か
ら
明
ら
か
に
な
る
点
を
み
て
み
よ
う
。
伯
州
買
方
役
が
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
は
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）

か
ら
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
ま
で
の
連
続
す
る
期
間
と
、
そ
こ
か
ら
一
〇
年
以
上
の
ブ
ラ
ン
ク
を
経
た
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
合
計

七
一
年
で
あ
る
。
こ
の
期
間
に
伯
州
に
赴
任
し
た
人
物
は
三
四
人
い
る
が
、
買
方
役
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
は
三
三
人
、
延
べ
一
一
七
人
で

あ
っ
た
。
伯
州
木
綿
を
仕
入
れ
始
め
た
天
明
年
間
に
は
手
代
一
人
を
買
方
役
と
し
て
派
遣
し
て
い
た
が
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
は

手
代
を
二
人
派
遣
す
る
体
制
に
な
る
。
こ
れ
は
木
綿
注
文
数
増
大
へ
の
対
応
や
、
任
務
の
ス
ム
ー
ズ
な
継
承
の
た
め
の
見
習
派
遣
で
あ
る
が
（
２
）、

買
方
役
の
相
互
監
視
に
よ
る
不
正
防
止
と
い
う
側
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
二
人
派
遣
体
制
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）

年
の
雲
州
へ
の
集
荷
範
囲
の
拡
大
に
そ
の
ま
ま
の
態
勢
で
対
応
で
き
た
。
文
政
年
間
に
鳥
取
藩
が
木
綿
流
通

統
制
を

実
施
し
た
時
期
に
は
一
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第4表 伯州・雲州買方役の赴任者と赴任期間

赴任期間 下 り 人 名 赴任人数

天明2年～天明3年
井上源七
（2.10.3～3.6.9）

1

天明3年～天明4年
大石平右衛門
（3.11.29～4.5.6）

1

天明4年～天明5年
大石平右衛門
（11.9～6.15）

1

天明5年～天明6年
大石平右衛門
（5.10.4～6.12.17）

1

天明6年～天明7年
大石平右衛門
（6.10.1～6.12.17、
7.3.11～7.3.11）

和田定七
（6.10.1～7.6.18）

2

天明7年～天明8年
和田定七
（7.10.13～8.6.3）

1

天明8年～寛政元年
和田定七
（8.10.9～元.6.16）

1

寛政元年～寛政2年
沢田文次郎
（元.10.2～2.6.2）

和田定七
（元.10.2～？）

2

寛政2年～寛政3年
沢田文次郎
（2.10.8～3.7.2）

1

寛政3年～寛政4年
沢田文次郎
（3.11.3～4.6.15）

1

寛政4年～寛政5年
沢田文次郎
（4.10.25～5.7.2）

1

寛政5年～寛政6年
沢田文次郎
（5.10.17～6.5.23）

小椋忠七
（5.11.4～6.5.23）

2

寛政6年～寛政7年
沢田文次郎
（6.11.15～7.5.5）

小椋忠七
（6.11.15～7.7.1）

2

寛政7年～寛政8年
中尾金助（大坂）
（7.10.26～？）

小椋忠七
（7.10.22～8.6.28）

2

寛政8年～寛政9年
宮本忠五郎（大坂）
（8.10.??～？）

小椋忠七
（8.10.26～9.6.27）

2

寛政9年～寛政10年
小椋忠七
（9.10.8～10.6.28）

南善五郎
（9.10.9～10.5.23）

2

寛政10年～寛政11年
福岡清七
（10.10.20～11.5.13）

小椋忠七
（10.10.20～11.4.7）

南善五郎
（11.3.7～11.6.17）

3

寛政11年～寛政11年
福岡清七
（11.11.17～12.5.5）

南善五郎
（11.11.17～12.5.5）

2

寛政12年～享和元年
長谷川久四郎
（13.2.9～元.6.3）

南善五郎
（12.10.27～？）

2

享和元年～享和2年
長谷川久四郎
（13.10.25～？）

南善五郎
（2.2.21～2.6.10）

2

享和2年～享和3年
長谷川久四郎
（2.11.4～？）

石川松次郎
（3.2.3～？）

2

享和3年～文化元年
大石友三郎
（4.2.10～4.6.6）

長谷川久四郎
（3.10.19～4.6.6）

石川松次郎
（3.10.19～4.3.6）

3

文化元年～文化2年
大石友三郎
（元.10.26～2.6.6）

南善五郎
（元.10.26～2.6.6）

2
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赴任期間 下 り 人 名 赴任人数

文化2年～文化3年
大石友三郎
（2.10.16～3.5.28）

南善五郎
（2.10.16～3.5.28）

2

文化3年～文化4年
大石友三郎
（3.10.17～4.6.12）

南善五郎
（3.10.17～4.6.12）

2

文化4年～文化5年
岩井喜太郎
（4.10.27～5.6.10）

南善五郎
（4.10.27～5.6.10）

2

文化5年～文化6年
岩井喜太郎
（5.10.18～6.6.6）

中原勘助
（5.10.18～6.6.6）

南善五郎
（5.11.??～5.12.26）

3

文化6年～文化7年
岩井喜太郎
（6.10.29～7.6.25）

中原勘助
（6.10.29～？）

2

文化7年～文化8年
中原勘助
（7.11.15～8.5.1）

中西政七
（8.2.17～8.5.1）

2

文化8年～文化9年
岩井喜太郎
（8.11.2～9.6.12）

中西政七
（8.11.2～9.6.12）

2

文化9年～文化10年
岩井喜太郎
（9.10.23～10.6.23）

森藤五郎
（10.2.??～10.6.23）

2

文化10年～文化11年
清水清助
（10.11.16～11.5.28）

森藤五郎
（10.11.16～11.3.23）

2

文化11年～文化12年
清水清助
（11.10.19～12.6.6）

百田万助
（12.2.21～12.6.6）

2

文化12年～文化13年
中原市兵衛
（12.10.28～13.5.10）

百田万助
（12.10.28～13.6.27）

2

文化13年～文化14年
百田万助
（13.10.19～14.6.24）

1

文化14年～文政元年
上原政次郎
（14.10.28～元.6.19）

森藤五郎
（14.10.28～元.6.19）

2

文政元年～文政2年
上原政次郎
（元.11.12～2.閏4.26）

1

文政2年～文政3年
上原政次郎
（2.10.15～2.12.??、
3.正.25～3.5.27）

1

文政3年～文政4年
上原政次郎
（3.11.11～4.5.4）

1

文政4年～文政5年
上原政次郎
（5.閏正.1～5.4.13）

中井定七
（5.閏正.1～5.5.27）

2

文政5年～文政6年
中井定七
（5.10.19～6.4.21）

1

文政6年～文政7年
中井定七
（6.11.2～7.5.22）

1

文政7年～文政8年
中井定七
（7.9.晦日～8.5.4）

津田文七
（7.9.晦日～8.5.4）

2

文政8年～文政9年
中井定七
（9.2.13～9.5.5）

津田文七
（8.10.19～9.6.12）

2

文政9年～文政10年
木村万助
（9.10.11～10.6.19）

津田文七
（9.10.11～10.6.19）

2

文政10年～文政11年
木村万助
（10.10.6～11.6.10）

津田文七
（10.10.6～11.6.10）

2

文政11年～文政12年
木村万助
（11.10.14～12.6.12）

青木庄七
（11.10.14～12.6.12）

2
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赴任期間 下 り 人 名 赴任人数

文政12年～文政13年
清水弥七
（12.10.24～13.5.25）

青木庄七
（12.10.14～13.5.25）

2

文政13年～天保2年
清水弥七
（13.10.17～2.6.5）

青木庄七
（13.10.17～2.5.24）

2

天保2年～天保3年
清水弥七
（2.10.18～3.6.7）

矢嶋惣七
（2.10.18～3.6.7）

2

天保3年～天保4年
清水弥七
（3.11.9～4.6.12）

矢嶋惣七
（3.11.9～4.4.24）

2

天保4年～天保5年
清水弥七
（4.10.16～5.6.6）

矢嶋惣七
（4.10.16～5.4.12）

2

天保5年～天保6年
浅野友三郎
（5.10.25～6.4.11）

矢嶋惣七
（5.10.25～6.6.20）

2

天保6年～天保7年
浅野友三郎
（6.10.11～7.6.10）

矢嶋惣七
（6.10.11～7.3.2）

2

天保7年～天保8年
浅野友三郎
（7.10.13～8.2.21）

矢嶋惣七
（7.10.13～8.4.4）

2

天保8年～天保9年
森藤三郎
（9.正.7～9.5.26）

矢嶋惣七
（8.10.24～9.6.17）

2

天保9年～天保10年
森藤三郎
（9.10.13～10.5.11）

矢嶋惣七
（9.10.13～10.5.11）

2

天保10年～天保11年
森藤三郎
（10.10.24～11.6.27）

伊藤嘉三郎
（10.10.24～11.4.7）

2

天保11年～天保12年
森藤三郎
（11.11.2～12.4.6）

伊藤嘉三郎
（11.11.2～12.6.11）

2

天保12年～天保13年
伊藤嘉三郎
（12.10.27～13.5.11）

1

天保13年～天保14年
水谷友次郎
（13.10.19～14.6.7）

土方（矢嶋）惣七
（13.10.19～14.11.9）

2

天保14年～天保15年
水谷友次郎
（14.10.12～15.5.15）

1

天保15年～弘化2年
水谷友次郎
（15.11.4～2.6.9）

中川平助
（15.11.4～2.4.9）

2

弘化2年～弘化3年
水谷友次郎
（2.10.19～3.5.8）

中川平助
（2.10.19～3.4.28）

2

弘化3年～弘化4年
水谷友次郎
（3.10.21～4.6.13）

中川平助
（3.10.21～4.5.7）

2

弘化4年～嘉永元年
清水常三郎
（4.10.25～元.5.18）

中川平助
（4.10.25～元.6.8）

2

嘉永元年～嘉永2年
清水常三郎
（元.11.10～2.4.28）

井口定五郎
（元.11.10～2.6.3）

2

嘉永2年～嘉永3年 0

嘉永3年～嘉永4年
水谷友次郎
（3.正.29～3.4.5）

井口定五郎
（3.正.29～3.6.15）

2

文久3年
村上喜助
（3.2.13～3.5.20）

井口新七
（3.2.13～3.5.2）

2

出所）「雲伯買方申渡之覚」（三井文庫所蔵史料 続1219）。年月日不詳部分については可能な限り各年

の「永書」「名代云送聴書」などで補完した。

注） 人名の下の括弧部分は出京・帰京年月日をあらわす。表記方法は（出京年.月.日～帰京年.月.

日）である。



時
的
に
一
人
体
制
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
す
ぐ
に
も
と
に
戻
り
、
以
降
基
本
的
に
二
人
一
組
体
制
を
維
持
し
て
い
る
。
初
期
の
一
人
体
制

の
と
き
は
前
任
の
最
終
年
度
に
後
任
が
派
遣
さ
れ
一
年
間
は
二
人
で
活
動
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
得
意
先
へ
の
挨
拶
回
り
を
兼
ね
た

業
務
の
見
習
い
、
業
務
の
引
き
継
ぎ
、
買
宿
と
の
良
好
な
関
係
構
築
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
二
人
体
制
に
な
っ
て
も
二
人
が
同
時
に
交
代
離
任

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
年
次
を
ず
ら
し
て
交
代
し
て
お
り
、
ど
の
年
に
も
二
人
の
う
ち
一
人
は
買
方
役
経
験
者
に
な
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
時
折
買
方
役
が
三
人
に
な
る
時
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
買
方
役
二
人
に
加
え
て
退
役
者
が
得
意
先
に
挨
拶
廻
り
に
向
か

う
場
合
や
、「
国
方
見
繕
」
と
い
う
査
察
役
と
し
て
下
向
す
る
な
ど
特
殊
な
場
合
に
限
ら
れ
る
（
第

5表
）。

買
方
役
は
一
年
単
位
で
派
遣
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
（
後
述
す
る
よ
う
に
だ
い
た
い
十
月
末
赴
任
、
六
月
帰
着
）
、
同
一
人
物
が
何
年
間
か

連
続
し
て
派
遣
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
こ
で
連
続
派
遣
年
数
で
み
て
み
る
と
（
便
宜
的
に
「
任
期
」
と
す
る
、
再
任
者
は
「
再
任
あ
り
」

と
す
る
が
再
任
年
数
は
任
期
に
含
め
な
い
）
、
任
期
三
年
（
七
人
）
・
四
年
（
七
人
）
・
五
年
（
五
人
、
う
ち
再
任
あ
り
一
人
）
が
一
般
的
で

あ
り
、
一
年
（
五
人
、
う
ち
再
任
あ
り
一
人
）
・
二
年
（
七
人
）
の
短
期
の
者
、
逆
に
任
期
六
年
（
二
人
）
・
八
年
（
一
人
）
に
及
ぶ
者
も
い

る
。
任
期
三
～
五
年
が
一
般
的
な
の
は
、
仕
入
業
務
の
熟
達
と
仕
入
相
手
と
の
信
頼
関
係
構
築
に
は
あ
る
程
度
の
年
数
が
必
要
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
、
買
方
役
の
実
績
を
ス
テ
ッ
プ
に
さ
ら
に
上
級
の
職
階
に
昇
進
さ
せ
る
た
め
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
六
年
以
上
の
在
任
者
が
三

人
だ
け
と
い
う
の
は
、
長
期
在
任
が
買
宿
や
仕
入
相
手
と
癒
着
を
生
む
こ
と
を
警
戒
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
六
年
・
八
年
の
長

期
在
任
者
が
い
る
の
は
、
よ
ほ
ど
仕
入
に
敏
腕
を
発
揮
し
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
回
の
み
の
赴
任
者
に
は
、
雲
州
・
伯
州
木
綿
仕
入

の
開
始
年
と
最
終
年
の
者
、
あ
る
い
は
大
坂
本
店
か
ら
単
発
で
派
遣
さ
れ
た
者
な
ど
特
殊
な
ケ
ー
ス
が
多
い
も
の
の
、
任
期
一
年
・
二
年
の

者
は
、
奉
公
人
を
そ
の
ま
ま
辞
め
て
い
る
者
も
い
る
た
め
、
買
方
役
と
し
て
能
力
的
に
不
適
格
な
者
だ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

ま
た
、
任
期
の
長
い
者
の
中
に
は
、
一
度
買
方
役
か
ら
外
れ
た
も
の
の
、
後
任
が
数
年
で
退
役
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
代
り
に
入
っ
て
い

る
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第

4表
で
南
善
五
郎
は
寛
政
十
一
年
か
ら
享
和
二
年
ま
で
買
方
役
を
勤
め
、
寛
政
十
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34

買方役赴任
最終年職階

国方見繕
下向年

国方見繕
下向職階

そ の 他
下 向 年

その他下
向職階

奉 公 最
終 職 階

再 勤 最
終 職 階

� 天明2年度、
寛政4年度

支配、退
役

支配
�

上座役 後見 �

上座役 天明7年度 役頭 組頭
�

平 平 �

平 後見 �

上座役 組頭格 �

�

�

平 平 �

組頭 文化5年度 組頭退役 組頭 �

上座役 支配 �

平 役頭 �

筆頭 上座役 �

筆頭 筆頭 �

役頭 文政元年度 組頭 組頭 �

上座役 文化14年 組頭 組頭 �

平 上座役 �

平 平 �

平 組頭 �

役頭 支配 �

上座役 文政8年度 役頭 元〆 �

筆頭 上座役 �

相談役 相談役 �

上座役 組頭 �

上座役 支配 通勤支配格

役頭 天保13年度 組頭 元方掛名代 元〆

平 組頭 �

上座役 上座役 �

上座役 嘉永3年度 組頭 組頭格 �

筆頭 組頭 �

相談役 支配 �

�

相談役 文久3年度 支配役 通勤支配格 後見

上座格 上座役 �

（三井文庫所蔵史料 別1201）、その他適宜「店々人数留」（三井文庫所蔵史料 本1090～1099）で

年数＋再任年数とした。

に下向した年を「年度」と記載している。
料 続1168）の記載に基づき作成。前者は役頭以上の職階を記載し、後者は京本店で上座役に昇格
ック体はこれらの記述に基づき推測した部分。
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第5表 伯州・雲州買方役の人別赴任回数と赴任中の職階

No. 名 前 所 属
伯州赴
任年数

買方役赴
任年数

買方役赴
任初年

買方役赴
任最終年

買方役赴任
初年職階

1 中西宇右衛門 京本店 2 0 � � �

2 井上源七 京本店 1 1 天明2年度 天明2年度 上座役

3 大石平右衛門（伊
助、伊右衛門）

京本店 5 4 天明3年度 天明6年度 平

4 和田定七 京本店 4 4 天明6年度 寛政元年度 平

5 沢田文次郎 京本店 6 6 寛政元年度 寛政6年度 平

6 小椋忠七 京本店 6 6 寛政5年度 寛政10年度 平

7 中尾金助 大坂本店 1 1 寛政7年度 寛政7年度

8 宮本忠五郎 大坂本店 1 1 寛政8年度 寛政8年度

9 福岡清七 京本店 2 2 寛政10年度 寛政11年度 平

10 南善五郎 京本店 10 5＋4 寛政9年度 文化4年度 上座格

11 長谷川久四郎 京本店 4 4 寛政13年度 享和3年度 筆頭

12 石川松次郎 京本店 2 2 享和2年度 享和3年度 平

13 大石友三郎 京本店 4 4 享和3年度 文化3年度 平

14 岩井喜太郎 京本店 5 3＋2 文化4年度 文化9年度 平

15 中原勘助（市兵衛・
勘兵衛）

京本店 4 3 文化5年度 文化12年度 筆頭

16 森藤五郎 京本店 3 2 文化9年度 文化10年度 上座役

17 中西政七 京本店 2 2 文化7年度 文化9年度 平

18 清水清助 京本店 2 2 文化10年度 文化11年度 平

19 百田万助 京本店 3 3 文化11年度 文化13年度 平

20 上原政次郎 京本店 5 5 文化14年度 文政4年度 平

21 中井定七 京本店 5 4 文政4年度 文政7年度 平

22 津田文七 京本店 4 4 文政7年度 文政10年度 平

23 木村万助 京本店 3 3 文政9年度 文政11年度 平

24 青木庄七 京本店 3 3 文政11年度 文政13年度 上座役

25 清水弥七 京本店 5 5 文政12年度 天保4年度 筆頭

26 矢嶋惣七（土方惣七） 京本店 9 8 天保2年度 天保9年度 平

27 浅野友三郎 京本店 3 3 天保5年度 天保7年度 平

28 森藤三郎 京本店 4 4 天保8年度 天保11年度 平

29 水谷友次郎 京本店 6 5 天保13年度 弘化3年度 平

30 伊藤嘉三郎 京本店 3 3 天保10年度 天保12年度 平

31 中川平助 京本店 4 4 天保15年度 弘化4年度 平

32 清水常三郎 京本店 2 1＋1 弘化4年度 嘉永元年度

33 井口定五郎（新七） 京本店 3 2 嘉永元年度 嘉永3年度 平

34 村上喜助 京本店 1 1 文久3年度 文久3年度 上座格

合 計 127 117

平 均 3.7 3.5

出所）「雲伯買方申渡之覚」（三井文庫所蔵史料 続1219）。買方役赴任職階は文政9年度まで「永代帳」
補完した。

注） 1.「買方役赴任回数」には国方見繕やその他下向の回数は含んでいない。再任がある場合、赴任
2.職階のゴシック体は「永代帳」により補完した部分。
3.買方役は年をまたいで赴任するため、「買方役赴任初年」「買方役赴任最終年」では雲州・伯州
4.奉公人の最終職階は『店々役人名鑑』（三井文庫閲覧室資料）、「上座役承記」（三井文庫所蔵史
格した者のみ記載しているため、平で退役したものや、大坂本店の手代の動向は不明。イタリ



三
年
度
に
長
谷
川
久
四
郎
に
引
き
継
い
で
任
務
を
終
え
た
。
長
谷
川
久
四
郎
も
享
和

三
年
の
赴
任
時
に
石
川
松
次
郎
と
大
石
友
三
郎
を
帯
同
し
て
伯
州
に
赴
き
、
買
方
役

を
引
き
継
い
だ
の
だ
が
、
長
谷
川
久
四
郎
と
石
川
松
次
郎
が
同
時
に
買
方
役
を
外
れ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
翌
年
の
仕
入
に
は
、
大
石
友
三
郎
と
と
も
に
南
善
五
郎
も
伯
州

に
赴
い
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
熟
知
や
仕
入
先
と
の
信
頼
関
係
の
重
要
性
を
示
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（

2）
年
間
滞
在
期
間

次
に
、
買
方
役
の
年
間
滞
在
期
間
か
ら
明
ら
か
に
な
る
点
を
み
て
み
た
い
。
初
代

買
方
役
井
上
源
七
が
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
月
三
日
に
出
京
し
て
翌
年
六
月
九

日
に
帰
京
し
て
以
来
、
買
方
役
は
、
概
ね
毎
年
十
月
か
ら
十
一
月
頃
に
京
都
を
出
発

し
て
現
地
で
仕
入
に
あ
た
り
、
翌
年
四
月
か
ら
七
月
に
は
京
都
へ
帰
着
し
て
い
る

（
第

4表
）。
買
方
役
は
一
年
の
内
、
冬
か
ら
夏
（
初
秋
）
ま
で
の
半
年
か
ら
九
ヶ
月

を
伯
州
（
寛
政
十
二
年
か
ら
は
雲
州
も
）
で
過
ご
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
木
綿
織
出
の
年
間
サ
イ
ク
ル
と
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

第

6表
は
年
不
詳
だ
が
、
京
本
店
で
仕
入
れ
る
伯
州
木
綿
の
月
別
高
を
記
載
し
た
も
の
で
あ
り
、
伯
州
に
お
け
る
木
綿
生
産
数
と
比
例

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
伯
州
木
綿
の
仕
入
数
は
十
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
の
期
間
で
盛
ん
で
あ
り
（
一
月
を
除
く
）
、
特

に
二
月
・
三
月
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
逆
に
五
月
以
降
は
仕
入
数
が
少
な
く
な
り
、
と
り
わ
け
九
月
は
「
秋
仕
舞
真
最
中
ニ
而
織
出
な
し
」
と

あ
る
よ
う
に
、
生
産
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
木
綿
の
仕
入
を
行
っ
て
い
な
い
時
期
に
な
る
（
３
）。
木
綿
の
織
出
が
始
ま
っ
て
も
、
十
月
か
ら
十
二
月

ま
で
は
上
木
綿
が
少
な
く
一
反
あ
た
り
七
匁
以
下
の
安
価
低
品
質
の
製
品
が
主
体
で
あ
っ
た
。
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第6表 三井越後屋における月別伯州木綿買入高

月 買数（反） 備 考

10月 2,000
冬分は上木綿出来少ない、7匁/反の織り
出し多い

11月 4,000

12月 4,000

1月 500

2月 6,000

3月 6,000

4月 4,000

5月 1,000

6月 1,000

7月 500

8月 1,000

9月 秋仕舞真最中にて織り出しなし

合計 30,000

出所）「尾印勤要記」（三井文庫所蔵史料 本1516）。



逆
に
、
木
綿
の
原
料
と
な
る
繰
綿
は
、「
八
月
下
旬
よ
り
少
々
ツ
ヽ
売
買
始
り
、
九
月
十
月
専
取
引
致
候
、
津
山
綿
ハ
備
中
周
防
辺
へ
重
々

捌
候
場
所
ニ
有
之
候
（
４
）」
と
あ
り
、
買
方
役
が
帰
京
し
た
あ
と
八
月
下
旬
よ
り
取
引
が
始
ま
り
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
最
盛
期
と
な
る
。

京
本
店
の
買
方
役
は
繰
綿
の
売
買
が
最
盛
期
で
あ
り
木
綿
織
が
本
格
的
に
始
ま
る
十
月
頃
に
赴
任
し
、
現
地
で
の
木
綿
仕
入
・
繰
綿
仕
入
に

あ
た
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
繰
綿
仕
入
に
つ
い
て
は
検
討
対
象
と
し
な
い
。

（

3）
赴
任
者
の
職
階

次
に
赴
任
者
の
職
階
を
み
て
い
こ
う
。
第

5表
に
買
方
役
の
所
属
、
買
方
役
の
任
初
年
と
任
終
年
、
任
初
年
の
職
階
と
任
終
年
の
職
階
、

そ
の
他
の
任
務
で
下
っ
た
年
と
そ
の
と
き
の
職
階
、
彼
ら
の
最
終
的
な
職
階
を
記
載
し
た
（
三
井
越
後
屋
の
職
階
に
つ
い
て
は

第

7表
参

照
）
。

買
方
役
に
就
く
の
は
基
本
的
に
京
本
店
に
在
籍
す
る
者
で
あ
る
が
、
寛
政
七
年
度
の
中
尾
金
助
と
寛
政
八
年
度
の
宮
本
忠
五
郎
の
み
大
坂

本
店
の
手
代
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
５
）（
そ
の
と
き
の
二
人
体
制

の
相
方
は
京
本
店
小
椋
忠
七
で
あ
る
）。

さ
て
、
買
方
役
赴
任
時
の
職
階
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

第

8表
に
人
数
別
職
階
を
記
載
し
た
。
確
認
で
き
る
限
り
、

買
方
役
三
三
人
の
内
、
赴
任
時
に
は
、
平
が
二
二
人
で
あ
り
、

平
筆
頭
三
人
、
上
座
格
二
人
、
上
座
役
三
人
と
続
く
。
任
務

終
了
年
の
職
階
は
、
平
は
八
人
に
減
少
し
、
相
談
役
三
人
、

筆
頭
四
人
、
上
座
格
一
人
、
上
座
役
一
〇
人
、
役
頭
三
人
、

組
頭
一
人
と
い
う
分
布
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
多
く
の
者

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）
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第7表 三井越後屋の職

職 階

元 〆

別 宅

手 代

名目役

加 判

元方掛名代

名 代

後 見

店限通勤支配格

住込み

支 配

組 頭

店限組頭格

役 頭

上 座

上座格

筆 頭

平

相談役

平

初元三年目

初元二年目

初元初年

角前髪
子 供

丸 額

出所） 西坂靖『三井越後屋奉公人の研究』（東

京大学出版会、2006年、65頁第7表）。



が
任
務
終
了
年
ま
で
に
昇
任
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
第

5表
で
具
体
的
に

み
て
い
く
と
、
平
か
ら
相
談
役
に
昇
進
し
た
の
は
三
人
、
同
じ
く
筆
頭
は
四
人
、
上
座

役
は
五
人
で
あ
り
、
平
か
ら
役
頭
ま
で
昇
進
し
た
者
も
二
人
い
る
（
６
）。
平
の
ま
ま
任
務
を

終
え
た
の
は
八
人
に
す
ぎ
な
い
。
筆
頭
か
ら
上
座
役
に
昇
進
し
た
者
は
二
人
、
役
頭
に

昇
進
し
た
の
は
一
人
で
あ
る
。
最
初
か
ら
上
座
格
や
上
座
役
に
い
た
者
は
ほ
と
ん
ど
そ

の
職
階
の
ま
ま
任
務
を
終
え
て
い
る
が
、
赴
任
年
数
の
多
い
南
善
五
郎
は
上
座
格
か
ら

組
頭
に
昇
進
し
て
い
る
。
で
は
、
赴
任
年
数
と
関
連
づ
け
て
み
よ
う
。
第

9表
に
赴
任

年
数
と
赴
任
初
年
と
最
終
年
で
職
階
の
上
昇
数
を
ま
と
め
た
。
こ
こ
で
の
赴
任
年
数
は

再
任
部
分
も
含
む
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
赴
任
年
数
二
年
の
者
は
一
職
階
昇
進
（
以
下
数

字
＋
階
）
一
人
。
三
年
の
者
は
一
階
一
名
、
二
階
一
名
。
四
年
の
者
は
一
階
一
名
、
二

階
三
名
、
三
階
一
名
、
四
階
三
名
。
五
年
の
者
は
二
階
二
名
、
四
階
一
名
、
五
階
一
名
。

六
年
の
者
は
三
階
一
名
。
八
年
の
者
は
五
階
一
名
。
九
年
の
者
は
四
階
一
名
で
あ
る
。

赴
任
年
数
二
～
三
年
の
者
は
昇
進
し
な
い
者
の
方
が
多
い
が
、
五
年
赴
任
し
て
い
る
者
は
全
て
昇
進
し
て
い
る
。
逆
に
六
年
赴
任
し
て
も
昇

進
し
な
い
者
な
ど
、
赴
任
年
数
を
重
ね
す
ぎ
る
と
昇
進
ペ
ー
ス
の
遅
い
者
が
い
る
。

す
な
わ
ち
買
方
役
の
職
階
と
し
て
は
平
で
初
赴
任
す
る
者
が
大
半
を
占
め
、
そ
の
後
昇
進
し
て
相
談
役
・
筆
頭
止
ま
り
の
者
も
い
る
が
、

最
も
多
い
パ
タ
ー
ン
と
し
て
名
目
役
の
下
級
で
あ
る
上
座
役
と
な
っ
て
任
務
を
終
え
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
買
方
役
と
な
っ
た
三
三
人

の
う
ち
、
買
方
役
終
了
後
、
最
終
的
に
上
座
役
以
上
に
昇
っ
た
者
は
二
五
人
（
八
〇
・
六
％
）
を
占
め
て
い
る
（
７
）。
買
方
役
は
、
京
本
店
名
目

役
手
代
（
役
付
手
代
）
に
昇
進
で
き
る
出
世
コ
ー
ス
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
昇
進
の
遅
速
の
原
因
は
、
勤
務
年
数
と
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第8表 伯州・雲州買方役の赴任前後での職階変化

買方役赴任初年職階 買方役赴任最終年職階

職階 人数 割合 職階 人数 割合

名
目
役

組 頭 0 0％ 名
目
役

組 頭 1 3％

役 頭 0 0％ 役 頭 3 9％

上座役 3 9％ 上座役 10 30％

上座格 2 6％ 上座格 1 3％

平

平筆頭 3 9％
平

平筆頭 4 12％

相談役 0 0％ 相談役 3 9％

平 22 67％ 平 8 24％

不 明 3 9％ 不 明 3 9％

合 計 33 100％ 合 計 33 100％

注） 1.第5表の結果に基づき作成。

2.第5表の買方役は34名だが、No.1の中西宇右衛門は買方役

として派遣されていないため、この表に含めなかった。



「
働
き
具
合
」
で
あ
っ
た
（
８
）。
三
井
越
後
屋
の
手
代
の
場
合
、
平
と
し
て
働
く
期
間
は
一
〇
年
ほ
ど
で
あ
る
。
木
綿
を
吟
味
す
る
能
力
に
長
け

た
者
は
、
平
の
早
い
段
階
で
買
方
役
に
就
い
て
長
期
間
仕
入
を
行
う
場
合
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
逆
に
、
仕
入
任
務
に
不
適
な
人
材
の
場
合
、

平
の
ま
ま
数
回
赴
任
し
て
そ
の
ま
ま
退
役
す
る
場
合
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
買
方
役
は
三
井
越
後
屋
の
職
階
の
内
、
概
ね
平
か
ら
上
座
役
の
段
階
ま
で
に
経
験
し
て
お
く
べ
き
任
務
だ
っ
た
（
９
）。
後
述

す
る
よ
う
に
、
買
方
役
は
、
資
金
出
入
の
チ
ェ
ッ
ク
、
木
綿
価
格
・
品
質
の
見
極
め
、
現

地
の
生
産
者
、
商
人
と
の
折
衝
・
懸
け
引
き
な
ど
を
行
う
職
務
で
あ
り
、
買
方
役
を
任
さ

れ
る
手
代
は
、
京
本
店
の
実
務
の
中
で
経
験
を
積
ん
だ
「
一
種
の
専
門
家
（

�）」
で
あ
る
こ
と

を
要
求
さ
れ
て
い
た
。
逆
に
、
任
命
さ
れ
た
手
代
達
に
し
て
み
れ
ば
、
買
方
役
は
商
品
仕

入
に
関
す
る
一
連
の
実
地
業
務
を
経
験
で
き
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
と
も
に
京
本
店
幹

部
に
昇
進
で
き
る
出
世
コ
ー
ス
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

2
伯

州
買

方
役

の
規

則

右
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
京
本
店
か
ら
派
遣
さ
れ
る
伯
州
買
方
役
は
、
現
地
で
の
木
綿

仕
入
を
主
な
業
務
と
し
て
い
た
。
京
本
店
で
は
、
伯
州
買
方
役
の
任
務
に
あ
た
っ
て
遵
守

す
べ
き
内
容
を
以
下
の
「
申
渡
之
覚
」
と
し
て
定
め
て
い
た
。

［
史
料
五
（

�）］申
渡
之
覚

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）
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第9表 伯州買方役の赴任年数と赴任初年と最終年の職

階の差

昇 進 職 階

なし 1階級 2階級 3階級 4階級 5階級 不明

買
方
役
赴
任
年
数

1年 4

2年 5 1 1

3年 3 1 1

4年 1 1 3 1 3

5年 2 1 1

6年 1 1

7年

8年 1

9年 1

注） 第5表の結果に基づき作成。



一
御
公
儀
様
御
法
度
之
趣
急
度
相
守
可
申
事

一
国
所
之
掟
急
度
相
守
可
申
事

一
綿
・
木
綿
仕
入
払
方
、

�留
中
雑
用
諸
入
目
、

��道

� 中

� 往

� 来

� 路

� 金

� 入

� 用

� 何
れ
茂
帳
面
江
相
記
追
而
勘
定
仕
立
可
申
事

一
金
子
遊
取
有
之
候
共
、
他
所
江
当
座
貸

�取
替
金
等
一
切
仕
間
鋪
事

但
、
如
何
様
之
筋
ニ
而
頼
来
候
共
、
口
合
請
合
等
堅
仕
間
敷
事

「
一
買

（
付
紙
）

方
相
仕
廻
候
ハ
ヽ
残
銀
無
之
様
可
相
心
得
候
、
自
然
残
銀
等
多
キ
節
ハ
銀

� 札

� ニ

�
�
�

而
茂
持
登
候
様
懸
引
可
致
事

但
、
赤
崎
表
よ
り
雲
州
平
田
其
外
共
買
方
ニ
参
り
候
節
、
買
物
代
相
払
残
銀
時
々
紙
佐
方
江
持
帰
可
申
候
、
仮
令
先
方
手
堅
キ
方

ニ
而
も
預
ケ
置
候
儀
無
用
之
事

」

一
上
下
道
中
筋

�国
方

�留
中
大
酒
喧
嘩
口
論
相
嗜 （慎
カ
）

可
申
事

一
国
方

�留
中
博
奕
諸
勝
負
一
銭
之
儀
ニ
而
も
か
た
く
仕
間
鋪
事

一
於
他
国
遊
女
狂
ひ
者
不
及
申
、
茶
屋
等
に
て
乱
行
一
切
仕
間
敷
事

一
買
入
代
ロ
物
一
々
遂
吟
味
善
悪
急
度
相
糺
可
申
候
、
勿
論
市
買
之
事
ニ
候
得
者
品
ニ
寄
不
同
茂
可
有
之
儀
、
所
詮
買
切
候
上
者
仕
方

無
之
候
間
、

�角
買
上
ケ
市
札
之
儘
に
て
指
為
登
可
申
事

一
悪
風
成
物
買
取
土
地
ニ
而
売
払
申
品
茂
可
有
之
候
、
是
等
之
勘
定
明
白
ニ
見
え
候
様
可
致
事

一
私
に
ほ
ま
ち
商
一
切
仕
間
鋪
候
、
万
一
少
々
ニ
而
も
有
之
後
日
ニ
相
知
れ
候
時
者
、
私
欲
同
前
急
度
越
度
可
申
附
候
、
旅
宿
之
事
ニ

候
得
者
聊
に
て
茂
後
暗
き
事
無
之
様
万
事
実
躰
ニ
相
務
可
申
事

一
「
雲

（
貼
紙
）伯
」
伯

� 州

� 木
綿
買
方
相
企
候
儀
者
、
江
戸
大
坂
ニ
而
下
直
に
売
弘
申
度
存
念
也
、
然
者
悪
風
物
買
取
、
又
者
雑
用
懸
り
物
多
ク

押
廻
、
高
直
ニ
附
候
而
者
大

�其
働
無
之
候
、
然
者
自
分
支
配
与
心
得
、
前
後
相
考
無
油
断
打
入
り
、
倹
約
を
守
駄
賃
等

�茂
気
を
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附
可
申
候
、
尤
京
都
江
之
通
達
者
定
之
出
目
に
急
度
差
出
シ
可
申
事

右
之
通
急
度
相
守
可
申
者
也

右
被
仰
渡
候
趣
一
々
承
知
奉
恐
、
急
度
相
守
可
申
候
、
為
其
印
形
如
件

史
料
五
は
、
買
方
役
就
任
者
が
就
任
時
に
印
形
を
捺
し
て
遵
守
誓
約
す
る
誓
紙
の
役
割
も
果
た
す
、
買
方
役
の
服
務
規
則
の
原
本
で
あ
り
、

改
定
し
た
さ
い
見
せ
消
ち
で
抹
消
し
た
り
付
紙
や
貼
紙
が
付
け
ら
れ
、
改
定
の
跡
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
年
代
の
記
載
は
な
い
が
、

も
と
も
と
伯
州
買
方
役
の
規
則
と
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
が
、
付
紙
や
貼
紙
に
よ
り
雲
州
・
伯
州
木
綿
の
仕
入
規
則
と
し
て
修
正
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
規
則
は
雲
州
木
綿
の
仕
入
が
始
ま
っ
た
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
雲
州
に
対
象
範
囲
が
加

わ
っ
た
と
き
改
定
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
服
務
規
則
は
改
定
を
経
な
が
ら
代
々
受
け
継
が
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
付
紙
・
貼
紙

部
分
を
除
外
し
抹
消
部
分
を
復
活
さ
せ
た
も
の
が
改
定
以
前
の
服
務
規
則
の
原
形
で
あ
り
、
こ
の
原
形
が
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
井
上

源
七
が
は
じ
め
て
買
方
役
に
任
命
さ
れ
た
と
き
に
制
定
さ
れ
、
井
上
源
七
に
手
交
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
終
改
定
後
の
各
条
項
ご
と
の
内
容
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
幕
府
や
伯
州
・
雲
州
の
法
令
遵
守
（
第
一
条
・
第
二
条
）
、

②
仕
入
資
金
の
管
理
・
使
用
（
第
三
条
・
第
四
条
・
第
五
条
）
、
③
喧
嘩
・
口
論
・
博
奕
・
遊
女
狂
い
・
茶
屋
遊
び
の
禁
止
（
第
六
条
・
第

七
条
・
第
八
条
）、
④
品
物
仕
入
・
吟
味
の
方
法
（
第
九
条
・
第
十
条
・
第
十
一
条
・
第
十
二
条
）。
買
方
役
の
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
仕

入
に
必
要
な
金
銭
の
扱
い
と
品
物
の
善
し
悪
し
の
吟
味
に
関
す
る
項
目
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
以
下
、
仕
入
資
金
の
管
理
・
使
用
と
品
物

仕
入
・
吟
味
の
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（

1）
仕
入
資
金
の
運
用

ま
ず
、
仕
入
資
金
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
第
三
条
は
記
帳
を
徹
底
す
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
。
綿
・
木
綿
の
仕
入
に
対
す
る
支
払
い
、

�

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）

41



留
中
の
雑
用
な
ど
へ
の
支
出
は
、
全
て
帳
面
に
記
録
し
て
お
き
、
あ
と
で
正
規
の
勘
定
帳
を
作
成
す
る
（
「
勘
定
仕
立
」
）
。
史
料
四
の
買
宿

に
誓
約
さ
せ
た
「
仕
法
」
と
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、
「
仕
法
」
で
は
、
資
金
保
管
と
記
帳
は
買
宿
の
担
当
と
し
て
い
る
の
で
、
買
方
役
に
よ

る
「
勘
定
仕
立
」
（
「
仕
法
」
で
は
「
御
勘
定
仕
立
」
）
は
、
個
別
の
仕
入
ご
と
に
買
宿
が
記
帳
し
た
帳
簿
と
現
物
を
点
検
・
照
合
し
て
正
規

の
勘
定
帳
に
記
帳
さ
せ
両
者
印
形
を
据
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
買
方
役
が
京
本
店
を
代
表
し
て
会
計
監
査
を
行
う
原
則
で
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
は
買
方
役
に
よ
る
買
宿
に
対
す
る
監
視
で
あ
る
と
と
も
に
、
買
方
役
を
務
め
た
手
代
の
手
腕
の
評
価
に
も
つ
な
が
り
、

そ
の
後
の
長
期
在
任
や
昇
任
に
直
結
す
る
こ
と
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
な
お
第
三
条
で
天
明
二
年
制
定
時
に
あ
っ
た
往
還
路
銀
支
出
記
帳
規
定

が
外
さ
れ
て
い
る
の
は
、
寛
政
五
年
よ
り
京

�伯
州
間
の
往
復
路
で
支
出
す
る
宿
代
、
駕
籠
代
な
ど
交
通
費
・
宿
泊
費
を
「
路
用
銀
」
と
い

う
名
目
で
買
方
役
に
前
渡
し
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
（

�）。

第
四
条
は
持
参
資
金
全
額
を
仕
入
に
充
当
す
べ
き
こ
と
を
規
定
す
る
。
仕
入
に
支
出
さ
れ
て
い
な
い
有
休
資
金
（「
遊
取
」
）
を
、
現
地
の

業
者
や
織
元
に
当
座
貸
や
前
貸
（「
取
替
金
」
）
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
誰
が
頼
ん
で
き
た
と
し
て
も
引
き
受
け
た
り
し
な
い
こ
と
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
る
。
資
金
は
全
額
、
木
綿
仕
入
に
あ
て
る
こ
と
、
リ
ス
ク
を
伴
う
現
地
業
者
へ
の
仕
入
金
貸
付
や
前
貸
を
厳
禁
し
て
い
る

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
仕
入
資
金
が
木
綿
量
に
対
し
て
過
剰
な
時
期
に
、
遊
休
資
金
を
貸
し
付
け
て
利
潤
を
上
げ
た
い
と
い
う
買
方

役
の
衝
動
を
抑
制
す
る
規
定
で
あ
ろ
う
。

第
五
条
は
残
銀
が
出
た
場
合
の
処
置
に
つ
い
て
規
定
す
る
。
「
付
紙
」
に
書
か
れ
た
条
目
で
あ
り
、
天
明
二
年
制
定
時
よ
り
後
に
追
加
規

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
仕
入
の
た
め
藩
内
全
域
を
回
り
尽
く
し
た
時
点
で
、
残
銀
が
出
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
、
も
し
残

銀
が
多
い
場
合
は
、
銀
札
で
も
い
い
か
ら
京
本
店
ま
で
持
ち
帰
る
、
と
す
る
。
こ
こ
で
も
第
四
条
と
同
様
に
、
持
参
し
た
仕
入
資
金
は
全
額

木
綿
購
入
に
あ
て
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
第
五
条
制
定
時
に
許
容
さ
れ
て
い
た
銀
札
で
の
残
銀
持
ち
帰
り
が
そ
の
後
認
め
ら
れ
な
く
な

っ
て
い
る
の
は
、
鳥
取
藩
内
の
み
で
の
流
通
を
前
提
と
す
る
藩
札
を
京
本
店
に
持
ち
帰
っ
て
も
運
用
で
き
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
但
し
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書
き
で
は
買
方
役
が
は
る
ば
る
雲
州
平
田
な
ど
ま
で
仕
入
に
行
っ
た
場
合
で
も
、
そ
の
つ
ど
残
銀
は
赤
碕
西
紙
屋
佐
兵
衛
宅
ま
で
持
ち
帰
り
、

得
意
先
が
た
と
え
堅
実
で
信
用
で
き
る
相
手
で
あ
っ
て
も
残
銀
を
預
け
て
は
い
け
な
い
、
と
す
る
。
こ
の
但
し
書
き
は
、
む
し
ろ
第
四
条
の

前
貸
禁
止
規
定
の
付
則
と
み
た
ほ
う
が
い
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
第
五
条
か
ら
雲
州
で
の
買
方
役
の
仕
入
活
動
も
佐
兵
衛
宅
を
拠
点
に
行
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
買
方
役
に
は
買
宿
に
あ
る
仕
入
金
の
残
額
確
認
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
買
宿
西
紙
屋
に
よ
る
仕
入
資
金
不
正
利
用

の
監
視
は
買
方
役
の
任
務
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
伯
州
に
持
ち
込
ん
だ
仕
入
資
金
の
保
管
を
西
紙
屋
左
兵
衛
が
行
い
、
買
方
役
は
必

要
に
応
じ
て
そ
こ
か
ら
仕
入
資
金
を
引
き
出
し
て
使
用
す
る
こ
と
も
規
定
さ
れ
て
い
た
。
買
方
役
は
単
に
西
紙
屋
佐
兵
衛
宅
で
仕
入
の
指
示

や
資
金
出
入
の
差
配
を
す
る
だ
け
で
な
く
、
現
場
に
出
て
自
ら
仕
入
活
動
を
行
う
職
務
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
京
本
店
は
仕
入
活
動
と
関
係

の
無
い
、
買
方
役
独
自
の
利
殖
や
商
売
を
禁
止
し
、
買
方
役
に
対
し
て
繰
綿
・
木
綿
の
仕
入
業
務
に
専
念
す
る
よ
う
徹
底
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

（

2）
仕
入
方
法
と
品
質
チ
ェ
ッ
ク

伯
州
買
方
役
の
木
綿
仕
入
活
動
は
、
買
宿
の
任
務
と
異
な
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
仕
入
活
動
は
第
九
条
で
、
仕
入
れ
た
品
物
は
そ
れ
ぞ
れ
吟

味
し
善
悪
を
た
だ
す
。
市
買
に
よ
る
品
質
の
不
均
質
は
商
品
を
全
部
買
い
切
る
の
で
や
む
を
得
な
い
が
、
買
方
役
の
判
断
で
選
別
し
た
り
値

札
を
付
け
か
え
た
り
せ
ず
、
買
い
上
げ
市
札
の
ま
ま
登
す
、
と
定
め
る
。
買
方
役
は
木
綿
市
で
の
木
綿
ま
と
め
買
い
を
主
要
任
務
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
市
買
と
い
う
仕
入
活
動
は
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
伯
州
で
は
市
が
立
つ
条
件
が
な
か
っ
た
た
め

買
宿
西
紙
屋
に
よ
っ
て
木
綿
集
荷
を
行
っ
た
が
、
雲
州
で
は
平
田
・
松
江
・
杵
築
・
宍
道
・
直
江
・
今
市
・
加
茂
・
大
東
・
三
刀
屋
な
ど
に

木
綿
市
が
た
ち
、
木
綿
売
買
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（

�）。
む
ろ
ん
、
西
紙
屋
や
買
子
、
代
買
に
同
行
し
て
仕
入
活
動
を
行
い
、
代
買
を
訪
れ

て
集
荷
・
梱
包
・
送
荷
に
立
ち
会
っ
た
り
し
て
西
紙
屋
佐
兵
衛
の
業
務
担
当
地
区
の
木
綿
仕
入
も
行
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
買
方
役
は
西
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紙
屋
の
集
荷
圏
外
に
あ
る
木
綿
仕
入
を
主
要
任
務
の
一
つ
に
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
寛
政
十
二
年
以
降
、
雲
州
平
田
の
西
台
屋
彦
兵
衛
を
買

宿
に
指
定
し
て
雲
州
木
綿
の
仕
入
を
開
始
す
る
（

�）。
そ
れ
以
降
の
買
方
役
の
活
動
内
容
は
西
紙
屋
と
西
台
屋
の
集
荷
圏
外
か
ら
の
仕
入
活
動
も

含
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
第
三
条
か
ら
は
、
先
述
の
通
り
繰
綿
仕
入
も
任
務
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
で
、
買
方
役
の
規
則
に
は
生
産
者
に
繰
綿
を
渡
し
木
綿
を
織
ら
せ
て
製
品
を
回
収
す
る
業
務
規
定
は
な
い
。
買
方
役
も
買
宿
や
買
子

に
同
行
し
て
生
産
者
を
訪
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
が
、
直
接
木
綿
生
産
の
編
成
を
主
管
し
て
い
た
の
は
買
宿
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
前
章
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
買
方
役
と
西
紙
屋
は
三
都
で
は
売
物
に
な
ら
な
い
低
級
品
の
鳥
取
藩
内
で
の
売
却
も
行
っ
て
い
た
。

第
一
〇
条
で
、
品
質
の
悪
い
物
を
買
取
り
、
現
地
で
売
払
っ
た
場
合
、
代
金
勘
定
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
。
第
一
一
条
で
、
私
的
に
内
密
の
収

入
を
得
る
商
売
（「
ほ
ま
ち
商
い
」）
は
禁
止
す
る
。
万
一
わ
ず
か
で
も
不
正
販
売
を
行
い
、
後
日
露
見
し
た
場
合
は
私
欲
の
行
為
と
し
て
処

分
す
る
。
出
先
の
こ
と
な
の
で
少
し
も
後
ろ
め
た
い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
万
事
真
面
目
に
つ
と
め
る
こ
と
、
と
定
め
る
。
低
級
品
の
現
地
売

却
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
売
上
金
も
帳
簿
に
記
録
し
、
三
井
越
後
屋
の
収
益
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
州
な
ど
他
地
域
の
仕
入
活

動
で
も
同
様
で
あ
る
が
、
買
方
役
に
よ
る
私
的
商
売
を
禁
止
し
、
手
代
が
利
益
を
得
な
い
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
京
本
店
の
仕

入
活
動
と
い
う
本
業
を
疎
か
に
し
な
い
た
め
の
心
構
え
で
も
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
買
方
役
は
低
価
格
品
の
仕
入
を
徹
底
さ
れ
て
い
た
。
第
一
二
条
で
、
雲
州
・
伯
州
の
木
綿
仕
入
は
江
戸
・
大
坂
で
の
低
価
格
販
売

の
た
め
で
あ
り
、
低
品
質
商
品
の
仕
入
や
、
雑
用
諸
経
費
が
嵩
み
単
価
を
上
げ
る
働
き
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
自
分
が
差
配
し
て
い
る
こ
と

を
よ
く
心
得
て
油
断
無
く
任
務
に
打
込
み
、
倹
約
し
駄
賃
等
の
出
費
に
も
気
を
つ
け
よ
。
京
都
へ
の
連
絡
は
規
定
の
額
面
を
超
過
し
た
場
合

（
＝
仕
入
金
不
足
が
生
じ
た
場
合
）
に
急
い
で
行
う
こ
と
、
と
規
定
す
る
。
伯
州
木
綿
仕
入
の
長
所
は
品
質
に
比
し
て
低
価
格
な
点
で
あ
り
、

京
本
店
が
低
価
格
で
の
仕
入
、
雑
費
増
加
の
抑
止
を
定
め
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
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3

買
方

役
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

先
述
の
よ
う
に
、
買
方
役
は
商
品
の
品
質
や
価
格
を
見
極
め
る
高
い
能
力
が
要
求
さ
れ
る
職
務
で
あ
っ
た
。
京
本
店
の
幹
部
は
、
買
方
役

の
派
遣
に
あ
た
り
、
手
代
達
の
目
利
き
能
力
を
重
視
し
、
能
力
向
上
を
模
索
し
て
い
た
。

［
史
料
六
（

�）］

（
前
略
）

一
京
本
店
ハ
諸
代
物
買
方
目
利
是
第
一
之
勤
ニ
候
、
然
ニ
直
打
役
承
り
而
よ
り
直
打
仕
習
候
様
ニ
而
者
本
目
利
ニ
難
成
、
右
難
成
ニ
付
而

者
買
方
役
所
割
人
備
旁
甚
指
支
不
工
面
之
事
共
在
之
候
、
依
而
初
元
過
平
手
代
ニ
成
候
ハ
ヽ
、
夫
よ
り
已
上
諸
役
人

�直
打
稽
古
為

致
度
候
、
右
仕
方
者
三
月
よ
り
五
月

�日
永
故
、
其
折
柄
譬
者
練
秩
父
上
処
・
下
処
止
メ
中
隅
之
処
拾
疋
、
壱
番
よ
り
拾
番

�仮
り

札
付
、
此
元
直
ツ
舟
ゝ

（
四
百
匁
）此
拾
疋
夫
々
ニ
直
打
を
入
、
凡
ツ
舟
ゝ

（
四
百
匁
）ニ
入

（
入
ニ
カ
）

し
て
、
其
直
打
書
銘
々
巻
紙
ニ
認
、
支
配
役
へ
差
出
さ
セ
、
銘
々

直
打
目
利
之
器
了
（
量
）見
改
、
其
器
了
ニ
応
引
上
立
身
申
付
方
可
在
之
、
右
直
打
器
了
晴
ヶ
間
敷
常
々
存
候
時
者
、
外
事
ニ
心
不
入
、
家

業
之
道
筋
心
掛
厚
ク
可
成
道
利
と
存
候

（
後
略
）

こ
れ
は
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
向
崎
吉
郎
兵
衛
（
京
本
店
再
勤
、
寛
政
十
年
段
階
で
元
締
）
が
商
売
上
の
注
意
事
項
や
必
要
事
項
を

記
し
た
史
料
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
吉
郎
兵
衛
は
買
方
役
に
対
す
る
不
安
を
吐
露
し
、
次
の
よ
う
な
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
京
本
店
は
代
呂
物
買
方
の
品
質
鑑
定
（「
目
利
」）
が
第
一
の
任
務
で
あ
る
。「
直
打
役
」
（
品
質
鑑
定
・
値
段
交
渉
を
す
る
役
）

に
就
い
て
か
ら
「
直
打
」
を
習
う
よ
う
で
は
真
に
値
段
の
評
価
を
で
き
る
よ
う
に
な
ら
ず
、
そ
う
な
る
と
買
方
役
を
派
遣
す
る
に
あ
た
り
人
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員
選
定
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
初
元
か
ら
昇
進
し
た
ば
か
り
の
平
手
代
か
ら
諸
役
人
（
支
配
よ
り
下
の
手
代
）
ま
で
全

員
に
直
打
の
稽
古
を
さ
せ
た
い
（
職
階
は
第

7表
参
照
）。
具
体
的
に
は
三
月
か
ら
五
月
ま
で
の
日
の
長
い
時
期
に
、
た
と
え
ば
「
練
秩
父
」

の
「
上
」
か
ら
「
下
」
の
等
級
の
中
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
一
〇
疋
抜
き
出
し
て
「
一
番
」
か
ら
「
十
番
」
の
仮
札
を
つ
け
る
。
元
値
合
計
を
四

〇
〇
目
と
し
、
一
〇
疋
そ
れ
ぞ
れ
値
段
を
付
け
、
合
計
値
が
概
ね
四
〇
〇
目
に
な
る
よ
う
に
計
算
さ
せ
、
結
果
を
各
自
巻
紙
に
書
い
て
支
配

役
へ
提
出
す
る
。
支
配
役
は
そ
れ
ぞ
れ
の
品
質
鑑
定
・
価
格
設
定
能
力
を
判
定
し
、
能
力
に
応
じ
て
取
り
立
て
、
立
身
を
命
じ
る
、
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

仕
入
店
で
あ
る
京
本
店
で
は
、
高
品
質
低
価
格
の
商
品
を
適
切
に
仕
入
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
、
品
物
値
段
の
目
利
き
能
力
は
必
要

不
可
欠
な
技
術
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
現
地
へ
派
遣
し
て
仕
入
を
行
う
買
方
役
に
と
っ
て
目
利
き
能
力
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
技
術
と
み
な

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
元
締
役
向
崎
吉
郎
兵
衛
が
こ
の
よ
う
な
訓
練
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
買
方
役
と
し
て
派
遣
で
き
る
人
材
に
苦
労
す
る
局
面
が
あ
っ
た
こ
と
、
手
代
全
員
が
必
ず
し
も
目
利
き

に
長
け
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
京
本
店
が
買
方
役
に
求
め
て
い
る
何
よ
り
重
要
な
素
質
と
は
、
品
質
と
価
格
を
正

確
に
見
極
め
、
よ
り
低
価
格
で
の
仕
入
を
す
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（

1）
（

11）
「
雲
伯
買
方
申
渡
之
覚
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
続
一
二
一
九
）。

（

2）
「
名
代
云
送
帳
」
寛
政
五
年
十
一
月
四
日
条
、
寛
政
六
年
十
一
月
十
四
日
条
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
六
二
）。

（

3）
（

4）
「
尾
印
勤
要
記
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
五
一
六
）。

（

5）
こ
の
時
期
、
大
坂
本
店
は
廉
価
木
綿
の
直
仕
入
を
目
指
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
伯
州
木
綿
の
直
仕
入
を
試
み
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
「
永
書
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
三
〇
）
の
寛
政
七
年
五
月
二
十
九
日
条
に
「
家
城
藤
吉
、
大
坂
店
木
綿
一
件
ニ
付
今
夜
船
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罷
下
候
事
」
と
あ
る
よ
う
に
大
坂
本
店
で
「
木
綿
一
件
」
と
い
う
問
題
が
発
生
し
、
京
本
店
と
大
坂
本
店
が
共
に
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
同
八
月
六
日
条
に
「
大
坂
本
店
支
配
役
河
田
作
兵
衛
・
役
頭
新
井
彦
兵
衛
、
木
綿
方
示
合
ニ
付
今
朝
上
京
候
事
」
、
同

十
月
七
日
条
に
「
大
坂
本
店
木
綿
類
直
打
役
為
手
伝
組
頭
退
役
緒
川
喜
平
次
、
今
夜
船
罷
下
候
事
」
な
ど
、
京
本
店
の
手
代
が
直
打
の
技
術
指

導
の
た
め
に
大
坂
本
店
を
訪
れ
、
大
坂
本
店
の
支
配
役
ら
が
京
本
店
に
相
談
に
来
る
な
ど
京
本
店
と
大
坂
本
店
が
何
ら
か
の
事
態
に
協
力
し
て

対
応
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
「
木
綿
一
件
」
を
め
ぐ
る
問
題
は
今
後
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
大
坂
本
店
の
動
き

は
京
本
店
も
把
握
し
て
お
り
、
伯
州
買
方
役
の
二
名
枠
の
一
名
分
を
大
坂
本
店
の
手
代
に
あ
て
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
伯
州
買
方
控
」

（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
七
二
二
）
に
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
・
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
か
ら
文
化

五
年
（
一
八
〇
八
）
の
雲
州
・
伯
州
木
綿
仕
入
高
を
記
載
し
た
記
事
が
あ
る
。
こ
の
中
で
寛
政
九
年
段
階
の
み
大
坂
本
店
の
仕
入
高
九
九
七
二

反
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
実
際
こ
の
時
期
に
大
坂
本
店
で
直
仕
入
を
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
そ
の
他
の
年
は
京
本
店
の
仕
入
高
の
み
。

こ
の
雲
伯
木
綿
買
入
高
は
賀
川
前
掲
書
四
〇
九
頁
の
第
三

�八
二
表
で
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
）
。
現
地
で
の
仕
入
活
動
時
期
と
、
実
際
に
店

に
商
品
が
届
く
時
期
に
は
時
差
が
生
じ
る
た
め
、
寛
政
九
年
の
仕
入
高
は
中
尾
金
助
か
宮
本
忠
五
郎
の
仕
入
活
動
に
よ
っ
て
送
ら
れ
た
木
綿
と

思
わ
れ
る
。
直
仕
入
を
確
認
で
き
る
の
は
寛
政
九
年
の
み
で
あ
り
、
結
局
大
坂
本
店
が
単
独
で
伯
州
木
綿
を
直
仕
入
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

京
本
店
の
仕
入
と
競
合
す
る
こ
と
、
大
坂
本
店
独
自
の
商
品
直
仕
入
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

（

6）
た
だ
し
、
そ
の
内
の
上
原
政
次
郎
は
赴
任
年
数
五
年
で
五
階
級
昇
進
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
毎
年
昇
進
し
た
と
し
て
も
最
大
四
階
級
昇
進

で
あ
る
た
め
、
政
次
郎
に
関
し
て
は
開
始
時
点
が
平
で
な
く
相
談
役
か
筆
頭
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

（

7）
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
～
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
の
期
間
に
京
本
店
で
元
服
し
た
者
一
三
七
名
の
う
ち
、
上
座
役
ま
で
昇
格
し
た
の

は
五
二
名
（
三
七
％
）
、
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
～
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
元
服
し
た
一
一
一
名
の
う
ち
、
上
座
役
ま
で
昇
格
し
た
の

は
五
二
名
（
四
六
％
）
で
あ
っ
た
と
い
う
（
西
坂
靖
『
三
井
越
後
屋
奉
公
人
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
二
頁
第
一
一

表
）。
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
と
は
い

え
、
買
方
役
経
験
者
の
上
座
役
昇
格
率
は
比
較
的
高
い
と
い
え
る
。

（

8）
『
三
井
事

業
史
』
本

�第
一

巻
、
二
五
二
頁
。
奉
公
人
の
昇
進
年

齢
、
昇
進

比
率
な
ど
に

つ
い
て
は
前
掲
西
坂
書
一
〇
五
～
一
二
三
頁
で

詳

述
さ
れ
て
い
る
。
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（

9）
京
本
店
の
市
川
忠
三
郎
は
、
平
～
相
談
役
の
段
階
で
上
州
の
絹
織
物
を
仕
入
れ
る
上
州
買
方
役
に
就
い
て
い
る
と
い
う
（
西
坂
靖
「
京
本
店

元
〆
市
川
忠
三
郎
奉
公
履
歴
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
三
九
、
二
〇
〇
五
年
、
一
五
八
～
一
六
〇
頁
）。
上
州
買
方
役
で
も
、
初
下
り
が
平
、
最
終

年
度
が
上
座
役
と
い
う
手
代
が
多
い
。
た
だ
、
上
州
買
方
役
の
場
合
、
役
頭
や
組
頭
な
ど
上
位
職
階
で
任
務
に
就
い
て
い
る
者
が
伯
州
雲
州
買

方
役
に
比
し
て
多
い
（「
旅
買
物
式
目
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
八
九
四
）。

（

10）
西
坂
氏
は
「
平
手
代
後
期
に
な
る
と
、
特
定
の
部
署
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
営
業
を
実
際
に
担
う
存
在
と
な
っ
て
い
く
」
こ
と
、
こ
の
段
階
の

忠
三
郎
は
「
田
舎
反
物
の
買
い
付
け
に
熟
知
し
た
一
種
の
専
門
家
と
し
て
働
い
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
前
掲
西
坂
論
文
一
六
〇
頁
）。

（

12）
「
永
代
帳
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

別
一
二
〇
一
）
。
こ
の
史
料
は
京
本
店
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
太
儀
料
・
路
用
銀
・
褒
美
銀
と
い
っ

た
、
手
代
に
対
す
る
臨
時
支
出
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

（

13）
（

14）
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
四
二
八
頁
。

（

15）
「
向
崎
玄
甫
商
盛
衰
旧
記
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
追
一
五
九
三
）。

四
伯
州
木
綿
領
外
移
出
ル
ー
ト
の
掌
握

�西
紙
屋
の
問
屋
改
役
就
任

�

京
本
店
が
伯
州
木
綿
仕
入
を
拡
大
す
る
に
し
た
が
い
、
在
地
問
屋
に
よ
る
木
綿
集
荷
へ
の
介
入
や
、
仕
入
金
送
金
の
遅
滞
な
ど
、
様
々
な

問
題
に
直
面
す
る
。
京
本
店
・
買
方
役
・
買
宿
は
相
互
に
連
携
し
て
事
態
に
対
応
・
解
決
し
な
が
ら
仕
入
体
制
を
築
い
て
い
く
。
本
章
と
次

章
で
は
、
伯
州
の
在
地
問
屋
層
が
京
本
店
の
木
綿
仕
入
に
介
入
を
試
み
る
際
の
対
抗
策
、
木
綿
仕
入
金
の
現
地
調
達
方
法
の
模
索
と
い
う
二

つ
の
事
柄
を
通
し
て
伯
州
木
綿
仕
入
活
動
を
め
ぐ
っ
て
発
生
し
た
様
々
な
課
題
と
そ
の
解
決
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
買
方

役
が
伯
州
木
綿
仕
入
活
動
に
果
た
し
た
役
割
、
買
宿
と
の
関
係
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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1

在
地

問
屋

層
の

問
屋

役
出

願

京
本
店
に
よ
る
伯
州
で
の
木
綿
仕
入
が
活
発
に
な
る
と
、
在
地
有
力
問
屋
層
は
、
伯
州
木
綿
の
商
品
価
値
と
三
井
越
後
屋
に
よ
る
大
量
仕

入
に
着
目
し
、
三
井
越
後
屋
の
木
綿
仕
入
活
動
へ
の
関
与
を
試
み
る
よ
う
に
な
る
。
以
下
、
京
本
店
の
業
務
日
誌
の
一
つ
で
あ
る
「
会
所
諸

用
留
（
１
）」
収
録
の
記
事
を
中
心
に
、
鳥
取
藩
・
在
地
有
力
問
屋
層
の
動
き
と
京
本
店
・
買
宿
佐
兵
衛
の
対
応
を
追
っ
て
い
こ
う
。

京
本
店
の
仕
入
開
始
か
ら
四
年
経
っ
た
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
春
、
赤
碕
米
問
屋
三
軒
が
綿
木
綿
出
入
改
役
の
設
置
と
自
分
た
ち
へ
の

任
命
を
藩
へ
願
い
出
た
。
そ
れ
は
、
自
分
た
ち
三
軒
が
、
赤
碕
に
集
荷
さ
れ
積
み
出
さ
れ
る
綿
・
木
綿
取
引
の
チ
ェ
ッ
ク
を
請
け
負
い
、
見

返
り
と
し
て
綿
・
木
綿
商
人
か
ら
取
引
木
綿
一
丸
（
２
）に
つ
き
二
匁
五
分
、
綿
一
本
に
つ
き
二
匁
の
改
役
銭
を
徴
収
し
、
運
上
銀
を
藩
へ
上
納
す

る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
「
当
春
、
彼
地
赤
崎
御
米
問
屋
三
軒
有
之
、
此
銘
々
申
合
綿
木
面
出
入
改
役
致
度
よ
し
殿
様
江
願
上
、
少
々

之
御
運
上
相
立
右
産
物
之
商
売
人
よ
り
木
綿
壱
丸
ニ
凡
弐
匁
五
分
、
綿
壱
本
ニ
付
弐
匁
と
改
役
銭
取
致
候
様
相
願
候
」
）
。
こ
の
動
き
を
知
っ

た
西
紙
屋
佐
兵
衛
は
、
直
ち
に
こ
の
事
態
を
京
本
店
に
通
報
し
、
対
応
を
要
請
し
た
。

2

京
本

店
の

対
応

京
本
店
は
天
明
七
年
段
階
で
毎
年
木
綿
三
万
反
を
仕
入
れ
て
い
た
と
い
う
（
「
年
分
ニ
三
万
反
程
ツ
ヽ
買
方
出
来
申
候
」
）
。
そ
の
た
め
、

京
本
店
は
、
こ
の
大
量
仕
入
状
況
で
綿
木
綿
改
（
流
通
チ
ェ
ッ
ク
）
が
開
始
さ
れ
た
ら
、
毎
年
二
貫
目
の
改
役
銭
を
支
出
す
る
こ
と
に
な
り
、

京
都
に
向
け
て
発
送
す
る
荷
物
を
い
ち
い
ち
赤
碕
米
問
屋
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
の
は
き
わ
め
て
煩
雑
で
あ
る
と
の
状
況
認
識
を
示
し
た
（
３
）

（「
其
上
日
々
指
為
登
候
荷
物
一
々
右
問
屋
よ
り
改
請
候
事
故
大
ひ
成
ル
面
倒
有
之
」）
。
京
本
店
で
は
、
赤
碕
米
問
屋
の
行
動
に
つ
い
て
、
赤

碕
米
問
屋
が
京
本
店
の
大
量
仕
入
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
京
本
店
以
外
の
仲
買
の
集
荷
・
移
出
量
は
微
々
た
る
も
の
で
、
綿
木
綿
改
に

格
別
に
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
り
、
綿
木
綿
改
は
京
本
店
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
改
役
銭
の
徴
収
を
ね
ら
っ
て
い
る
こ
と
は
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明
白
、
と
分
析
し
て
い
る
（
「
元
来
右
御
米
問
屋
よ
り
申
出
候
義
、
近
年
手
前
大
数
買
方
仕
候
故
存
付
候
儀
ニ
有
之
、
畢
竟
外
中
買
ハ
少
々

之
儀
ニ
而
格
別
か
う

（
劫
カ
）立
候
者
無
之
、
此
方
目
当
テ
ニ
有
之
」
）
。
京
本
店
の
伯
州
木
綿
仕
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
廉
価
な
点
で
あ
り
、
京
本
店
と
し

て
仕
入
に
余
計
な
手
間
と
コ
ス
ト
は
か
け
た
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
京
本
店
は
、
赤
碕
米
問
屋
へ
の
対
抗
と
し
て
、
綿
木
綿
改
そ
の
も
の
を

中
止
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
現
状
を
認
識
し
た
う
え
で
、
運
上
銀
を
固
定
額
三
〇
〇
目
と
し
、
綿
・
木
綿
だ
け
で
な
く
紅
花
も
品
質
検
査

品
目
に
加
え
て
、
西
紙
屋
佐
兵
衛
に
自
ら
改
役
と
し
て
出
願
さ
せ
た
（「
紙
屋
佐
兵
衛
殿
よ
り
冥
加
銀
と
し
て
年
分
ニ
三
百
目
御
運
上
指
上
」）。

そ
し
て
前
年
ま
で
買
方
役
に
就
い
て
い
た
大
石
平
右
衛
門
に
こ
の
京
本
店
の
対
応
方
針
を
託
し
て
伯
州
へ
派
遣
し
、
西
紙
屋
佐
兵
衛
と
と
も

に
事
態
の
対
応
に
あ
た
ら
せ
た
。
対
象
品
目
に
紅
花
を
加
え
、
年
間
定
額
運
上
に
し
た
の
は
、
藩
が
有
利
と
み
て
佐
兵
衛
を
改
役
に
抜

�す

る
こ
と
を
見
越
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
運
上
銀
定
額
化
は
改
役
銀
目
的
の
煩
雑
な
検
査
を
回
避
す
る
た
め
に
三
井
越
後
屋
に
と
っ
て
不

可
欠
な
要
件
で
あ
っ
た
。

3

西
紙

屋
佐

兵
衛

の
改

役
出

願
と

承
認

京
本
店
の
基
本
方
針
、
平
右
衛
門
・
佐
兵
衛
の
協
議
の
結
果
に
基
づ
き
、
三
月
、
佐
兵
衛
は
藩
役
人
へ
願
書
を
提
出
し
た
。

［
史
料
七
（
４
）］

乍
恐
奉
願
上
口
上
之
覚

一
私
儀
近
年
木
綿

�綿
等
商
仕
申
上
候
、
右
ニ
付
恐
多
義
ニ
ハ
奉
存
候
得
と
も
、
此
度
諸
色
問
屋
役
、
私
江
被
仰
付
被
為
遣
候
ハ
ヽ
難

有
仕
合
奉
存
候
、
尤
右
御
運
上
之
儀
は
、
年
内
弐
百
目
私
請
負
ニ
被
仰
付
可
被
為
下
、
何
と
そ
願
之
通
御
聞
届
被
為
仰
付
被
為
遣
候

様
ニ
、
偏
ニ
奉
願
上
候
、
以
上
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未
天
明
七
年三
月

赤
崎
西
紙
屋佐
兵
衛

高
田
源
之
右
衛
門
様

史
料
七
は
佐
兵
衛
が
藩
役
人
の
高
田
源
之
右
衛
門
（
５
）に
出
し
た
願
書
で
あ
る
。
佐
兵
衛
は
、
自
ら
の
綿
・
木
綿
・
紅
花
商
売
の
実
績
を
踏
ま

え
て
「
諸
色
問
屋
役
」
へ
の
任
命
と
、
運
上
銀
請
負
額
毎
年
二
〇
〇
目
を
要
請
し
た
。
こ
こ
で
佐
兵
衛
は
「
諸
色
問
屋
役
」
と
い
う
名
称
を

使
っ
て
い
る
が
、
赤
碕
米
問
屋
ら
が
申
請
し
た
「
改
役
」
と
同
義
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
木
綿

�綿
等
」
の
表
現
で
わ
か
る
よ
う

に
、
佐
兵
衛
は
対
象
品
目
を
赤
碕
米
問
屋
が
申
請
し
た
綿
・
木
綿
だ
け
で
な
く
、
紅
花
も
加
え
た
三
品
と
し
て
い
た
（
「
紅
花
之
儀
も
此
度

願
之
内
江
籠
メ
候
而
相
願
候
故
、
則
左
兵
衛
殿
役
義
者
綿
木
綿
紅
花
右
三
品
之
改
役
に
被
仰
付
候
」）。

佐
兵
衛
の
願
書
を
受
理
し
た
藩
側
で
は
、
評
定
の
結
果
、
藩
内
綿
作
・
木
綿
織
業
の
振
興
に
と
っ
て
も
有
益
と
の
理
由
で
、
六
月
、
佐
兵

衛
を
「
改
役
」
に
任
命
し
た
（
「
御
評
定
御
下
タ
之
為
ニ
茂
宜
道
利
ニ
而
、
則
佐
兵
衛
殿
江
被
仰
付
候
儀
有
之
候
」
）
。
申
請
か
ら
任
命
ま
で
の

間
に
佐
兵
衛
が
使
っ
た
経
費
は
一
貫
二
〇
〇
目
余
で
あ
り
、
す
べ
て
京
本
店
が
手
配
し
た
（
「
右
一
件
ニ
付
、
此
度
諸
入
用
銀
壱
貫
弐
百
目

余
御
座
候
処
、
御
店
よ
り
御
差
出
被
下
」）。

こ
の
よ
う
に
、
佐
兵
衛
は
赤
碕
に
集
荷
さ
れ
る
木
綿
の
チ
ェ
ッ
ク
役
（「
改
役
」）
に
就
い
た
。
佐
兵
衛
は
実
質
的
に
、
赤
碕
に
お
け
る
綿
・

木
綿
・
紅
花
の
領
外
移
出
の
認
可
権
を
藩
か
ら
委
ね
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
天
明
年
間
段
階
に
お
い
て
、
京
本
店
が
赤
碕
に
集
荷

さ
れ
る
伯
州
木
綿
の
領
外
移
出
の
独
占
権
を
藩
の
承
認
の
も
と
で
獲
得
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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［
史
料
八
（
６
）］

覚

一
私
儀
近
年
京
都
三
井
買
入
之
綿

�木
綿
・
紅
花
世
話
仕
遣
候
、
右
ニ
付
運
送
船
宿
之
儀
奉
願
上
候
処
被
仰
付
、
難
有
仕
合
御
請
申
上

候
、
然
上
者
右
三
井
よ
り
会
釈
銀
之
内
、
為
御
冥
加
年
内
三
百
目
宛
、
毎
年
御
上
納
可
仕
候
、
尤
買
入
相
増
候
は
、
追
々
請
増
可
奉

願
上
候
、
為
後
日
一
札
差
上
置
申
上
候
、
以
上

未
天
明
七
年
六
月
日

八
橋
郡
赤
崎
浦佐

西
紙
屋
兵
衛

上
御
船
手
納
御
役
所
様

史
料
八
は
、
佐
兵
衛
が
六
月
に
「
綿
木
綿
紅
花
右
三
品
之
改
役
」
に
任
命
さ
れ
た
と
き
、
御
船
手
（
７
）上
納
御
役
所
に
提
出
し
た
誓
約
書
で
あ

る
。
赤
碕
は
港
町
で
も
あ
っ
た
た
め
、
赤
碕
か
ら
京
本
店
に
出
荷
す
る
木
綿
・
紅
花
に
か
か
る
運
上
銀
（
冥
加
銀
）
の
納
入
先
は
、
他
国
と

の
物
資
の
移
出
入
を
管
轄
す
る
御
船
手
御
役
所
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
佐
兵
衛
は
願
書
で
運
上
二
〇
〇
目
で
請
け
負
う
と
申
請
し
た
が
、
冥

加
三
〇
〇
目
で
裁
許
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
京
本
店
も
は
じ
め
か
ら
三
〇
〇
目
で
手
を
打
と
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
京
本
店
と
す

れ
ば
納
得
で
き
る
納
入
額
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
佐
兵
衛
は
「
改
役
」
を
願
書
で
は
「
諸
色
問
屋
役
」
と
書
き
、
今
回
の
御
船
手
上
納
役
所

宛
て
誓
書
で
は
「
運
送
船
宿
」
と
書
い
て
い
る
。
国
産
品
の
領
外
移
出
を
冥
加
を
納
め
て
特
許
さ
れ
た
者
を
「
運
送
船
宿
」
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
佐
兵
衛
か
ら
み
れ
ば
、
「
改
役
」
も
「
諸
色
問
屋
役
」
も
「
運
送
船
宿
」
も
同
一
実
体
で
あ
り
、
藩
の
申
請
窓
口
に
よ
っ
て
名
称
を

使
い
分
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
史
料
八
に
よ
る
と
、
冥
加
銀
毎
年
三
〇
〇
目
は
京
本
店
か
ら
佐
兵
衛
に
渡
さ
れ
る
「
会
釈
銀
」
（
京
本
店

が
佐
兵
衛
を
通
し
て
藩
に
支
払
う
挨
拶
料
）
の
な
か
か
ら
冥
加
銀
と
し
て
毎
年
三
〇
〇
目
ず
つ
上
納
す
る
こ
と
、
年
間
約
三
万
反
の
仕
入
量
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が
今
後
さ
ら
に
増
大
す
れ
ば
冥
加
も
増
額
す
る
と
約
束
し
て
い
る
。
こ
れ
は
口
銭
と
は
別
に
西
紙
屋
に
支
払
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

4
「

願
之

趣
意

」
に

み
る

三
井

越
後

屋
の

姿
勢

藩
側
は
米
問
屋
と
佐
兵
衛
の
双
方
の
申
請
を
比
較
検
討
し
、
佐
兵
衛
側
の
「
願
之
趣
意
」
に
軍
配
を
上
げ
た
（
「
手
前
願
方
趣
意
宜
旨
御

聞
届
被
下
、
則
当
六
月
落
着
被
仰
付
候
」）。

京
本
店
が
佐
兵
衛
に
提
出
さ
せ
た
願
書
の
「
願
之
趣
意
」
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

［
史
料
九
］

（
前
略
）
左
兵
衛
殿
よ
り
願
之
趣
意
と
申
者
、
此
方
江
被
為
仰
付
候
ハ
ヽ
三
井
方
買
物
之
世
話
料
申
請
候
内
、
為
御
運
上
前
ニ
書
記
候

通
指
上
、
永
々
手
前
買
物
是

�之
通
無
恙
買
方
出
来
候
得
者
重
畳
之
儀
ニ
有
之
、
右
役
儀
蒙
仰
候
共
、
外
商
売
人
之
改
役
銭
等
申
請
候

所
存
毛
頭
無
之
（
後
略
）

す
な
わ
ち
、
藩
側
に
対
し
て
は
、
京
本
店
よ
り
受
け
取
る
「
世
話
料
」（
前
掲
史
料
八
の
「
会
釈
銀
」）
か
ら
定
額
運
上
銀
上
納
を
約
束
し
、

京
本
店
側
に
対
し
て
は
、
従
来
通
り
在
地
問
屋
ら
の
妨
害
も
受
け
な
い
安
定
的
な
木
綿
仕
入
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
佐
兵
衛
が
「
改
役
」
に

な
っ
て
も
京
本
店
以
外
の
商
人
か
ら
改
役
銭
を
徴
収
し
な
い
。

こ
の
願
之
趣
意
は
京
本
店
・
佐
兵
衛
か
ら
内
々
に
藩
に
要
請
し
た
約
定
で
あ
り
（
「
右
之
様
子
ハ
御
内
分
を
以
申
上
候
儀
ニ
有
之
」
）
、
佐

兵
衛
が
正
式
に
提
出
し
た
願
書
に
は
こ
れ
ら
の
内
容
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
佐
兵
衛
は
、
文
面
上
「
綿
・
木
綿
・
紅
花
改
役
」
を
申
請
し

認
可
さ
れ
た
の
で
あ
り
（
「
表
向
願
者
只
一
ト
通
右
産
物
之
改
役
と
相
願
候
事
故
」
）
、
他
商
人
か
ら
改
役
銭
を
徴
収
し
う
る
立
場
と
な
っ
た
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の
で
あ
る
。
佐
兵
衛
が
「
欲
心
」
を
出
し
て
他
商
人
か
ら
も
改
役
銭
を
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
京
本
店
の
信
用
を
失
い
、
妨
害
を
受
け

か
ね
な
い
（
「
及
後
々
自
然
左
兵
衛
殿
欲
心
出
テ
外
商
人
之
改
役
銭
と
ら
れ
候
様
相
成
候
而
者
外
商
人
方
江
此
方
之
思
話
ク
甚
不
宜
上
、
同

様
之
妨
出
来
候
様
相
成
候
様
も
可
有
之
与
存
」
）
。
こ
の
よ
う
に
判
断
し
た
京
本
店
は
、
佐
兵
衛
に
京
本
店
以
外
の
商
人
の
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
は

し
な
い
と
い
う
誓
約
書
を
提
出
さ
せ
た
（
「
左
兵
衛
殿
よ
り
為
念
請
負
壱
札
取
之
置
申
候
」
）
。
京
本
店
で
は
、
伯
州
木
綿
の
領
外
移
出
を
巡

り
、
赤
碕
周
辺
で
仕
入
・
販
売
を
行
っ
て
い
る
木
綿
仲
買
と
の
対
立
・
衝
突
を
警
戒
し
た
の
で
あ
る
。

5

佐
兵

衛
の

誓
約

書

綿
・
木
綿
・
紅
花
三
品
改
役
に
任
じ
ら
れ
た
佐
兵
衛
は
京
本
店
重
役
に
対
し
て
改
役
請
負
の
一
紙
を
提
出
し
た
。

［
史

料
一

〇
（
８
）］

御
請
一
札
之
事

一
此
度
当
国
従
御
殿
様
綿
木
綿

�紅
花
荷
物
改
役
私
江
被
仰
付
候
儀
、
全
近
年
御
店
買
宿
仕
候
故
之
儀
与
奉
存
候
、
尤
右
支
配
役
之
儀

者
元
来
当
所
御
米
問
屋
三
軒
有
之
、
右
之
銘
々
存
付
願
出
候
儀
ニ
而
、
願
之
通
右
銘
々
江
被
仰
付
候
時
ハ
、
年
分
余
程
之
口
銭
出
銀

相
立
、
其
上
日
々
指
為
登
候
荷
物
改
請
候
事
故
、
甚
面
倒
成
儀
に
御
座
候
、
因
茲
右
一
件
ニ
付
、
大
石
平
右
衛
門
殿
御
下
向
被
下
万

端
御
相
談
を
以
、
手
前
よ
り
年
分
為
冥
加
銀
三
百
目
運
上
指
上
、
右
役
儀
相
勤
度
段
願
上
候
之
処
、
御
役
人
中
様
格
別
之
御
憐
愍
を

以
、
則
右
役
儀
私
江
被
為
仰
付
、
偏
御
店
御
蔭
故
与
難
有
仕
合
奉
存
候

一
右
一
件
ニ
付
、
此
度
諸
入
用
銀
壱
貫
弐
百
目
余
御
座
候
処
、
御
店
よ
り
御
差
出
被
下
、
扨
又
年
々
三
百
目
之
運
上
、
是
迚
も
御
店
御

用
向
相
勤
候
内
者
、
永
々
御
店
よ
り
御
指
出
被
下
候
様
平
右
衛
門
殿
被
仰
聞
御
厚
恩
之
程
難
有
子
孫
ニ
至

�忘
却
仕
間
鋪
候
、
然
上
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ハ
御
店
御
用
向
猶
々
太
切
ニ
相
心
得
出
情
可
仕
候

一
右
役
儀
私
へ
蒙
仰
を
候
様
、
御
店
よ
り
御
世
話
被
成
下
候
趣
意
者
、
御
店
御
買
物
是

�之
通
無
難
ニ
御
買
得
被
成
、
外
へ
口
銭
等
相

立
不
申
様

�已
来
外
々
よ
り
彼
是
不
申
出
様
被
成
度
而
巳
之
思
召
を
以
、
右
出
銀
等
御
店
よ
り
御
指
出
被
下
候
儀
、
然
者
当
所
中
買

中
右
産
物
売
買
之
口
銭
、
聊
ニ
而
茂
私
方
へ
申
請
間
鋪
旨
、
平
右
衛
門
殿
よ
り
被
仰
渡
御
尤
之
御
儀
承
知
仕
候
、
御
店
御
用
向
相
勤

候
内
、
一
切
外
商
人
右
産
物
之
改
口
銭
申
請
間
敷
候
、
為
後
日
請
負

�右
御
礼
証
文
仍
如
件

天
明
七
年
未
六
月

紙
伯
州
赤
崎屋
佐
兵
衛
（
印
）

京

横
三
井
本
店江
善
三
郎
殿
（
９
）

橋
井
利
兵
衛
殿

河
野
市
兵
衛
殿

添
書

一
右
一
件
ニ
付
、
已
来
御
殿
様
・
御
役
人
中
様
又
者
当
所
掛
ケ
合
之
筋
御
座
候
共
、
諸
事
御
店
之
御
下
知
ヲ
請
可
申
候
、
自
分
了
簡
を

以
取
斗
仕
間
敷
候
、
為
其
奥
書
如
件

こ
の
請
書
で
は
冒
頭
に
改
役
任
命
の

�末
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
二
つ
め
の
廉
書
以
降
で
京
本
店
・
平
右
衛
門
と
佐
兵
衛
と
の
や
り
と

り
と
、
佐
兵
衛
の
誓
約
内
容
が
わ
か
る
。
ま
ず
、
平
右
衛
門
は
佐
兵
衛
に
、
今
回
の
一
件
で
生
じ
た
諸
入
用
銀
一
貫
二
〇
〇
目
余
は
京
本
店

が
補

�す
る
こ
と
、
毎
年
三
〇
〇
目
の
運
上
も
京
本
店
の
買
宿
を
勤
め
て
い
る
う
ち
は
京
本
店
か
ら
支
出
す
る
こ
と
を
伝
え
た
。
佐
兵
衛
は

こ
れ
に
謝
意
を
示
し
た
上
で
、
京
本
店
の
買
宿
任
務
を
大
切
に
心
得
て
励
む
こ
と
を
約
束
し
た
（
以
上
第
二
条
）。
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ま
た
、
京
本
店
の
運
上
銀
支
出
は
、
木
綿
仕
入
を
従
来
通
り
行
う
た
め
の
措
置
で
あ
り
、
佐
兵
衛
が
三
井
以
外
の
商
人
か
ら
口
銭
を
取
る

こ
と
で
、
外
商
人
か
ら
の
苦
情
を
回
避
す
る
も
の
だ
っ
た
。
平
右
衛
門
は
佐
兵
衛
に
、
伯
州
の
仲
買
か
ら
木
綿
売
買
の
口
銭
を
徴
収
し
な
い

よ
う
要
請
し
、
佐
兵
衛
も
京
本
店
の
買
宿
を
勤
め
る
限
り
、
三
井
以
外
の
商
人
か
ら
一
切
口
銭
を
取
ら
な
い
と
約
束
し
た
（
以
上
第
三
条
）。

そ
し
て
佐
兵
衛
は
、
以
降
こ
の
一
件
で
鳥
取
藩
当
局
や
藩
役
人
、
伯
州
の
商
人
か
ら
苦
情
が
出
た
場
合
、
全
て
京
本
店
の
指
示
を
待
つ
よ

う
に
し
、
自
ら
の
裁
量
で
対
処
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
（
以
上
添
書
）。

改
役
に
な
っ
た
佐
兵
衛
に
対
し
て
、
京
本
店
は
今
回
の
支
出
銀
一
貫
二
〇
〇
目
と
、
毎
年
三
〇
〇
目
の
運
上
銀
を
支
払
う
こ
と
を
約
束
す

る
代
わ
り
に
、
三
井
と
の
取
引
関
係
が
継
続
す
る
限
り
に
お
い
て
、
三
井
以
外
の
商
人
か
ら
の
口
銭
徴
収
権
を
破
棄
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
以
降
三
井
木
綿
仕
入
の
改
役
に
関
す
る
責
任
の
所
在
は
買
宿
側
で
な
く
京
本
店
が
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
天
明
七
年
に
赤
碕
の
在
地
問
屋
層
が
行
っ
た

�願
に
対
し
て
、
京
本
店
で
は
、
佐
兵
衛
を
赤
碕
米
問
屋
の
希
望
し
て
い

た
役
職
と
同
等
の
改
役
に
就
か
せ
る
こ
と
で
問
屋
層
の

�願
を
排
除
し
、
第
三
者
に
よ
る
木
綿
の
チ
ェ
ッ
ク
や
運
上
銀
徴
収
の
回
避
に
成
功

し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
西
紙
屋
佐
兵
衛
の
改
役
任
命
に
つ
い
て
、
『
鳥
取
県
史
』
で
は
「
同
（
天
明

�筆
者
註
）
七
年
さ
き
に
上
方
三
井
本
店
の
伯

州
木
綿
買
宿
と
な
っ
て
い
た
八
橋
郡
赤
崎
宿
西
紙
屋
佐
兵
衛
が
、
藩
か
ら
木
綿
為
登
問
屋
格
を
許
さ
れ
て
運
上
銀
三
〇
〇
目
を
年
々
上
納
す

る
と
し
て
い
る
」
と
し
、
佐
兵
衛
の
改
役
へ
の
任
命
を
「
木
綿
の
上
方
市
場
へ
の
販
路
開
拓
に
伴
う
運
上
銀
賦
課
で
あ
っ
た
」
と
藩
の
殖
産

商
工
政
策
の
一
環
と
し
て
評
価
し
て
い
る
（

�）。
三
井
越
後
屋
の
史
料
か
ら
こ
の
一
件
を
見
て
み
る
と
、
佐
兵
衛
の
改
役
任
命
は
、
在
地
問
屋
の

介
入
を
阻
止
す
る
三
井
越
後
屋
の
活
動
で
あ
り
、
赤
碕
か
ら
領
外
移
出
さ
れ
る
伯
州
木
綿
の
独
占
権
獲
得
の
布
石
だ
っ
た
と
評
価
で
き
る
だ

ろ
う
。
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（

1）
「
会
所
諸
用
留
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
七
六
四
）。
本
章
で
は
、
特
記
の
な
い
限
り
同
史
料
所
収
記
事
を
用
い
て
い
る
。

（
2）

木
綿
梱
包
の
単
位
。
船
荷
と
し
て
「
三
丸
付
一
駄
」、
陸
荷
と
し
て
「
四
丸
付
一
駄
」
な
ど
の
記
述
が
あ
る
（「
尾
印
勤
要
記
」
三
井
文

庫
所
蔵
史
料

本
一
五
一
六
）
。
一
丸
あ
た
り
の
木
綿
反
数
は
輸
送
手
段
や
地
域
で
基
準
は
異
な
る
だ
ろ
う
が
、
例
え
ば
、
後
述
の
よ
う
に
三

万
反
の
木
綿
に
か
か
る
改
役
銭
（
一
丸
に
つ
き
二
匁
五
分
）
が
銀
二
貫
目
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
一
丸
＝
三
七
～
三
八
反
程
度
の

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（

3）
な
お
、
京
本
店
の
赤
碕
か
ら
の
木
綿
積
登
せ
ル
ー
ト
は
①
大
廻
し
（
赤
碕
か
ら
船
で
境
ま
で
出
る
。
西
回
り
航
路
を
利
用
し
て
船
で
大
坂
へ

向
か
う
）
、
②
岡
山
廻
し
（
赤
碕
か
ら
陸
路
で
作
州
勝
山
ま
で
出
る
。
勝
山
か
ら
旭
川
を
船
で
下
り
岡
山
へ
出
る
。
さ
ら
に
船
で
大
坂
へ
向
か

う
）、
③
因
州
廻
し
（
赤
碕
か
ら
陸
路
で
鳥
取
に
向
い
、
鳥
取
か
ら
因
幡
街
道
を
下
り
姫
路
へ
出
る
。
姫
路
か
ら
船
で
大
坂
へ
向
か
う
）、
の
三

つ
で
あ
っ
た
。
大
坂
ま
で
運
ん
だ
荷
物
は
大
坂
で
蔵
入
れ
し
、
そ
の
後
京
や
江
戸
へ
廻
漕
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
（
「
尾
印
勤
要
記
」
三
井
文
庫

所
蔵
史
料
本
一
五
一
六
）。
輸
送
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
前
掲
賀
川
書
（
四
一
一
～
四
一
二
頁
）
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

（

4）
前
掲
田
中
史
料
紹
介
三
〇
八
頁
、
史
料
三
〇
。
な
お
、
同
一
史
料
は
『
新
鳥
取
県
史
』
（
資
料
編
、
近
世

1東
伯
耆
、
二
〇
一
二
年
、
七
二

三
頁
、
史
料

2）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（

5）
高
田
源
之
右
衛
門
は
藩
役
人
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
な
役
職
や
経
歴
な
ど
は
現
時
点
で
は
不
明
。

（

6）
前
掲
田
中
史
料
紹
介
三
〇
八
頁
、
史
料
三
一
。
こ
れ
も
同
一
史
料
が
前
掲
『
新
鳥
取
県
史
』（
七
二
三
頁
、
史
料

3）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（

7）
御
船
手
は
「
船
舶
や
海
岸
を
含
む
浦
々
の
こ
と
、
さ
ら
に
海
路
に
よ
る
他
国
と
の
物
資
の
移
出
入
の
こ
と
な
ど
を
管
掌
す
る
役
所
の
長
」
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
御
船
手
配
下
の
役
人
の
職
掌
は
多
様
で
あ
り
、
中
に
は
勘
定
所
の
所
管
に
入
る
津
役
・
運
上
の
取
立
て
等
も
司
る
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
（
『
鳥
取
県
史
』
第
三
巻
近
世
・
政
治
、
第
二
章
第
一
節
「
鳥
取
池
田
家
の
成
立
と
初
期
藩
政
」
山
中
寿
夫
執
筆
担
当
、
一
九
七

九
年
、
一
二
九
頁
）。

（

8）
「

�西
紙
屋
佐
兵
衛

請
負

�礼
証
文

�」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
四
八
九

�二
二

�三
）
。
「
会
所
諸
用
留
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本

七
六
四
）
に
も
若
干
の
差
異
は
あ
る
が
同
一
記
事
あ
り
。

（

9）
天
明
七
年
段
階
で
、
横
江
善
三
郎
・
橋
井
利
兵
衛
・
河
野
市
兵
衛
は
い
ず
れ
も
京
本
店
支
配
で
あ
る
。
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（

10）
前
掲
『
鳥
取
県
史
』（
第
三
巻
、
第
三
章
第
四
節
「
藩
政
の
動
揺
」
山
中
寿
夫
執
筆
担
当
、
四
二
二
頁
）。

五
木
綿
仕
入
金
の
現
地
調
達

�鳥
取
藩
為
替
取
組
一
件

�

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
、
京
本
店
は
鳥
取
藩
の
国
元
か
ら
大
坂
へ
の
為
替
送
金
を
請
け
負
う
（
１
）。
こ
の
為
替
送
金
は
伯
州
木
綿
の
仕
入
資

金
の
調
達
方
法
に
直
接
関
係
す
る
重
要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の
為
替
取
組
の
実
施
に
い
た
る
過
程
に
つ
い
て
、
買
方
役
の
果
た
し

た
役
割
な
ど
も
含
め
て
具
体
的
に
み
て
い
く
。

1

為
替

取
組

実
施

の
背

景

京
本
店
の
木
綿
仕
入
資
金
は
、
史
料
四
に
あ
る
よ
う
に
、
元
来
京
本
店
か
ら
買
方
役
が
佐
兵
衛
方
へ
持
参
す
る
な
ど
の
形
で
送
金
し
、
仕

入
活
動
中
は
佐
兵
衛
方
で
預
か
っ
て
お
く
形
態
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
伯
州
で
仕
入
活
動
を
行
う
上
で
、
こ
の
形
で
の
仕
入
金
確
保
は

い
く
つ
か
の
問
題
を
含
ん
で
い
た
。

［
史

料
一

一
（
２
）］

一
近
年
前
ニ
認
候
通
買
方
出
来
候
ニ
付
、
綿
木
綿
買
金
年
分
ニ
凡
三
仙
（
千
）両
、
扨
ま
た
紅
花
調
候
時
者
右
之
外
仙
（
千
）両
、
又
者
弐
仙
（
千
）両
な
と

茂
指
下
来
候
、
然
る
ニ
右
飛
脚
屋
江
相
渡
候
時
者
、
因
州
鳥
取
本
三
度
飛
脚
を
以
、
赤
崎
ま
て
者
三
度
無
之
ゆ
へ
別
仕
立
飛
脚
を
以

相
届
ケ
候
故
、
年
分
ニ
者
右
駄
ち
ん
銀
七
八
百
目
位
相
懸
申
候
、
併
駄
賃
之
儀
ハ
畢
竟
格
別
之
義
ニ
て
茂
無
之
候
へ
共
、
右
買
金
用
々

ニ
指
下
候
事
故
、
冬
分
抔
道
中
大
雪
等
之
節
ハ
往
来
留
候
事
茂
有
之
、
買
か
た
手
支
候
儀
折
々
有
之
、
扨
ま
た
綿

�紅
花
等
者
相
場
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物
之
儀
故
、
買
回
之
味
合
ニ
而
過
急
ニ
買
金
入
用
之
節
等
、
彼
地
辺
鄙
之
事
ゆ
へ
下
々
ニ
者
か
た
ま
り
候
為
替
等
ハ
一
向
無
之
、
旁

以
不
自
由
成
所
故
、
殿
様
よ
り
外
ニ
手
前
買
金
為
替
取
組
候
様
成
ル
方
無
之
候

（
後
略
）

史
料
一
一
は
鳥
取
為
替
取
組
の

�末
を
ま
と
め
た
記
事
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
為
替
取
組
を
請
け
負
っ
た
経
緯
が
わ
か
る
。
そ
も
そ

も
、
伯
州
で
の
仕
入
活
動
で
は
綿
・
木
綿
の
仕
入
資
金
と
し
て
毎
年
三
〇
〇
〇
両
、
紅
花
調
達
に
は
さ
ら
に
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
両
を
京

本
店
か
ら
送
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
飛
脚
屋
へ
依
頼
し
て
送
金
し
て
お
り
、
鳥
取
ま
で
は
定
期
便
（「
三
度
飛
脚
」）
が
出
て
い
る
が
、

鳥
取
か
ら
赤
碕
ま
で
は
別
仕
立
て
の
飛
脚
を
用
意
し
て
送
金
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
京
本
店
に
と
っ
て
年
間
駄
賃
銀
七
～
八
〇
〇
目
は
た
い

し
た
額
で
は
な
か
っ
た
が
、
買
金
を
必
要
に
応
じ
て
送
付
し
て
い
る
の
で
、
冬
季
は
道
中
大
雪
で
通
行
止
め
と
な
り
仕
入
資
金
が
払
底
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
綿
や
紅
花
は
相
場
の
変
動
が
激
し
く
、
仕
入
に
最
適
の
相
場
と
み
て
手
持
ち
の
資
金
以
上
の
資
金
を
投
入

し
て
買
い
増
し
し
よ
う
と
し
て
も
、
赤
碕
は
「
辺
鄙
」
な
場
所
ゆ
え
、
現
地
に
「
為
替
取
組
」
に
対
応
で
き
る
商
人
な
ど
な
く
、
仕
入
活
動

に
必
要
な
為
替
取
組
を
行
え
る
の
は
鳥
取
藩
だ
け
で
あ
っ
た
。
京
本
店
か
ら
の
現
金
送
付
形
式
は
、
現
地
で
の
追
加
仕
入
金
調
達
や
緊
急
の

木
綿
仕
入
に
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

京
本
店
で
は
天
明
七
年
に
西
紙
屋
佐
兵
衛
を
改
役
に
推
挙
し
、
赤
碕
に
お
け
る
伯
州
木
綿
の
集
荷
・
領
外
移
出
独
占
を
鳥
取
藩
公
認
の
も

と
で
実
現
し
た
。
同
時
に
仕
入
資
金
の
現
銀
送
金
方
式
を
改
め
、
鳥
取
藩
の
国
元
か
ら
大
坂
蔵
屋
敷
へ
の
送
金
の
為
替
取
組
を
請
け
負
う
こ

と
で
、
現
地
で
の
仕
入
金
確
保
へ
の
転
換
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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2

為
替

取
組

に
向

け
た

現
地

で
の

情
報

収
集

鳥
取
藩
の
為
替
取
組
に
向
け
て
現
地
で
活
動
し
た
の
は
、
前
章
で
改
役
就
任
問
題
へ
の
対
応
で
現
地
に
赴
任
し
て
い
た
大
石
平
右
衛
門
で

あ
っ
た
。
ま
ず
、
平
右
衛
門
は
、
藩
に
た
い
し
て
為
替
送
金
請
負
を
打
診
し
た
。

［
史

料
一

二
］

（
前
略
）
か
ね
て
殿
様
為
御
替
之
儀
心
懸
候
処
、
彼
地
倉
吉
と
申
所
鳥
飼
吉
三
郎
と
申
仁
有
之
、
此
人
鳥
取
表
御
勘
定
所
御
役
人
衆
中

ニ
能
手
筋
有
之
由
承
り
候
故
、
何
卒
殿
様
為
御
替
之
儀
内
意
聞
被
呉
候
様
平
右
衛
門
相
頼
候
ニ
付
、
則
聞
合
セ
被
呉
候
所
、
於
当
地
手

形
指
出
シ
先
江
御
銀
札
又
ハ
正
金
銀
ニ
而
も
入
用
之
節
請
取
候
而
、
扨
手
形
大
坂
御
蔵
屋
鋪
江
廻
り
次
第
、
大
坂
店
表
よ
り
代
り
金
相

納
候
仕
方
ニ
願
候
事
故
、
御
聞
済
甚
六
ヶ
し
く
事
ニ
候
へ
共
、
手
前
御
家
名
之
事
故
表
向
ニ
而
取
引
之
仕
方
微
細
ニ
願
候
ハ
ヽ
、
出
来

不
申
義
茂
有
之
間
敷
よ
し
ニ
有
之
（
後
略
）

史
料
一
二
は
史
料
一
一
の
続
き
で
あ
る
。
平
右
衛
門
は
、
前
々
か
ら
鳥
取
藩
大
坂
蔵
屋
敷
へ
の
為
替
送
金
に
関
心
を
も
っ
て
お
り
、
為
替

取
組
に
つ
い
て
藩
と
交
渉
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
平
右
衛
門
は
藩
の
御
札
場
が
あ
る
倉
吉
の
鳥
飼
吉
三
郎
（
３
）と
い
う
人
物
が
藩
の
勘
定
所
役
人

と
懇
意
に
し
て
い
る
と
知
り
、
吉
三
郎
に
、
鳥
取
藩
の
為
替
取
組
を
請
け
負
え
な
い
か
内
意
を
確
か
め
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
伯
州
で
京
本
店
発
行
の
手
形
を
藩
の
御
札
場
に
提
出
し
、
銀
札
か
正
金
銀
を
受
け
取
る
（
受
け
取
っ
た
資
金
を
も
っ
て
木
綿
仕
入
を

行
う
）
。
藩
は
手
形
を
大
坂
御
蔵
屋
敷
へ
廻
送
し
て
大
坂
本
店
に
持
参
す
る
。
大
坂
本
店
は
手
形
と
引
き
替
え
に
代
金
を
上
納
す
る
、
と
い

う
方
法
で
あ
っ
た
。
吉
三
郎
が
勘
定
所
役
人
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
聞
き
届
け
る
こ
と
は
難
し
い
が
三
井
越
後
屋
の
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
が
あ
る
か
ら
取
引
方
法
を
事
細
か
に
提
案
し
て
く
れ
ば
願
い
出
も
聞
き
届
け
る
と
回
答
し
て
き
た
。
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こ
こ
で
平
右
衛
門
は
、
直
接
藩
当
局
と
接
触
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
藩
と
パ
イ
プ
の
あ
る
地
元
住
民
を
介
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し

た
い
。
吉
三
郎
へ
の
協
力
要
請
は
、
平
右
衛
門
の
こ
れ
ま
で
の
仕
入
活
動
の
な
か
で
築
き
上
げ
て
き
た
人
的
交
流
を
活
か
し
た
活
動
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

3

為
替

取
組

に
向

け
た

�願
活
動

吉
三
郎
の
も
た
ら
し
た
藩
の
意
向
に
基
づ
き
、
京
本
店
と
平
右
衛
門
は
大
坂
本
店
や
佐
兵
衛
と
協
力
し
て
、
上
記
の
よ
う
な
為
替
取
組
計

画
を
作
成
し
出
願
す
る
。
以
下
、

�願
活
動
の
経
緯
は
適
宜
史
料
を
引
用
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
史
料
一
二
に
続
く
部
分
で
あ
る
。

平
右
衛
門
は
ま
ず
、
天
明
七
年
五
月
、
佐
兵
衛
に
赤
碕
村
庄
屋
新
兵
衛
と
連
名
で
鳥
取
藩
八
橋
郡
の
在
方
役
人
で
あ
る
佐
伯
四
郎
右
衛
門
（
４
）

に
対
し
て
為
替
取
組
の

�願
を
提
出
さ
せ
た
（
５
）。
こ
の
願
書
提
出
を
受
け
て
、
藩
側
は
大
坂
御
蔵
屋
敷
役
人
中
の
納
得
す
る
内
容
に
し
て
大
坂

本
店
か
ら
出
願
す
る
よ
う
指
示
し
た
（
「
願
書
於
国
方
指
上
候
所
、
猶
ま
た
大
坂
御
蔵
屋
鋪
役
人
中
御
呑
込
御
座
候
様
、
大
坂
店
表
よ
り
願

出
申
様
と
の
事
ニ
有
之
」
）
。
そ
の
た
め
、
盆
前
に
、
大
坂
本
店
組
頭
の
古
森
幸
右
衛
門
（
６
）と
平
右
衛
門
の
二
名
が
鳥
取
藩
大
坂
留
守
居
下
役
の

長
藤
治
郎
兵
衛
の
も
と
に
出
頭
し
為
替
取
組
を
出
願
し
た
（
「
書
付
を
以
、
大
坂
御
留
守
居
御
下
役
長
藤
治
郎
兵
衛
様
と
申
御
方
江
、
大
坂

店
組
頭
古
森
幸
右
衛
門
・
当
店
大
石
平
右
衛
門
、
右
両
人
当
盆
前
ニ
罷
出
相
願
候
」
）
。
こ
の
と
き
、
留
守
居
下
役
か
ら
は
国
元
に
為
替
取
組

に
つ
い
て
要
望
す
る
と
の
回
答
を
得
た
（「
何
分
御
国
元
江
懸
合
可
申
と
の
義
ニ
御
座
候
」）。

そ
の
後
、
大
坂
御
蔵
屋
敷
に
呼
び
出
さ
れ
た
平
右
衛
門
は
、
為
替
取
組
の
出
願
を
許
可
す
る
と
の
回
答
を
得
（
７
）、
三
井
越
後
屋
発
行
の
手
形

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
印
鑑
証
明
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
大
坂
本
店
か
ら
為
替
実
務
の
請
け
負
い
に
来
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
（
「
然
る

所
此
度
大
坂
御
蔵
屋
鋪
よ
り
平
右
衛
門
御
召
被
遊
候
ニ
付
、
早
速
下
坂
罷
出
候
所
、
益
而
願
之
通
聞
届
ケ
候
へ
者
、
慥
成
印
鑑
指
出

�大
坂

店
願
之
者
請
負
ニ
罷
出
候
様
右
長
藤
治
郎
兵
衛
様
よ
り
被
仰
聞
候
」
）
。
こ
れ
を
受
け
て
、
七
月
、
大
坂
本
店
支
配
の
西
川
武
右
衛
門
・
奥
田

天明年間における三井越後屋の伯州木綿仕入活動（下向井）

61



吉
太
郎
（
８
）は
藩
蔵
屋
敷
の
役
人
宛
に
為
替
取
組
の
方
法
を
記
載
し
た

�願
書
を
提
出
し
た
（
９
）。
こ
の
と
き
、
京
本
店
「
金
方
（

�）」
の
所
有
す
る
高
房

印
鑑
を
二
枚
と
上
京
中
の
西
紙
屋
佐
兵
衛
の
印
鑑
二
枚
の
合
計
四
枚
（
二
セ
ッ
ト
）
用
意
し
て
提
出
し
た
（
「
則
相
談
之
上
、
京
金
方
ニ
有

之
候
高
房
之
印
鑑

�紙
屋
左
兵
衛
殿
折
節
上
京
致
被
居
候
故
、
佐
兵
衛
殿
印
鑑
と
も
一
緒
弐
枚
と
都
合
四
枚
指
上
」
）
。
一
セ
ッ
ト
は
蔵
屋
敷

で
、
も
う
一
セ
ッ
ト
は
国
元
（
藩
）
側
で
保
管
し
て
お
く
よ
う
説
明
す
る
と
、
蔵
屋
敷
役
人
は
三
井
越
後
屋
の
為
替
業
務
に
信
頼
を
深
め
こ

の
契
約
に
安

�し
た
（
「
壱
枚
ツ
ヽ
ハ
御
国
元
江
御
指
下
置
被
下
候
様
申
上
候
処
、
至
極
御
請
宜
御
安

�之
由
」
）
。
そ
し
て
、
鳥
取
藩
大
坂

蔵
屋
敷
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
大
坂
留
守
居
と
御
目
付
立
ち
会
い
の
上
で
、
大
坂
蔵
屋
敷
役
所
に
お
い
て
藩
の
正
式
事
業
と
し
て
三
井
越
後

屋
京
本
店
・
大
坂
本
店
に
よ
る
為
替
取
組
が
正
式
に
認
可
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
（
「
則
御
留
主
居
様
・
御
目
付
様
御
立
会
之
上
、
御
蔵
屋
鋪

於
御
役
所
願
之
通
御
聞
届
ケ
被
下
候
由
被
仰
渡
候
」）。

為
替
取
組
で
は
、
京
本
店
金
方
か
ら
高
房
印
鑑
を
お
し
て
為
替
取
組
の
印
鑑
証
明
を
発
行
し
、
大
坂
本
店
か
ら
誓
約
書
を
提
出
し
て
い
る
。

高
房
印
の
持
つ
意
味
な
ど
は
別
途
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
為
替
手
形
の
発
行
主
体
は
京
本
店
で
あ
り
、
為
替
手
形
の
換
金
主
体
は
大

坂
本
店
で
あ
っ
た
。
大
坂
本
店
の
支
出
に
対
し
て
は
伯
州
か
ら
大
坂
本
店
へ
の
木
綿
送
付
と
、
京
本
店
か
ら
大
坂
本
店
へ
送
付
す
る
伯
州
木

綿
以
外
の
商
品
で
相
殺
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

4

史
料

に
み

え
る

為
替

取
組

の
方

法

鳥
取
藩
の
許
可
を
得
た
大
坂
本
店
は
、
同
年
九
月
、
為
替
取
組
実
施
の
誓
約
書
を
大
坂
蔵
屋
敷
へ
提
出
し
た
。

［
史

料
一

三
］

一
札
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一
近
年
京
都
同
店
手
代
共
之
内
、
御
国
表
江
年
々
罷
下
赤
崎
村
西
紙
屋
佐
兵
衛
ニ
止
宿
仕
、
木
綿
類
買
入
仕
、
右
調
金
入
用
之
節
御
国

表
倉
吉
御
銀
札
場
江
手
形
差
上
、
御
銀
札
ニ
而
時
々
相
場
を
以
為
替
御
取
組
被
為
渡
被
下
、
右
代
り
金
当
地
御
蔵
屋
鋪
江
手
形
相
廻

り
、
参
着
限
り
当
店
表
私
共
よ
り
右
手
形
引
替
ニ
代
り
金
上
納
仕
度
段
、
御
願
奉
申
上
候
処
、
御
聞
済
被
成
下
難
有
奉
存
候
、
仍
之

為
替
手
形
印
鑑
壱
紙
、
此
度
御
蔵
屋
鋪
表
江
差
上
申
候
得
者
、
已
来
右
印
鑑
を
以
御
国
表
江
罷
下
候
手
代

�西
紙
屋
左
兵
衛
、
両
印

を
以
御
願
奉
申
上
候
間
、
右
印
鑑
証
拠
ニ
御
取
組
被
遊
可
被
下
候
、
為
後
証
一
札
仍
而
如
件

天
明
七
年
未
九
月

高
麗
橋
壱
町
目奥

三
井
八
郎
右
衛
門
店

田
吉
太
郎

判

船
見
徳
右
衛
門
判

御
因
州
御
蔵
屋
鋪

役
人
中
様

史
料
一
三
は
、
大
坂
本
店
の
「
支
配
」
奥
田
吉
太
郎
・
船
見
徳
右
衛
門
か
ら
鳥
取
藩
大
坂
蔵
屋
敷
の
役
人
宛
の
誓
約
書
で
あ
る
。
こ
の
内

容
と

第

3図
か
ら
、
正
式
決
定
し
た
為
替
取
組
の
プ
ロ
セ
ス
を
追
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
京
本
店
金
方
で
高
房
印
鑑
を
押
し
た

手
形
を
買
方
役
（
手
代
）
が
持
参
し
て
伯
州
に
下
向
す
る
。
買
方
役
が
持
参
し
た
手
形
に
は
さ
ら
に
買
方
役
・
西
紙
屋
佐
兵
衛
両
名
の
印
を

捺
す
。
②
買
方
役
が
必
要
と
す
る
木
綿
類
仕
入
資
金
は
、
伯
州
表
の
倉
吉
御
銀
札
場
へ
手
形
を
提
出
し
、
印
鑑
照
合
を
経
た
う
え
で
、
時
々

の
銀
札
相
場
で
銀
札
に
引
き
替
え
て
調
達
す
る
。
③
藩
御
札
場
が
引
き
受
け
た
手
形
は
藩
に
よ
っ
て
国
元
か
ら
大
坂
御
蔵
屋
敷
へ
廻
送
さ
れ
、

参
着
分
の
手
形
に
限
っ
て
大
坂
本
店
に
て
印
鑑
照
合
を
し
て
手
形
と
引
き
替
え
に
代
金
を
上
納
す
る
。
た
と
え
倉
吉
銀
札
場
に
手
形
が
あ
り
、

手
形
の
発
行
枚
数
を
帳
簿
上
把
握
で
き
て
い
た
と
し
て
も
、
大
坂
で
の
現
金
渡
し
は
手
形
現
物
と
の
交
換
が
原
則
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
三
井
越
後
屋
で
は
、
京
本
店
金
方
で
高
房
印
を
押
し
た
手
形
を
発
行
し
、
伯
州
の
銀
札
場
へ
手
形
を
持
ち
込
ん
で
銀
札
と
交
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換
す
る
こ
と
で
伯
州
木
綿
の
仕

入
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

為
替
手
形
の
換
金
は
場
合
に

よ
っ
て
鳥
取
城
下
で
も
行
わ
れ

て
い
た
。
鳥
取
城
下
に
為
替
取

組
に
出
向
く
の
は
買
宿
の
佐
兵

衛
か
佐
兵
衛
の
親
族
で
あ
る
善

兵
衛
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
こ
と
、

仕
入
金
を
持
ち
帰
っ
て
き
た
場

合
、
買
方
役
が
金
額
を
確
認
す

る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
（

�）。

鳥
取
で
の
仕
入
金
入
手
は
佐
兵

衛
ら
買
宿
側
の
職
掌
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
鳥
取
城
下
か
ら

赤
碕
ま
で
銀
札
運
ぶ
際
に
は
、

鳥
取
藩
の
御
勘
定
所
か
ら
「
殿

様
御
絵
符
」
を
借
用
し
、
御
用

64
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と
し
て
通
行
で
き
た
（
「
鳥
取
よ
り
赤
崎

�之
間
道
中
筋
甚
不
用
心
成
所
故
、
御
勘
定
所
よ
り
殿
様
御
絵
符
拝
借
い
た
し
、
御
用
ニ
而
罷
通

申
候
（

�）」）。
赤
碕
に
到
着
す
る
ま
で
の
銀
札
輸
送
は
藩
の
保
障
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
毎
年
の
為
替
送
金
請
負
額
（
＝
仕
入
資
金
額
）
や
、
現
地
で
の
手
形
提
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
年
不
詳
だ
が
次
の

よ
う
な
史
料
が
あ
る
。

［
史

料
一

四
（

�）］

一
御
国
元
ニ
而
木
綿
買
金
御
為
替
御
願
申
上
候
金
高
凡
之
所
左
ニ
申
上
候

例
年
十
月
中
頃
よ
り
御
国
江
罷
下
り
ニ
付

冬
季
十
一
月
指
入
頃
金
千
両

春
季

正
月
之
末
頃

二
月
指
入

金
千
両

三
月
中
頃

金
千
両

〆

右
之
通
冬
春
ニ
而
大

�三
千
両
斗
之
所
例
年
御
願
申
上
候
、
尤
其
年
柄
ニ
よ
り
木
面
出
来
之
様
子
ニ
而
御
為
替
金
多
少
も
御
座
候

伯
州
国
元
で
引
き
替
え
る
為
替
手
形
は
約
三
〇
〇
〇
両
分
用
意
し
、
現
地
で
の
手
形
引
替
は
、
冬
季
の
十
一
月
、
春
季
の
正
月
末
～
二
月

と
三
月
中
旬
の
三
期
に
約
一
〇
〇
〇
両
ず
つ
実
施
し
て
い
た
。
史
料
一
一
で
も
仕
入
金
三
〇
〇
〇
両
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
京
本
店
が
当
初

想
定
し
て
い
た
為
替
取
組
金
額
は
毎
年
金
三
〇
〇
〇
両
程
度
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
鳥
取
藩
側
に
と
っ
て
も
毎
年
約
三
〇
〇
〇
両
を
大
坂
で
確

保
で
き
る
の
で
あ
り
、
為
替
取
組
は
少
な
か
ら
ず
大
坂
蔵
屋
敷
入
用
金
確
保
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
毎
年
の
木
綿
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生
産
量
や
品
質
に
よ
っ
て
金
額
が
増
減
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
手
形
引
替
額
は
鳥
取
藩
の
希
望
額
で
は
な
く
、
京
本
店
の
伯
州
木
綿
仕
入
に

必
要
な
金
額
が
基
準
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
鳥
取
藩
の
為
替
送
金
を
請
け
負
い
な
が
ら
も
、
手
形
発
行
・
金
額
確
定
・
現
地
で

の
引
替
時
期
に
関
す
る
主
導
権
は
京
本
店
側
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
5

手
形

作
成

・
交

換
に

お
け

る
京

本
店

・
買

方
役

の
内

規

為
替
手
形
作
成
に
あ
た
り
、
印
鑑
・
手
形
の
責
任
の
所
在
や
手
形
の
額
面
の
設
定
方
法
に
つ
い
て
も
新
た
に
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。

［
史

料
一

五
］

一
右
為
替
手
形
於
国
元
買
金
入
用
之
節
、
時
々
相
認
候
得
者
自
由
宜
候
得
と
も
、
太
切
之
印
形
彼
地
江
指
下
置
候
儀
も
難
致
、
仍
之
手

形
京
都
よ
り
認
下
、
彼
地
お
ゐ
て
佐
兵
衛
殿
加
判
被
致
指
上
候
様
相
定
申
候
、
併
右
之
通
仕
方
ニ
而
者
金
子
下
シ
駄
ち
ん
不
入
斗
之

事
ニ
而
、
買
物
工
面
合
之
足
束
ニ
相
成
不
申
、
仍
之
買
か
た
役
下
り
之
節
手
形
数
持
下
可
申
候

譬
者
、
冬
中
ニ
綿
木
綿
買
金
入
用
、
凡
仙
（
千
）五
百
両
之
積
ニ
候
ハ
ヽ
、
三
百
両
ツ
ヽ
乃
手
形
五
通
ニ
い
た
し
持
下
、
於
彼
地
当
用

入
用
丈
ケ
取
組
可
申
候
、
扨
又
右
手
形
大
切
之
印
形
致
有
之
候
事
故
、
麁
末
ニ
相
成
候
而
者
相
成
不
申
、
買
方
役
者
大
切
ニ
預

り
置
、
勿
論
右
手
形
数

�金
高
金
方
帳
面
ニ
得
与
扣
置
勘
定
可
致
事

但
、
為
替
手
形
認
方

�右
手
形
下
シ
方
等
之
儀
金
方
ニ
委
記
ス

未
天
明
七
年
九
月

史
料
一
五
は
史
料
一
三
に
続
く
形
で
記
載
さ
れ
て
い
た
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
為
替
手
形
は
仕
入
資
金
を
必
要
と
す
る
と
き
に
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そ
の
都
度
現
地
で
作
成
で
き
る
と
便
利
で
良
い
が
、
大
切
な
印
形
を
伯
州
へ
持
ち
出
す
の
は
難
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
手
形
は
京
本
店
で

作
成
し
て
、
伯
州
で
佐
兵
衛
の
加
判
を
取
っ
て
御
札
場
へ
提
出
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
し
か
し
そ
の
都
度
京
都
か
ら
手
形
を
送
っ
て
い
た

の
で
は
正
金
銀
を
送
金
す
る
駄
賃
が
か
か
ら
な
い
だ
け
で
、
仕
入
金
銀
の
即
時
調
達
に
即
応
で
き
な
い
。
そ
こ
で
買
方
役
が
出
立
す
る
と
き

一
度
に
何
枚
も
の
手
形
を
持
参
さ
せ
る
方
法
を
採
用
し
た
。
た
と
え
ば
、
冬
季
の
綿
・
木
綿
仕
入
資
金
一
五
〇
〇
両
の
場
合
、
三
〇
〇
両
の

手
形
を
五
枚
作
っ
て
持
参
し
、
当
面
の
仕
入
に
必
要
な
額
を
即
時
に
御
札
場
で
現
金
化
し
て
支
払
い
に
あ
て
る
。
現
地
で
の
手
形
管
理
は
買

方
役
の
責
任
で
行
う
こ
と
と
し
、
手
形
を
現
地
で
大
切
に
保
管
し
て
勘
定
帳
に
記
載
し
、
京
本
店
で
も
手
形
の
枚
数
・
額
面
を
「
金
方
帳
面
」

に
記
載
し
て
お
き
、
買
方
役
の
帰
京
時
に
「
勘
定
仕
合
」（
会
計
監
査
）
を
行
う
（

�）。

右
の
よ
う
な
「
金
方
」
で
の
手
形
作
成
は
、
現
地
で
勝
手
に
手
形
を
濫
発
し
無
計
画
な
仕
入
や
不
要
な
商
売
を
お
こ
な
わ
せ
な
い
た
め
に

工
夫
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
為
替
手
形
に
は
正
金
銀
送
金
費
用
の
節
減
効
果
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
仕
入
予
定
総
額
を
細
分
し
た
額
面

の
複
数
手
形
を
京
本
店
か
ら
持
参
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
度
の
仕
入
に
お
け
る
銀
札
調
達
を
容
易
に
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
て
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
九
月
に
、
京
本
店
と
鳥
取
藩
と
の
間
で
為
替
取
組
の
契
約
が
成
立
し
、
京
本
店
「
金
方
」
で
手
形
が

用
意
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
同
年
十
月
十
三
日
に
京
を
出
立
し
た
和
田
定
七
は
正
金
銀
で
は
な
く
手
形
を
持
参
し
て
伯
州
に
下
向
し
、
同
年

冬
か
ら
手
形
で
現
地
調
達
し
た
藩
札
に
よ
る
木
綿
仕
入
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

鳥
取
藩
と
の
為
替
取
組
の
契
約
が
締
結
さ
れ
、
手
形
に
よ
る
資
金
調
達
・
仕
入
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、
手
形
の
取
扱
い
に
関
し
て
買
方

役
の
心
得
も
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
心
得
は
年
月
日
未
詳
な
が
ら
、
は
じ
め
て
手
形
を
持
参
す
る
買
方
役
和
田
定
七
に
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

［
史

料
一

六
（

�）］

（
前
略
）
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一
殿
様
御
為
替
取
組
候
得
者
、
彼
地
呉
服
屋
其
外
鳥
取
三
度
為
替
等
一
切
無
用
之
事

一
春
気
ニ
至
買
金
相
調
為
替
手
形
申
為
上
候
ハ
ヽ
、
買
方
目
録
仕
上
ケ
候
節
残
り
銀
札
無
少
一
盃
ニ
参
候
様
取
組
可
申
事

但
、
為
替
手
形
認
下
国
着
い
た
し
候
ハ
ヽ
、
左
兵
衛
殿
預
ケ
置
勿
論
左
兵
衛
殿
請
取
書
一
紙
指
為
上
可
申
候
、
偖
又
木
面
買
方
相

済
候
手
形
余
り
候
ハ
ヽ
、
買
方
役
罷
登
り
候
節
持
登
り
金
方
へ
相
渡
し
可
申
候
、
随
分
大
切
ニ
可
致
事

ま
ず
、
一
条
目
で
、
鳥
取
藩
と
の
為
替
取
組
に
よ
る
仕
入
金
確
保
を
徹
底
し
、
鳥
取
藩
内
木
綿
仲
買
の
大
坂
送
金
や
大
坂
木
綿
問
屋
の
鳥

取
送
金
を
利
用
し
た
為
替
取
組
（「
呉
服
屋
（
中
略
）
為
替
」）
、
京

�鳥
取
間
の
定
期
便
（
三
度
飛
脚
）
を
利
用
し
た
為
替
送
金
（「
三
度
為

替
」
）
を
禁
止
し
た
。
京
本
店
は
、
為
替
取
組
を
鳥
取
藩
に
限
定
し
、
買
方
役
持
参
の
手
形
を
用
い
た
為
替
取
組
に
一
本
化
す
る
原
則
を
徹

底
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

二
条
目
で
は
、
冬
期
の
仕
入
で
持
参
手
形
が
払
底
し
、
春
季
の
仕
入
資
金
不
足
に
よ
り
手
形
の
追
加
発
行
を
要
請
す
る
場
合
、
仕
入
締
め

段
階
（
＝
「
買
方
目
録
」
作
成
時
点
）
で
銀
札
を
使
い
切
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
但
書
で
は
、
買
方
役
が
為
替
手
形
を
持
参
し
て
西
紙
屋

佐
兵
衛
宅
に
到
着
し
た
ら
、
手
形
は
佐
兵
衛
か
ら
預
り
証
を
取
っ
た
う
え
で
佐
兵
衛
に
保
管
す
る
よ
う
に
定
め
る
。
仕
入
締
め
時
点
で
手
形

が
残
っ
た
場
合
、
佐
兵
衛
に
預
け
ず
買
方
役
が
持
参
し
て
帰
京
し
、「
金
方
」
に
返
却
す
る
よ
う
徹
底
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
京
本
店
は
、
仕
入
金
確
保
を
為
替
手
形
発
行
に
よ
る
藩
の
銀
札
場
で
の
両
替
に
一
本
化
し
、
買
方
役
に
対
し
て
手
形
管
理

徹
底
を
指
示
し
た
。
し
か
し
、
第

1表
で
み
た
よ
う
に
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
段
階
の
伯
州
木
綿
仕
入
額
は
す
で
に
銀
二
六
一
貫
目
余

も
あ
っ
た
。
史
料
一
四
の
よ
う
に
一
年
間
の
為
替
取
組
額
が
金
三
〇
〇
〇
両
（
一
両
に
つ
き
銀
札
六
六
匁
（

�）換
算
で
銀
札
一
九
八
貫
目
）
だ
っ

た
場
合
、
寛
政
年
間
に
は
増
加
す
る
京
本
店
の
木
綿
仕
入
に
対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
京
本
店
は
、
鳥
取
藩
内

商
人
の
登
せ
金
な
ど
の
為
替
取
組
も
請
け
負
う
よ
う
に
な
る
。
西
紙
屋
の
史
料
に
は
天
保
十
六
年
（
弘
化
二
年
［
一
八
四
五
］
）
発
行
の
淀
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江
商
人
米
屋
庄
右
衛
門
と
の
為
替
手
形
（
金
三
〇
〇
両
（

�））
や
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
発
行
の
赤
碕
商
人
橘
屋
栄
蔵
と
の
為
替
手
形
（
金

一
〇
両
（

�））
も
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、
藩
と
の
為
替
取
組
同
様
、
差
出
は
西
紙
屋
と
買
方
役
の
連
名
、
宛
所
は
大
坂
本
店
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
文
政
年
間
に
は
鳥
取
の
大
山
本
坊
か
ら
近
江
大
津
の
坂
本
御
殿
へ
の
送
金
に
つ
い
て
為
替
取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
る
（

�）。
京
本
店
は
、
遅
く
と
も
文
政
年
間
段
階
に
は
鳥
取
藩
の
み
と
い
う
為
替
取
組
原
則
を
崩
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
藩
内
で
為
替
手
形
発

行
に
よ
る
仕
入
金
確
保
を
広
範
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

6

為
替

手
形

の
ひ

な
形

か
ら

み
る

為
替

取
組

こ
こ
で
発
行
さ
れ
た
為
替
手
形
の
雛
形
が
西
紙
屋
の
史
料
の
中
に
残
っ
て
い
る
。

［
史

料
一

七
（

�）］

請
取
申
上
候
為
替
金
之
事

合
金
何
程
也

右
者
松
平
相
模
守
様
御
用
金
、
大
坂
江
御
差
為
登
被
為
成
候
ニ
付
、
当
地
倉
吉
於
御
銀
札
座
為
御
替
取
組
、
書
面
之
金
高
慥
請
取
申
上

候
所
実
正
也
、
此
代
り
金
於
大
坂
手
形
参
着
限
、
右
御
屋
鋪
御
役
人
中
様
よ
り
、
此
手
形
を
以
請
取
可
被
遊
候
条
、
無
遅
滞
御
納
可
被

成
候
、
為
後
日
為
替
手
形
仍
而
如
件

「
尤
別
紙

（
行
間
挿
入
文
）添
状
指
上
置
申
候
、
此
旨
御
心
得
可
被
成
候
」

大
京
三
井
八
郎
右
衛
門
代

石
平
右
衛
門

判

紙
伯
州
赤
崎
買
宿

屋
佐
兵
衛

判
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書
判

年
号
月
日大
坂
高
麗
橋
壱
町
目

西
三
井
八
郎
右
衛
門
殿
店

川
武
右
衛
門
殿

奥
田
吉
太
郎
殿

船
見
徳
右
衛
門
殿

史
料
一
七
は
為
替
手
形
の
様
式
に
則
っ
て
作
成
さ
れ
た
雛
形
で
あ
る
。
為
替
手
形
の
作
成
者
は
京
本
店
金
方
で
あ
る
が
、
差
出
は
京
本
店

手
代
（
天
明
七
年
ま
で
買
方
役
）
の
大
石
平
右
衛
門
と
買
宿
西
紙
屋
佐
兵
衛
、
宛
所
は
大
坂
本
店
の
支
配
・
組
頭
で
あ
り
、
買
宿
・
買
方
役

か
ら
大
坂
本
店
に
対
し
て
代
金
納
入
を
依
頼
す
る
形
式
の
文
面
に
な
っ
て
い
る
。
手
形
自
体
に
は
木
綿
仕
入
資
金
と
し
て
藩
札
を
受
領
し
て

い
る
こ
と
を
記
し
て
い
な
い
。
手
形
は
西
紙
屋
と
買
方
役
か
ら
大
坂
本
店
へ
直
接
届
け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
西
紙
屋
・
買
方
役

↓鳥
取
藩

倉
吉
御
札
場

↓鳥
取
藩
大
坂
蔵
屋
敷

↓大
坂
本
店
と
巡
り
、
そ
の
過
程
で
、
西
紙
屋
・
買
方
役
は
御
札
場
か
ら
こ
の
手
形
と
引
き
替
え
に
額

面
の
銀
札
を
受
け
取
り
、
大
坂
蔵
屋
敷
は
大
坂
本
店
か
ら
額
面
の
正
金
を
受
け
取
る
形
式
で
あ
っ
た
。
為
替
取
組
の
方
法
は
先
述
通
り
で
あ

る
と
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
京
本
店
は
鳥
取
藩
の
国
元
か
ら
大
坂
蔵
屋
敷
へ
の
送
金
を
請
け
負
う
こ
と
で
伯
州
木
綿
仕
入
金
の
現
地
調
達
に
成
功
し
た
。

そ
の
結
果
、
先
述
し
た
よ
う
に
伯
州
木
綿
の
仕
入
金
送
金
に
か
か
る
手
間
と
コ
ス
ト
の
省
力
化
を
達
成
し
、
速
や
か
な
資
金
確
保
を
可
能
と

し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
鳥
取
藩
は
為
替
送
金
に
よ
り
大
坂
蔵
屋
敷
で
の
入
用
金
を
確
保
し
、
京
本
店
の
木
綿
仕
入
を
利
用
し
て
国
産
木
綿

を
京
・
大
坂
・
江
戸
と
い
う
巨
大
市
場
に
売
り
さ
ば
く
こ
と
が
で
き
た
。
鳥
取
藩
の
送
金
を
利
用
し
た
為
替
手
形
に
よ
る
仕
入
金
確
保
は
、
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鳥
取
藩
と
三
井
越
後
屋
と
の
利
害
の
一
致
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
三
井
両
替
店
一
巻
が
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
大
坂
御
金
蔵
御
為
替
御
用
を
引
き
受
け
た
際
、
三
井
は
幕
府
へ
金
八
四
〇

〇
両
分
の
家
質
を
担
保
と
し
て
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
し
だ
い
に
増
加
し
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
末
に
は
金
三
万
七
〇
〇
両
分
に
も

の
ぼ
っ
た
と
い
う
（

�）。
こ
の
よ
う
に
、
為
替
送
金
を
引
き
受
け
る
場
合
、
家
質
な
ど
の
担
保
を
提
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
鳥
取
藩
と
の
為
替

取
組
に
お
い
て
も
三
井
越
後
屋
か
ら
鳥
取
藩
へ
何
ら
か
の
担
保
を
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
担
保
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

1）
こ
の
事
実
自
体
は
す
で
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
緯
や
仕
入
資
金
と
の
関
連
性
ま
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
（『
三
井
事
業
史
』

本

�第
一
巻
、
一
九
八
〇
年
、
四
二
九
頁
）
。

（

2）
（

5）
（

9）
「
会
所
諸
用
留
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
七
六
四
）。
本
章
で
も
、
特
記
の
な
い
限
り
同
史
料
所
収
記
事
を
用
い
て
い
る
。

（

3）
地
元
商
人
か
在
方
役
人
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
不
明
。

（

4）
後
述
す
る
大
坂
本
店
の

�願
書
に
「
右
手
形
、
当
地
御
蔵
屋
鋪
参
着
限
、
当
店
表
札
共
よ
り
手
形
引
替
ニ
代
り
金
上
納
仕
度
段
、
於
御
国
表

ニ
八
橋
郡
佐
伯
四
郎
右
衛
門
殿
御
取
次
を
以
、
彼
地
御
屋
敷
江
御
願
申
上
置
候
」
と
あ
る
。
佐
伯
四
郎
右
衛
門
と
い
う
人
物
は
明
和
段
階
で
鳥

取
藩
の
宗
旨
庄
屋
に
就
い
て
い
る
（
『
鳥
取
藩
政
資
料
目
録
』
）
。
宗
旨
庄
屋
と
は
鳥
取
藩
の
在
方
役
人
で
、
元
来
、
宗
旨
改
帳
の
作
成
と
郡
奉

行
へ
の
提
出
を
職
掌
と
し
て
い
た
が
、
後
に
大
庄
屋
の
職
務
代
行
な
ど
権
限
が
拡
張
さ
れ
、
大
庄
屋
と
と
も
に
郡
村
の
重
役
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
と
い
う
（
前
掲
『
鳥
取
県
史
』
第
三
巻
、
第
二
章
第
四
節
「
貢
租
制
度
と
農
民
支
配
」
手
嶋
義
之
・
浜
崎
洋
三
執
筆
担
当
、
二
二
八
～

二
三
〇
頁
）。

（

6）
古
森
幸
右
衛
門
は
天
明
七
年
段
階
で
大
坂
本
店
組
頭
に
就
い
て
い
る
。

（

7）
「
永
書
」
（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料

本
一
二
八
）
で
も
「
大
石
平
右
衛
門
、
因
州
御
屋
敷
為
替
之

儀
ニ
付
今

夕
大
坂
表
へ

罷
下
候
事
」
（
天
明
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七
年
九
月
十
一
日
条
）
、
「
大
石
平
右
衛
門
、
大
坂
表
用
向
相
済
、
今
朝
帰
京
い
た
し
候
事
」
（
同
十
五
日
条
）
と
あ
り
、
天
明
八
年
九
月
中
旬

に
、
大
坂
の
鳥
取
藩
御
蔵
屋
敷
に
お
い
て
為
替
取
組
の
協
議
が
行
わ
れ
、
大
石
平
右
衛
門
が
出
頭
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
同

年
六
月
十
八
日
に
和
田
定
七
と
と
も
に
京
本
店
に
帰
着
し
た
平
右
衛
門
は
、
六
月
二
十
三
日
に
、
為
替
掛
合
の
た
め
に
鳥
取
藩
の
大
坂
蔵
屋
敷

に
出
頭
し
て
お
り
、
六
月
段
階
か
ら
交
渉
を
繰
り
返
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
（「
名
代
云
送
聴
書
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
別
一
七
六
〇
）。

（

8）
西
川
武
右
衛
門
・
奥
田
吉
太
郎
は
と
も
に
天
明
七
年
段
階
で
大
坂
本
店
支
配
に
就
い
て
い
る
。

（

10）
京
本
店
の
一
部
署
で
、
仕
入
の
代
金
支
払
い
や
職
人
へ
の
内
渡
金
の
支
払
い
な
ど
を
担
当
す
る
。
本
件
の
よ
う
な
仕
入
業
務
に
関
す
る
手
形

の
発
行
、
代
金
の
引
き
替
え
も
行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（

11）
「
尾
印
勤
要
記
」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
五
一
六
）。

（

12）
（

15）
「
買
方
役
心
得
之
事
」
（
「
尾
印
勤
要
記
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
五
一
六
）。

（

13）
「

�

木
綿
買
金
御
為
替
高
々
覚

�」（
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
四
七
四

�一
〇
）。

（

14）
為
替
手
形
の
書
式
と
手
形
の
現
地
へ
の
持
参
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
「
金
方
」
の
規
則
類
で
規
定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
時
点
で
京

本
店
金
方
の
記
録
か
ら
は
、
こ
の
一
件
の
記
事
を
見
つ
け
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（

16）
年
不
詳
だ
が
、
伯
州
木
綿
仕
入
関
係
の
記
録
に
伯
州
銀
札
相
場
の
例
が
載
っ
て
お
り
、
一
両
に
つ
き
正
銀
六
〇
目
の
場
合
「
百
両
之
銀

札
カ
〆
カ
シ
ゝ

（
六
貫
六
百
目
）」
と
し
て
い
る
（
「
尾
印
勤
要
記
」
三
井
文
庫
所
蔵
史
料
本
一
五
一
六
）。
本
稿
で
は
こ
の
比
率
を
採
用
し
た
。

（

17）
前
掲
田
中
史
料
紹
介
三
〇
四
頁
、
史
料
二
六
。

（

18）
前
掲
田
中
史
料
紹
介
三
〇
四
頁
、
史
料
二
七
。

（

19）
賀
川
前
掲
書
四
一
三
頁
。

（

20）
前
掲
田
中
史
料
紹
介
三
〇
三
頁
、
史
料
二
五
。

（

21）
『
三
井
事
業
史
』
本

�第
一
巻
、
四
一
頁
。
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お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
三
井
越
後
屋
京
本
店
が
新
た
に
仕
入
活
動
を
開
始
し
た
木
綿
生
産
地
で
、
ど
の
よ
う
な
仕
入
体
制
を
整
備
し
て
い
っ
た
の
か

に
注
目
し
つ
つ
、
天
明
年
間
に
お
け
る
伯
州
木
綿
仕
入
の
具
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
。

京
本
店
の
伯
州
木
綿
仕
入
（
後
に
雲
州
木
綿
も
加
わ
り
雲
伯
木
綿
仕
入
と
な
る
）
は
天
明
二
年
頃
の
木
綿
相
場
高
騰
を
契
機
に
開
始
し
、

京
本
店
木
綿
仕
入
量
の
三
割
か
ら
五
割
を
し
め
る
主
要
商
品
だ
っ
た
。

伯
州
木
綿
の
仕
入
は
現
地
で
任
命
し
た
買
宿
と
、
京
本
店
か
ら
派
遣
し
た
買
方
役
に
あ
た
ら
せ
た
。
伯
州
木
綿
の
買
宿
に
は
紅
花
仕
入
な

ど
で
三
井
越
後
屋
と
関
係
の
深
か
っ
た
伯
州
赤
碕
の
西
紙
屋
佐
兵
衛
を
任
命
し
た
。
買
宿
の
任
務
は
、
京
本
店
か
ら
送
る
仕
入
資
金
の
管
理

や
買
方
役
の
世
話
と
木
綿
仕
入
で
あ
っ
た
。
買
宿
は
、
領
内
仲
買
か
ら
木
綿
を
仕
入
れ
る
と
と
も
に
、
木
綿
生
産
者
へ
繰
綿
を
提
供
し
て
木

綿
を
織
ら
せ
て
回
収
し
、
集
荷
し
た
木
綿
を
京
本
店
へ
送
る
こ
と
を
主
要
任
務
と
し
て
い
た
。

京
本
店
か
ら
派
遣
す
る
買
方
役
の
職
階
や
任
務
は
、
従
来
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
買
方
役
は
二
人
一
組
で
伯
州
へ
下
向
し
て
任
務

に
あ
た
る
役
職
だ
っ
た
。
彼
ら
は
毎
年
木
綿
織
の
始
ま
る
十
月
末
頃
に
下
向
し
、
木
綿
織
の
生
産
量
が
減
る
七
月
頃
ま
で
現
地
で
活
動
し
て

い
た
。
買
方
役
に
任
命
さ
れ
た
手
代
は
、
資
金
出
入
り
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
買
宿
の
監
視
を
主
要
任
務
と
し
、
一
方
で
買
宿
の
活
動
圏

外
に
あ
る
木
綿
市
で
の
木
綿
仕
入
も
行
っ
て
い
た
。
伯
州
買
方
役
は
、
平
手
代
・
上
座
役
ク
ラ
ス
の
手
代
が
現
地
に
赴
き
、
現
地
で
の
商
品

仕
入
の
一
切
を
経
験
で
き
る
任
務
で
あ
っ
た
。

天
明
七
年
、
赤
碕
米
問
屋
が
木
綿
改
役
を
申
請
し
、
三
井
越
後
屋
の
木
綿
集
荷
・
積
出
へ
の
介
入
を
図
っ
た
。
京
本
店
は
、
買
方
役
経
験

者
大
石
平
右
衛
門
を
派
遣
し
て
西
紙
屋
と
と
も
に
対
応
さ
せ
た
。
京
本
店
は
、
在
地
問
屋
の
申
請
に
対
し
て
、
西
紙
屋
を
改
役
に
就
か
せ
て
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在
地
米
問
屋
の
思
惑
を
頓
挫
さ
せ
る
と
と
も
に
、
赤
碕
に
集
荷
さ
れ
移
出
さ
れ
る
木
綿
集
荷
権
を
実
質
的
に
独
占
し
た
。
さ
ら
に
、
木
綿
仕

入
金
の
確
保
方
法
も
見
直
し
を
図
り
、
そ
れ
ま
で
京
本
店
か
ら
現
金
送
付
し
て
い
た
仕
入
金
を
、
鳥
取
藩
の
国
元
か
ら
大
坂
藩
屋
敷
へ
の
送

金
を
請
け
負
う
こ
と
で
現
地
で
確
保
し
よ
う
と
も
く
ろ
ん
だ
。
鳥
取
藩
は
大
坂
へ
の
現
金
送
付
の
手
間
を
省
力
化
で
き
る
と
同
時
に
、
三
井

越
後
屋
を
介
し
た
三
都
で
の
伯
州
木
綿
販
売
を
推
進
で
き
、
京
本
店
も
仕
入
資
金
送
付
に
か
か
る
コ
ス
ト
と
手
間
を
省
力
化
で
き
る
方
式
で

あ
っ
た
。
三
井
越
後
屋
と
鳥
取
藩
と
の
利
害
の
一
致
に
よ
り
、
為
替
取
組
は
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
京
本
店
は
、
①
買
宿
の
任
命
に
よ
る
木
綿
仕
入
の
現
地
委
託
、
②
京
本
店
か
ら
の
買
方
役
派
遣
に
よ
る
買
宿
監
視
、
③

買
宿
を
介
し
た
仕
入
地
に
お
け
る
集
荷
・
移
出
の
独
占
、
④
藩
の
大
坂
為
替
送
金
を
請
け
負
う
こ
と
に
よ
る
現
地
で
の
仕
入
金
安
定
的
確
保
、

に
よ
っ
て
、
伯
州
木
綿
の
新
規
直
仕
入
体
制
を
構
築
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
後
、
伯
州
木
綿
仕
入
を
め
ぐ
り
、
京
本
店
で
は
様
々
な
問
題
に
直
面
す
る
。
寛
政
年
間
に
は
買
宿
に
よ
る
預
け
銀
の
使
い
込
み
が
発

覚
し
、
買
方
役
に
よ
る
買
宿
監
視
が
正
常
に
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
露
呈
す
る
。
ま
た
、
文
政
年
間
に
は
鳥
取
藩
の
流
通
統
制
策
実

施
に
よ
り
京
本
店
の
木
綿
仕
入
も
禁
止
と
な
り
、
京
本
店
が
雲
州
木
綿
仕
入
に
比
重
を
移
す
契
機
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
概
要
は
は
じ
め
に
述

べ
た
よ
う
に
、
『
三
井
事
業
史
』
や
賀
川
氏
の
研
究
成
果
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
が
噴
出
し
た
際
の
三
井
越
後
屋
の

対
応
、
買
宿
規
則
・
買
方
役
規
則
の
改
正
な
ど
、
具
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
余
地
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
お
い

て
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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